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○同意第３号

○発議第13号 発議第14号 発議第15号

○ 散会



－ Ⅵ －

平成18年第４回定例会一般質問通告一覧表

質問順 質 問 者 質 問 事 項 頁

１ 崎村稔議員 １．公用車の廃止について 17p～19p

２ 上里総功議員 １．行財政改革について 19p～21p

２．儀間漁港内整備について

３ 宮里洋一議員 １．ホタルドーム周辺の管理について 21p～22p

４ 大田哲也議員 １．長竹松の周辺整備について 22p～23p

５ 仲村昌慧議員 １．町祭りの綱引について 23p～29p

２．総合型地域スポーツクラブについて

６ 本永朝辰議員 １．枯れ松の調査について 29p～30p

７ 内間久栄議員 １．町の今後の行財政改革について 30p～34p

２．旧具志川村の土地改良区域の幅広側溝の改善につ

いて

３．松くい虫の予防対策について

８ 上江洲盛元議員 １．町長の平成18年度の施政方針と関連して 34p～40p

２．諸施設の利活用について

３．島内計画、推進中の道路の早期実現について

９ 幸地良雄議員 １．行財政改革の推進について 40p～43p

10 仲原健議員 １．産業振興について 43p～47p

２．120億円超の町の借金は
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（午後 ２時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

こんにちは。会議を始める前に、今回、町

長に就任されました平良朝幸町長に一言お祝

いの言葉を申し上げます。

この度の町長就任、おめでとうございます。

久米島町の第２代目の町長として島の発展と

住民福祉の向上のために頑張っていただきた

いと思います。

議会としましても、町から提案された付議

事件については十分に検討を加え、町民の福

祉の向上に努力してまいりたいと思います。

これからの町政は、行財政改革と取り組まな

ければならない行政課題がたくさんあると思

いますが、健康に留意され、町政運営に当た

っていただきたいと思います。

次に、平良朝幸町長から、町長就任初議会

にあたり就任あいさつの申出がありましたの

で、これを許します。

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

５月12日に就任しました平良朝幸でござい

ます。皆さんには、議員在任期間中、とても

お世話になり感謝しております。

久米島町は、現在、いろいろな件で問題が

山積しております。ぜひともこれからまた皆

さんの知恵を拝借し、一つひとつ解決してい

くことが私の使命だと思っております。

これからは町長として皆さんと接しますけ

れども、どうかこれからもよろしくお願いい

たします。

（拍手あり）

○ 議長 仲地宗市

これで町長の就任あいさつを終わります。

ただいまから平成18年第３回臨時会を開会

します。

これより本日の会議を開きます。

日程に入る前に報告します。

13番真栄平勝政議員から欠席の届けがあり

ました。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配

布したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、７番崎村稔議員、８番幸

地良雄議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日６月７日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、会期は本日

６月７日の１日間に決定しました。

日程第３ 島の学校体験交流施設建築工事

請負契約について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第24号、儀間漁港海岸整備

工事請負契約についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。
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○ 町長 平良朝幸

議案第24号

儀間漁港海岸整備工事請負契約について

儀間漁港海岸整備工事について、下記の通

り請負契約を締結したいので、地方自治法第

96号第１項５号の規定により議会の議決を求

める。

１．契約の目的 儀間漁港海岸整備工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 6千354万2千850円

４．契約の相手方 沖縄県島尻郡久米島町

字大田565番地 久米建設株式会社 代表取

締役 仲間良典

平成18年６月７日 久米島町長 平良朝幸

提案理由

儀間漁港海岸整備工事の請負契約について

は、久米島町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得または処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を得る必要がある。

これがこの議決を提出する理由である。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

休憩します。（午後 ２時５分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時６分）

質疑はありませんか。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

護岸工が66.5ｍ、突堤部分が60ｍというこ

となんですが、そこは人口ビーチとして砂も

入れる計画ですが、その砂の部分はどうなっ

ているのか。

それから、この護岸ができた関係か知らな

いが、儀間川からの河口が、砂の移動でもっ

て夏場は埋まっている。それで水が掃かなく

なって、その状態が去年続いているんです。

今後、確認と対策も考えてやってもらいたい

と思う。その２点だけ聞きたい。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答えいたします。まず、第１点目の砂に

つきましては、この工事が終わり次第、平成

19年度に砂の投入を予定しております。

それから、河口側の河口が閉鎖されている

と言うことなんですが、これは現地を調べて

みますと、やっぱり季節によって違ったり、

いろいろあります。それから、この護岸のせ

いでそうなったのか、現地調査をして、それ

による影響でしたらそれなりの対処を考えて

いきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

砂は19年度ということなんですね。３月の

議会では植栽も考えているということだった

んですが、植栽まで入れて19年度で完成する

ということで認識していいですか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

お答えいたします。当初、確かに背後の方、

この事業で植栽をやるということで３月の予

算審議の説明をいたしましたが、今、南部林

業事務所の方で背後地については事業させて

くれということの要請があります。南部林業

事務所の保安林の植栽として、現在調整中で

ありますので、そのいかんによって町でやる

のか、あるいは県の方でやってもらうのか、
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今調整中でございます。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第24号、儀間漁港海岸整備工事請負契

約についてご質問いたします。この工事は３

年目に入っていると思うんですが、今回の工

事で終わるのか。それと、工期がどのように

なっているのか。

また、これまで契約案件については、こん

なに早く出るという工事はなかったんです

が、今回、工事契約が早くできたということ

は、県との調整が十分されての今回の案件な

のか、そのことについてお聞きいたします。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

まず、今回で終わりかということですが、

先ほども答弁いたしましたように平成19年度

まで予定しています。工期につきましては、

確かに契約書の中に入れてございませんが、

150日間を予定しておりまして、議会の承認

が得られたら150日間で契約する予定をして

おります。

それから、今回、早く出たという事の理由

につきましては、県の方に早く着工するとい

う制度がございまして、それを県の方と調整

して、できるだけ別の工事が出ないうちに早

く発注しようということで、これを調整して

の発注でございます。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

たぶん、飛び出している部分は、今、同僚

議員からあった通り、製糖工場から儀間側の

河口付近だろうと確認できますが、近年、久

米島のさとうきび問題、台風との関係でいろ

いろ潮が風に飛ばされて陸地まで来ると。要

するに砂浜ですと波がゆったりと押し寄せて

きて、押し返していると。ところが護岸を造

ったために波がぶつかって、空中へ飛んで、

風と共に陸地に上がって、きびにふりかかっ

て、きびを枯らしてしまうということで、こ

の15、16年、以前まではそういうことはなか

ったということで、農家や一般の方々から大

変語弊があります。それとも兼ね会って、そ

れからもう１点は、最近は護岸を撤去するの

も公共工事だということで、例えば畳石周辺

の護岸を撤去した方がいいのではないかと

か、という案が再三この議会でも議論になっ

ているところであります。そういう中で、儀

間の砂浜の上にこういう飛び出した護岸を造

っていいものかどうか。先ほど、砂の移動の

話もありました。造ったために砂が集まる、

あるいは造らなかったために集まる、これは

物理的にどういう計算されているかわかりま

せんけれども、とにかくこれを造ったために

結果としてどうなるのか。砂の移動と、ある

いは先ほど言った波の問題、台風時の。造ら

なかった場合に砂はどうなるのか。ここいら

はどのような調査、あるいは調整をして、こ

ういう工法、ここまで護岸を残さなければい

けないということになったのか、そこいら説

明いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

まず、この海岸保全の目的自体が、海岸の

基本計画に基づき、越波及び飛散に伴う潮害

を防止し、もって国土を保全すると共に、背
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後の民家の安全と財産の確保を図るという目

的で採択されてございます。ですから、この

断面につきましては、護岸は自然の石ですね、

捨て石、護岸工については、被覆石、基礎工

を用いるマウンドをやりまして、その上に被

覆石をやって、その上に海浜の後で砂を入れ

るということになります。

それから、突堤につきましても、１トン内

外の石ですね、よくこのへんで使っているの

は本部産の石なんですけど、それを利用して、

直接、直立型の護岸ではなくて、ある程度海

岸にも、勾配を緩くしたような断面になって

おります。

それから、今の砂の移動につきましては、

確かに構造物、直立型にやった場合の砂の移

動が結構出てきております。ですから、今回

これをある程度傾斜型、要するに勾配を緩く

してございます。それでなおかつそこに砂を

入れて、海浜として海水浴ができるような状

態にもっていくということでの考えでやって

おります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

従来の護岸型ではないということですね。

いわゆる消波ブロックではなくて、自然の岩

石をここに持ってきて置くという話ですか。

いわゆる波を砕くような工法で。

それから、先ほどもありましたが、砂の移

動、例えば島尻へ行きますと、僕から見れば、

島尻の河口を砂で閉じているんです。だいた

い常時。たまに川が流れるようになる、これ

は台風の風の方向等も関係していますが、あ

の川をせき止めた場合に、一つの沈砂池にな

っているんですよ。そういうことで、僕は非

常にいいなと思ったりしているんですが、し

かしここを沈砂池的になりますというと、ち

ょっと上の方が、発電所の隣の川まで影響す

るのかなと思ったりするんですが。この砂の

移動について、やっぱり県との関係ですから、

相当研究されていると思いますが、そこいら

懸念したので質問しているところです。

○ 議長 仲地宗市

他にありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第24号、儀間漁港海岸整備工

事請負契約についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。したがって、議案第24号、

儀間漁港海岸整備工事請負契約については可

決されました。

休憩します。（午後 ２時19分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時19分）

日程第４ 久米島町に収入役を置かない条

例について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第25号、久米島町に収入役

を置かない条例についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。
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○ 町長 平良朝幸

議案第25号

久米島町に収入役を置かない条例

上記議案を提出する。

平成18年６月７日提出 久米島町長 平良

朝幸

久米島町に収入役を置かない条例

収入役の不設置

第１条、地方自治法第168条、第２項ただ

し書きの規程に基づき、久米島町に収入役を

置かない。

収入役事務の検証

第２条、収入役の事務は助役が検証する。

２、前項の場合において助役に事故がある

ときまたは助役が欠けたときは、町長が収入

役の事務を検証する。

附則

施行期日

１．この条例は交付の日から施行する。

２．久米島町特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を次のよう

に改正する。

第１条第３号を削る。

別表第１中、収入役の欄を削る。

提案理由

電算化による会計事務の効率化及び公金管

理の透明性の向上などにより、本町に収入役

を置かないこととする。これがこの条例を提

案する理由である。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

１点だけ質問いたします。この提案理由の

中で、「公金管理の透明性」とありますが、

これまでこの公金管理の透明性が欠けていた

のか。そういうことについて説明をお願いし

ます。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの國吉議員の質問にお答えいたし

ます。特に欠けていたということではなくて、

例えば、情報公開の進展、あるいは電算化等

によりまして、これまで以上により透明度が

高まっているということでございます。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

議案第25号、久米島町に収入役を置かない

条例、本案に賛成する立場で討論を行います。

三位一体改革が施行され、そして各市町村

とも交付税補助金の削減等で地方行政は逼迫

しているなか、消費的、義務的経費の削減と

いうことは大変素晴らしいことだと思ってお

ります。がしかし、その反面、また住民サー

ビスが低下しないかということも懸念されま

す。住民サービスが低下しないように、十分

な配慮をお願いして本案に賛成します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に反対者の発言を許します。

次に、賛成者の発言を許します。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員
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地方の自主性を高めるため都道府県の出納

長ですか、また収入役を廃止するということ

で地方自治法の改正が去った31日の参院本会

議でも可決されております。そういうことで、

今回の収入役の廃止については、大変時期を

得たものではないかと考えております。こう

いうことで、今、大変地方財政が逼迫してい

る中で、収入役の廃止についての提案につい

て、私は賛成いたします。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから議案第25号、久米島町に収入役を

置かない条例についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。したがって、議案第25号、

久米島町に収入役を置かない条例について

は、原案のとおり可決されました。

日程第５ 助役の選任について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、同意第１号、助役の選任につい

て議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

同意第１号

助役の選任について

久米島町助役に、下記の者を選任したいか

ら、地方自治法第162条の規定により議会の

同意を求める。

住所 沖縄県島尻郡久米島町字西銘859番

地

氏名 大田治雄 昭和30年５月20日生まれ

平成18年６月７日提出 久米島町長 平良

朝幸

提案理由

助役の選任について、地方自治法第162条

の規定に基づき議会の同意を得る必要があ

る。

○ 議長 仲地宗市

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

推薦者は町部内ということで、本人も適任

者だと思いますが、部内にはたくさんの素晴

らしい課長もいっぱいおります。そういった

中で特に大田治雄氏を指名した理由をお聞き

します。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに宮田議員がおっしゃるとおり、たく

さんの優秀な課長の皆さんがおります。しか

しこの中で、私の政策の中で第一次産業を活

性化させたいという思いから、特に農業に興

味を持って、農業を今まで積極的に行ってき

た課長を選んだというのが第１点目。

もう１点目は、島を変えようという気持ち

から、若い課長を選びたいという、この２点

の理由からです。

○ 議長 仲地宗市

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

農業行政を重点として、久米島は第一次産
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業が基幹産業であるという素晴らしい答弁で

ありましたが、やはりこれからは三次産業も

大事かと思いますが、そういった関係も含め

ての方もいたかと思いますが、そのへんの三

次産業についての重点施策は持ってないのか

お聞きします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かにおっしゃるとおりですけれども、今

まで久米島町は三次産業に力を入れてきまし

た。しかしながら、今までの第一次産業に対

する行政の政策があまりにもお粗末というこ

とで、私はその第一次産業に、この４年間力

を入れたい。もちろん三次産業も、これは島

を活性化するためには必要です。これまでど

おり三次産業も推し進めていくつもりです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

同意第１号、助役の選任について、賛成の

立場で討論いたします。

ただいま提案されております大田治雄氏

は、略歴書にもありますとおり、昭和52年に

旧具志川村役場入りして、今日まで長年にわ

たり役場で頑張ってきているところでありま

す。行政経験も豊かであり、そしてまた役場

の建設課、水道課、総務課、そして福祉課、

それから農林水産課、旧具志川村では経済課

と、各課でも非常に頑張ってきております。

識見も豊富であります。特に平成11年、旧具

志川村役場におきましては、44歳の若さで総

務課長に抜擢され、また合併と同時に総務課

長を務めております。地域活用におきまして

も、具志川中学校のＰＴＡ会長を務めたこと

もあり、そしてまた沖縄県の角力協会の久米

島支部の支部長として支部をまとめてきたと

いうこともあります。

このようにして地域活動でも献身的にこれ

まで行ってきております。そしてまた今回、

庁内からの内部起用ということで、優秀な職

員が起用されることで職員にも励みになり、

やる気を起こさせることにもなります。よっ

て私は本案に賛成いたします。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

本臨時会に提案された助役の選任同意につ

いて、同意に賛成することで討論いたします。

今回の助役選任について、大田治雄氏は、

別紙略歴の方に掲げられているとおり、旧具

志川村役場、合併して久米島町になっても大

変重要なポストで職責を全うし、行政経験が

豊かであります。そして識見も豊富であり、

地域の社会活動、教育活動等にも積極的に参

加協力しており、また人間として誠実で温厚

な性格で人望もあり、私は大変評価し信頼し

ております。

今回、大田治雄氏が助役に選任同意された

場合、これまでの行政経験を生かし、職員と

融和を図りながら、町民を大切にし、久米島

町の振興発展、また町民の福祉向上に邁進す

るものと確信します。よって私は、本提案の
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助役の選任同意に賛成いたします。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

同意１号について、賛成討論をいたします。

提案されております大田治雄氏は、32年間

役場職員として勤務され、その間に旧具志川

村役場総務課長から、平成14年４月１日に久

米島町が誕生し、最初の総務課長、そして福

祉課長を経て、現在は産業部門の総括課長と

して地域産業の振興に向けて取り組んでおり

ます。特に基幹産業である農業においては、

自ら時間の合間にきび作りに励み、地域住民

との交流を図り、農業所得の向上に頑張って

おります。

大田氏のプロフィールを見てもおわかりの

とおり、地域活動においても自ら率先し、積

極的に参加しており、住民からの信頼性も厚

く、高く評価されております。よって大田治

雄氏は最適任者だと思って賛成いたします。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから同意第１号、助役の選任について

を採決します。

この採決は無記名投票で行います。

議場の出入り口を閉めます。

ただいま出席議員数は15人です。

次に、立会人の指名を行います。

会議規則第32条第２項の規定によって、７

番崎村稔議員、８番幸地良雄議員を指名しま

す。

投票用紙を配ります。

念のため申し上げます。

本案に賛成の方は「賛成」と、反対の方は

「反対」と記載願います。

投票用紙の配布漏れはありませんか。

○ 議長 仲地宗市

配布漏れなしと認めます。

投票箱を点検します。

休憩します。（午後 ２時39分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時40分）

異常なしと認めます。

ただいまから投票を行います。

事務局長が議席番号と氏名を読み上げます

ので、順番に投票に入ります。

○ 事務局長 幸地猛

それでは、氏名を読み上げますので、順次

投票をお願いします。

１番山城宗太郎議員。２番翁長英夫議員。

３番宮里洋一議員。４番仲村昌慧議員。５番

宮田勇議員。６番上里総功議員。７番崎村稔

議員。８番幸地良雄議員。９番平田勉議員。

10番上江洲盛元議員。11番内間久栄議員。12

番大田哲也議員。15番仲原健議員。16番本永

朝辰議員。17番國吉弘志議員。

○ 議長 仲地宗市

投票漏れはありませんか。

○ 議長 仲地宗市

投票漏れなしと認めます。

これで投票を終わります。

これから開票を行います。

崎村稔議員及び幸地良雄議員、開票の立会

をお願いします。

投票の結果を報告します。

投票総数15票、有効投票15票、無効投票０

票です。
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有効投票のうち、賛成11票、反対が４票。

以上のとおり賛成が多数です。したがって、

同意第１号、助役の選任については可決され

ました。

議場の閉鎖を解きます。

○ 議長 仲地宗市

以上で本臨時会に付された事件は全て終了

しました。

会議を閉じます。

これで、平成18年第３回久米島町議会臨時

会を閉会します。

お疲れさまでした。

（午後 ２時47分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 仲 地 宗 市

署名議員（議席番号７番） 崎 村 稔

署名議員（議席番号８番） 幸 地 良 雄



平成18年（２００６年）

第４回久米島町議会定例会

１日目

６月28日



- 13 -

平成18年 第４回久米島町議会定例会

会議録 第１号

招 集 年 月 日 平成18年６月28日 （水曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 散 会 日 時 開 会 ６月28日 午前10時00分 議 長 仲 地 宗 市

及 び 宣 言 散 会 ６月28日 午後２時36分 議 長 仲 地 宗 市

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 山 城 宗太郎 10番 上江洲 盛 元

２番 翁 長 英 夫 11番 内 間 久 栄

３番 宮 里 洋 一 12番 大 田 哲 也

出 席 １７名 ４番 仲 村 昌 慧 13番 真栄平 勝 政

欠 席 ０名 ５番 宮 田 勇

６番 上 里 総 功 15番 仲 原 健

７番 崎 村 稔 16番 本 永 朝 辰

８番 幸 地 良 雄 17番 國 吉 弘 志

９番 平 田 勉 18番 仲 地 宗 市

（不 応 招）

欠 席 議 員

会議途中退席議員 番 番

開議後出席議員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番

会議録署名議員 ９番 平 田 勉 10番 上江洲 盛 元

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 幸 地 猛 書 記 東恩納 弘 美

係 長 日 高 清 有

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 平 良 朝 幸 学 校 教 育 課 長 平 良 進

助 役 大 田 治 雄 社 会 教 育 課 長 吉 元 幸 信

教 育 長 喜久里 幸 雄 商 工 観 光 課 長 盛 本 實

総 務 課 長 平 田 光 一 環 境 保 全 課 長 田 端 智

町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠 一 男 建 設 課 長 神 里 稔

企 画 財 政 課 長 山 城 保 雄 農 林 水 産 課 長

税務課長兼収納課長 比 嘉 ・ 水 道 課 長 又 吉 敏 雄

福 祉 課 長 宮 里 剛 消 防 長 山 城 英 明

健 康 づ く り 課 長 神 里 勇 空 港 事 務 所 長 仲 地 泰

出 納 室 長 伊良皆 真 秀
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平成18年 第４回久米島町議会定例会

議事日程 〔第１号〕

平成18年６月28日（水）
午前10時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名 15p

第２ 会期の決定 15p

第３ 議長諸般の報告 15p

第４ 町長施政方針 15p

第５ 一般質問 17p

散会 47p
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○ 議長 仲地宗市

おはようございます。

ただいまから、平成18年第４回久米島町議

会定例会を開会します。

これより本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配

布したとおりであります。

以上で報告を終わります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番平田勉議員、10番上

江洲盛元議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 仲地宗市

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日６月28日から６月

30日までの３日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、会期は本日

６月28日から６月30日までの３日間に決定し

ました。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 仲地宗市

日程第３、平成18年３月25日から私が出席

しました会議等の概要をお手元に配布してあ

りますので、その報告書をもって議長諸般の

報告に替えさせていただきたいと思います。

次に、地方自治法第235条に２第３項の規

定により、例月出納検査の結果の報告が町監

査委員から提出されておりますので、各自ご

覧になっていただきたいと思います。

以上をもって諸般の報告とします。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 仲地宗市

日程第４、これから平良朝幸町長の施政方

針を行います。

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

平成18年度施政方針

はじめに

平成18年６月定例議会の開会にあたり、議

案の審議をお願いするに先立ちまして、町政

運営に対する私の所信を申し上げ、町民の皆

様並びに議員各位のご理解とご協力をいただ

きたいと思います。

ご存じのとおり、地方自治体は三位一体の

改革や地方分権の流れの中で自己決定、自己

責任により行政運営に取り組むことが求めら

れております。そのため、自治体の創意工夫

や力量により、まちづくりや住民サービスの

あり方など、自治体間で格差が生じる時代に

なっています。私は今回の選挙を通して、た

くさんの町民の意見を拝聴することができた

こと、役場職員が変われば久米島町が変わる

という信念の元、町民の皆さんと情報を共有

し、一緒に考え、協力して選挙公約に掲げた

基本理念、子ども達が心豊かで、元気のある

まちづくり、若者が将来に夢と希望が持てる

まちづくり、お年寄りが安心して暮らせるま
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ちづくりを実現するため、全力を傾注してま

いる所存であります。

１．行政改革の推進

本庁においては、これまでの事業の産物と

しての120億円超の借金と平成16年度からの

三位一体の改革により大変厳しい状況にあり

ます。このような状況を乗り越えるためには

行政と町民の役割分担を図りながら、町民と

ともに行政運営ができるよう膝を交えた対話

を積極的に重ねていきます。

はじめに、収入役を廃止し、機構改革を行

います。

私は、役場職員が変われば町が変わると考

えていますので、役場のオーナーは町民であ

ること、職員は社会人としての常識をもって

業務に励むこと、職員は町長の政策を実現す

るための任務や役割を分析し、きちんと把握

することなどを常に念頭に置いて業務に当た

ってもらいます。

行財政運営の効率化として、借金の抑制、

人件費の抑制、勧奨退職の推進などを行って

いきます。

２．産業の活性化

私は一次産業が元気でなければ島の発展は

ないと考えています。第一次産業の農業、漁

業に従事する若者たちが安定した生活が送れ

るように、後継者の育成と農水産物の《かた

ち》の向上を図っていきます。

観光業や地方興行においても、島の特性を

生かした観光づくりと、地域特産品の開発を

推進します。

また、プロ野球キャンプの誘致についても

推進していきます。

企業誘致については、真謝埋立地への推進

を図り、同時に海洋深層水の利活用について

も積極的に推進していきます。

３．環境保全・地域美化の推進

私たちが小中学生の頃、久米島は海の幸、

山の幸が豊富で自然に恵まれた島でありまし

たが、土地改良事業や道路、河川、海岸など

の開発による海への赤土流出や潮害による被

害などで島の環境は大きく変わってしまいま

した。島をきれいにして、島の自然を取り戻

すことによって島を訪れる観光客等のリピー

ターを増やし、地域の活性化を図っていきま

す。そのためには海や河川、海岸等の再生、

保安林等の整備、島全体の美化を推進してい

きます。

４．教育環境の向上・人材育成の推進

私は、教育や人材育成は最も重要なことだ

と思います。社会的に困窮している時こそ人

材の育成が不可欠であると考えます。久米島

の将来を担う子ども達の教育水準の向上のた

めの施策を推進し、教育環境の改善に努めて

いきます。

町民が心身共に健康で生活できるように、

生涯学習の機会提供を各種団体と連携し、推

進していきます。

久米島町は琉球王朝時代から中国を主とす

る東洋文化の影響を受けて、沖縄の中でも独

自の文化を発展させてきました。歴史文化、

民族的検知から見ても独自性を持つこの島の

伝統行事や、伝統芸能の継承、文化財の保護

・啓発・保全に勤めていきます。

５．福祉の充実

町民が健康で豊かな生活が送れるようにす

るためには、保健、医療、福祉が一体となっ

た支援システムの充実が必要であります。健

康づくり事業の推進、公立久米島病院や老人

福祉施設、社会福祉協議会との連携など、町
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民が安心して暮らせる環境作りを推進してい

きます。

公共施設の統廃合により福祉施設の充実を

図り、ボランティアの育成など、効率的なサ

ービスの推進を勤めます。

出生率の低下とともに次世代を担う児童の

減少は大きな社会問題となっています。子ど

もを安心して生み、育てることのできる環境

づくりと支援対策が必要であり、子育て支援

センターやボランティアの活用、保育事業の

充実など、子育て支援を推進していきます。

６．平成18年度予算について

平成18年度予算については、３月定例議会

で説明されていますので保留された政策経費

について説明します。

団体育成補助金については、基本的には事

業補助に切り替えていきたいと考えています

が、団体育成補助金を継続しなければならな

い団体については、町の振興発展に寄与する

よう精査し、交付していきます。

その他の経費については、緊急性のあるも

のから計上してあります。

また、諸施策の実現に向けて、年度途中の

補正予算についてもご理解いただきたいと思

います。

以上、４政策について述べましたが、農業、

漁業、商工業、観光、環境、福祉、教育など、

私たちの生活に関わる問題は山積しておりま

す。これらの問題解決のためには、町民の目

線に立って、町民と共に考え、町民と共に実

行するという行政運営が強く求められていま

す。私は「子どもに愛を、若者に夢を、お年

寄りに安心を」をモットーに、久米島町の発

展と町民の幸せのために頑張りますので、町

民の皆様並びに議員各位のご理解とご協力を

お願い申し上げ、私の施政方針といたします。

平成18年６月28日 久米島町長 平良朝幸

○ 議長 仲地宗市

以上をもって平良朝幸町長の施政方針を終

わります。

日程第５ 一般質問

○ 議長 仲地宗市

日程第５、これから一般質問を行います。

一般質問の発言は、会議規則第56条第１項

の規定によって、30分以内とします。また、

質問の回数は一括質問を含め、質問事項ごと

に３回会まで行います。

順次発言を許します。

休憩します。（午前 10時11分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時14分）

７番崎村稔議員。

（崎村稔議員登壇）

○ ７番 崎村稔議員

おはようございます。７番崎村でございま

す。

１点だけご質問致します。

公用車の廃止について質問致します。

三位一体改革以来、経費節減の理由で公用

車を廃止する市町村が増えています。我が久

米島町も作業車やパトロール車等の特殊車両

を除き、乗用タイプの公用車を全面廃止する

べきです。

職員は公用で車を使う時は、自分の自家用

車を使用し、後で燃料代を請求する方法が、

公用車を維持管理する経費よりははるかに安

くできるはずです。

また、出張などの時は、前町長のようにタ

クシーを利用してもらい、島内の零細企業に
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少しでも利益を分配還元していただければ島

内経済の活性化につながると思います。この

ような思い切ったことをしないかぎり島は変

わりません。

新町長の所見を賜りたい。

（崎村稔議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

７番崎村議員の公用車の廃止についてお答

えします。

まず、公用車の廃止についてですが、乗用

車タイプを全部廃止することはできません

が、台数を少なくすることと、できるだけ軽

乗用車に替えていきたいと考えております。

そして、職員の私有車を公用で私用する件

についてですが、私有車を公用で使うという

ことは特別なことがない限り様々なリスクが

伴いますので、現在のところ考えておりませ

ん。

勤務時間外については、予算が許せばタク

シーを利用したいと思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

ありがとうございます。

前向きな答弁だと私は考えておりますが、

今まで公用車についての住民からの苦情が

２、３件ありましたので、これを皆さんにご

紹介したいと思います。

一つは、夜間、公用車を使って買い物をし

ている人達がいるということで、スーパー、

お店の前で公用車を使って買い物をしてい

る。住民の血税で買った公用車を使って買い

物をするとは何事だという苦情がけっこうあ

りまして、当時の住民課長に、たぶん住民課

の車だったと思いましたので、当時の住民課

長にさっそく対処してもらいましたが、あれ

以来、苦情はなくなっているように思います。

もう１点は、これは飛行場で客待ちをして

いるタクシーの乗務員の皆さんからの苦情で

すが、公用車を使って県の職員を送り迎えし

ているのが目立つということで、何で血税を

払った公用車で職員の送り迎えをしているか

という苦情がありました。

タクシー乗務員の皆さんから見れば、本当

に、自分のお客さんを横取りされたというか

たちでありましたので、本当に気持ちはわか

ります。皆さんも考えてみて下さい。我々が

那覇に出張に行った場合に、県の公用車で迎

えに来ますか、我々は出張へ行ったときには、

どうしてもタクシーかバスか、それともモノ

レールを利用してやっておりますので、本当

にタクシー乗務員の皆さんの苦情は本当にあ

たっていると思いますので、この点、新町長、

今後気をつけていただければなと思います。

一つ所見がありましたらお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

今、崎村議員からありました、夜間、公用

車で買い物をしているという、住民からの苦

情なんですが、これは職員の意識改革の一環

として、私は徹底して指導してまいりたいと

思います。

次に、タクシーの件ですが、時間外につき

ましては、公用の場合にはタクシーを利用し

ます。私用の場合には空港の行き帰りは私有



- 19 -

車で行うということでご理解いただきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

これで７番崎村稔議員の一般質問を終わり

ます。

次に、６番上里総功議員。

（上里総功議員登壇）

○ ６番 上里総功議員

６番上里です。２点ほど質問したいと思い

ます。

１点目、行政改革について。

国の三位一体改革による交付金、補助金の

削減で厳しい財政運営が余儀なくされてい

る。

本町においても平成17年度より、行政改革

推進室を設置し、本格的に行政改革が進めら

れているが、前町長との行政改革との違いを

伺いたい。

２点目、儀間漁港内整備について。

儀間漁港も漁船の大型化に伴い漁港内の船

揚場が狭くなっている。漁業の振興のために

も整備する必要があると思いますが、町長の

考えを伺いたい。

（上里総功議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

６番上里総功議員の質問に対してお答えし

ます。

行財政改革について。行政の継続性の観点

から前町長の下で策定した行政改革大綱・実

施計画及び集中改革プランについては、計画

どおり進めてまいります。

前町長との違いは、その進め方にあります。

私の場合は、職員との対話を通して、意識改

革の徹底を図り、職員自らできることは自ら

やってもらう。徹底した目的意識・コスト意

識を持って仕事をやってもらう。この２点を

基本に行財政改革を行っていきます。

次、儀間漁港内整備についてですが、儀間

漁港の港内整備については、計画当時は漁船

の隻数の伸び率を予測し、車路、岸壁、船揚

場等を整備してきました。現状を見てみます

と、計画当初よりも船の大型化が進んでおり、

港内が狭隘になっております。

儀間漁港の整備につきましては、当初計画

されたものについて完了しておりますので、

今後、再整備が可能かどうか県と調整したい

と思います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

行政改革の継続性の観点から、前町長の下

で策定した行政改革大綱・実施計画及び集中

改革プランについては、計画どおり実施する

ということでありますが、これはＪＭＡＣ構

造改革推進センターというコンサルタント会

社の資料を基にして進められている行政改革

であり、その実施にあたり、地域にあった行

政改革ができるかどうか疑問である。そのた

めに職員もこの件に関しては不満があると聞

いています。

それと、前町長との違いは、職員との対話

を通して意識改革の徹底を図り、職員自らで

きることは自らやってもらい、徹底した目的

意識、コスト意識を持って仕事をしてもらう

ということになっているようですが、そうで

あればコンサルを頼らずにやるべきではない
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のか。その契約を破棄して、独自の行政改革

はできないか、お聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かにコンサル会社を通して行革について

は細かいところは指導してもらっておりま

す。これについては、行政改革大綱を前町長

が策定した部分を、そのまま全部やるという

ことではなくて、その中で重要なものを取り

出して、今、大事なことは何かということを

見極めて、その部分から実行したいというの

が私の考えです。そして、目的意識を持たす。

コスト意識を持たすということは、予算の面

でも、今までは予算は全部使うためにあった

ということではなくて、予算を残しなさいと

いうふうに指導しております。具体的には、

そういう方法で今後もやっていきたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまの上里議員からのご質問の中で、

ＪＭＡＣ構造改革セクターというところがご

ざいますが、このコンサルにつきましては、

あくまでも行政評価のみの支援であります。

行政改革大綱、集中改革プランについては、

これは職員自ら議論をしあって作り上げたも

のでございますので、あくまでも、このＪＭ

ＡＣ構造改革セクターにつきましては行政評

価の支援、指導を受けているということであ

ります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

非常に不思議でならないのは、200名余り

も職員がいて、自分たちの町を自分たちでも

のを考えて行動しないで、外部の指導に基づ

いてやらなければならないかという疑問であ

る。

今回、新しく町長が変わって、そういう面

も改革していくということでありますので、

期待はしているんですが、議会から見れば、

まだまだ予算面で、一番やりやすいことしか

行革はやってない。例えば職員の給料のカッ

トとか、三役の給料のカットとか、議員の報

酬カットとか。その他に日常業務の中でもっ

と削れるところはいっぱいあります。自分た

ちの仕事にどの程度メスを入れるかが問われ

ています。それをやらない限りは、いくら外

部の資料に基づいた考えを入れてもダメだと

思います。

次の質問に移ります。儀間漁港についてで

ありますが、当初の計画では完了したという

ことでありますが、旧仲里村の計画では、い

ろんな施設整備が入っているわけです。例え

ば製氷施設、漁船修理施設、それと漁具修理

施設とか、そこのところが今全部整備されて

ない。その前に、船揚場の問題なんですが、

大型化により船揚場が狭くなっている。それ

で西側の方に拡張していけばだいぶスペース

があります。

もう一つ、問題になっているのが、コンク

リート舗装がされてないために、砂が漁港内

の道路の排水溝に流れて、排水溝が詰まって

います。その為に排水の機能がなされてない

状態であります。

それと、再整備については、可能か。県と

調整をしていきたいとの答弁にはなっている

んですが、以前、儀間漁港においては、行政



- 21 -

から資材を提供してもらい、漁民と一緒にな

って整備した経緯があります。そういうのを

検討できないかどうか、お聞きしたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

ただいまの上里議員のご質問にお答えしま

す。

まず、漁港整備につきましては、当初計画

する場合、10年先を見越して、伸び率という

のを見越して計画するわけなんですが、その

当時は確かに今の状況で大丈夫ですよという

ことで計画されております。

まず、西側に延ばせるかということなんで

すが、西側43ｍにつきましては、残念ながら

久米島小中学校の埋立に使っていて漁業区域

から外れているんです。その部分を残してい

れば拡張の余裕はあったと思うんですが、そ

れが厳しい状況であります。

２番目に、コンクリートの舗装がなされて

ないということなんですが、これにつきまし

ては現地調査をして底浚いさせるなりして、

対処したいと考えております。

あと、再整備につきましては、現在、積み

残しもあるんです。例えば、当初、沖防波堤

150ｍを計画しているのが、今、80ｍしかや

ってないと。それにつきましても、将来的に

はやるということで、県の方とも調整してお

ります。ぜひ再整備できるように県と調整し

てまいりたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

課長、西側というのをちょっと勘違いして

いると思います。現在ある船揚場の、海に向

かって右側の砂場のあるところです。資材を

提供してもらえれば、漁民と一緒に整備でき

るかと思います。そこを検討してもらいたい

ということです。

それと、先ほど課長から、沖防波堤の件も

出ましたので、それもぜひ見直して、今後の

計画に入れてもらいたいと思います。これで

私の質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで６番上里総功議員の一般質問を終わ

ります。

次に、３番宮里洋一議員。

（宮里洋一議員登壇）

○ ３番 宮里洋一議員

３番宮里洋一であります。１点だけ質問致

します。

ホタルドームの屋内は管理人がいて管理さ

れているが、ドームの外の植樹帯の管理が不

十分ではないかと思います。ドームの北側及

び南側、新設された植樹地帯は雑草が多く、

また、樹木が栄養失調に見えます。ここの管

理について町長の考えを伺いたい。

（宮里洋一議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

３番宮里議員の質問についてお答えしま

す。

北側のホタルドーム及び具志川グランドと

公園周辺は委託管理させております。管理仕

様書には施設内外の清掃等も含まれておりま

す。教育委員会の職員も参加し、定期的に雑

草等の除去も行っております。塩害等による
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枯れ木がめだち、既に樹木の伐採も行ってお

り、今後は樹木の専門職等からの意見を拝聴

し原木を管理させたいと思います。

南側は、海岸防災林造成事業で県営事業と

なっております。平成17年度に事業を終了後

５カ年の保育事業が入っておりますが、ご指

摘のとおりです。

雑草の件は去年も再三要望していまして、

予算が厳しいとの回答です。今後も保育事業

に力を入れてもらうよう強く要望したいと思

います。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

枯れ木もあったりしているが、栄養失調が

あると思います。作物にはボーナスを与えな

さいという話もあります。年に２回以上は栄

養を与えなさいとの意味かと思いますので、

今後の考えをお聞きします。

そして、南側、海側です。県営事業という

ことですが、雑草の種子が落ちてからその雑

草を取るということは、毎年繰り返しそこに

雑草がまた生えてくるということですので、

種子が落ちない前に雑草を取り除いていくよ

うに県に強く要望して管理して下さい。

そして、質問にはないんですが、ドームの

芝生の中にモクマオウやギンネムが生えてお

ります。このギンネムは小さいうちに取り除

かないと、大きくなってから根っこから切っ

ても、ギンネムには負けますので、そういう

点も考えて管理して下さい。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

ただいまのご質問について、ドーム側の方

は教育委員会の管理の管轄になっており、海

側の防災林の造成事業につきましては、県の

林業事務所が事業を行っております。ご指摘

のとおり事業は入れたものの、保育が悪く、

成長が遅れていて、又、非常に草が生い茂っ

て、樹木を追い越しています。16年度に行い

ました事業については、去年17年に一度下草

刈りを入れたということなんですが、回数が

１回ではどうしようもなくて、今の現状にな

っております。今後は年に２回入れるという

ことでありますが、年に２回でも少ないので

はないかということで要望はしております。

国の補助事業の関係で年２回ということにな

っているようですが、地元の作業員を使って

回数を増やしてほしいという要望は再三やっ

ておりますので、次回からそういうことのな

いように十分に県とも調整してやっていきた

いと思っております。

○ 議長 仲地宗市

これで３番宮里洋一議員の一般質問を終わ

ります。

次に、12番大田哲也議員。

（大田哲也議員登壇）

○ 12番 大田哲也議員

12番大田でございます。１点だけ質問した

いと思います。

長竹松の周辺整備について。

長竹松の下草を刈り取れば素晴らしい松並

木になると思います。また、長竹松は、空港

路線でもありますし、字仲地～山里の路線で

もあります。自然の環境にも配慮して整備を

行ってほしいと思いますが、町長の考えを伺

いたい。

（大田哲也議員降壇）
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

12番大田哲也議員の質問にお答えします。

ご指摘のとおり、雑草が生い茂っていると

いう状態です。一帯は保安林ですので県との

調整が必要となりますが、地域住民からも強

い要望がありまして、早めに町として対応致

します。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

前向きなお考え、ありがとうございます。

空港の入口でもあるし、今、空港路線で工事

をしている最中ではありますが、久米島の玄

関として本当に観光の配慮もしながら、また、

空港路線から仲地路線、山里路線に入って、

これが旧具志川村の時に、素晴らしい松並木

でしたが、シロアリ、老木、また潮風、台風

ということで枯れて、新しく県から補助をも

らってあの松を植えたんですよ。その後に１

回も下枝の掃除もしてないし、草も刈ってな

い。本当に今見苦しい状況であります。だか

らそれくらいの幹になれば、下枝というか、

草を刈れば素晴らしい松並木になると思いま

すので、ぜひ昔の長竹松を復元するように努

力してほしいと思います。

またあの松が大きくなれば、昔の長竹を思

い出すと思いますので、ぜひ早く下草を刈り

て、整備してほしいと思います。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

ご指摘のとおり、島の玄関先、非常に見苦

しい状態で、下草を刈れば非常に景観がよく

なると思います。また、地域住民からも、風

通しが悪いとの苦情もありまして、早急に北

原の町営住宅から空港に向けては作業に入る

段取りでやっております。そして仲地へ向け

て何ですが、距離もあり、植樹帯も幅が広く

て相当な作業量になりますので、現在の作業

人員ではすぐに対応はできないとは思います

が、状況を見ながらやっていきたいと考えて

おります。

○ 議長 仲地宗市

12番大田哲也議員。

○ 12番 大田哲也議員

今の答弁のとおり、町営住宅から仲地、山

里に向けては、幅も大きいし、長いし、予算

等もかかると思います。そういうのは年次計

画でいいですから、１カ年でいくら、１カ年

でいくらという計画を持って早く着工して、

素晴らしい松並木を作っていただきたいと思

います。以上で終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで12番大田哲也議員の一般質問を終わ

ります。

次に、４番仲村昌慧議員。

（仲村昌慧議員登壇）

○ ４番 仲村昌慧議員

４番仲村です。町祭りの綱引についてご質

問させていただきます。

旧具志川村では、村祭りに綱引を隔年ごと

に実施して祭りを盛り上げてきましたが、合

併後は綱引が実施されなくなり、今後も実施

の見通しがつかない状況であります。町民か

ら綱引復活を望む声がありますが、次年度以

降綱引を復活させる考えはないか、町長の所
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見をお伺いします。

次に、総合型地域スポーツクラブについて。

「総合型地域スポーツクラブは、生涯スポ

ーツ社会の実現のため成人がスポーツに親し

む比率の向上を狙いに、文科省が定めた『ス

ポーツ振興基本計画』に基づいた施策の一環

で、市町村単位で幅広い世代が複数のスポー

ツに親しむことを目的として、2001年から20

10年までの10年間で、全国の各市町村に少な

くとも一つは置くことを目標に、各市町村教

育委員会を通じて住民に設置を呼び掛けてい

る」と新聞で報じられています。

総合型地域スポーツクラブの事業内容と設

置に向けて、本町の取り組みをお伺いします。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

４番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

町祭りの綱引について。ご質問のとおり、

旧具志川村においては、祭り実行委員会と綱

引実行委員会が共同主催により、祭りの一環

として隔年毎に綱引を実施しておりました。

合併してここまで実施しておりませんが、

今後、町民一人ひとりの協力体制及び予算処

置ができれば復活の可能性はあると思いま

す。今後、関係機関で調整したいと思います。

総合型地域スポーツクラブについてです

が、この事業内容は、総合型クラブを設立す

るために必要な活動。クラブマネージャーの

配置、公認スポーツ指導者の活用となってお

ります。本町の取組状況は、平成22年度設立

に向け、今年度から県保健体育課及び県体育

協会と事前協議中でございます。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

合併後、この答弁の中では、町民一人ひと

りの協力体制、予算ができれば復活の可能性

があると。合併後、どうしてそれができなか

ったのか、その理由。それが綱引を実施して

いこうという話が自然に消えたのか、その話

はあったのか。あってそれができなかったの

かどうか。そこをお伺いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

この件については、私の方でお答え致しま

す。担当は、合併後、地域の伝統文化の継承

ということで、綱引保存会が教育委員会の社

会教育課に移りました。本来は実行委員会を

立ち上げて実施するというかたちにはなろう

かと思いますが、今のご質問の中で、合併後

その話はなかったかということでございます

が、旧具志川村では隔年毎に実施していまし

た。平成12年に最後にやったんですが、ちょ

うど合併した年に綱引を実施する年度ではあ

ったわけです。

その当時、綱引保存会の会長他数名が前町

長のところに来られまして、ぜひ実施してく

れという要望がございました。ところが、予

算の問題や、又、実施する段階では、字西銘

と仲地が主導的な立場で実施してきたんです

が、旧具志川の規模であれば協力は可能だと

思いますが、久米島町に合併し規模が拡大し

た今では、両字が、かなり厳しいのではない

かという事もございまして、なかなか話が進

展していないのが現状であります。綱引の起
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源が、元々仲地と西銘で主体的にやっていた

ものですから、両字からの意見を尊重してい

かないとなかなか実施は難しいという面がご

ざいます。今後、進めていく中で、両字がど

ういう判断を下すかという部分と、当然それ

は伝統文化の継承という中で、旧仲里側の皆

さんに受け入れられるかどうか、ただ単に綱

を引いて祭りを盛り上げようということだけ

ではなくて、伝統文化の意義も含めて話をし

ながら実施できるかどうか検討していきたい

と思います。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

伝統文化の継承ということだけではなく

て、祭りを盛り上げる一環としてということ

で、私は質問したいと思いますが、22、23年

前に、私も久米島にＵターンして帰ってきま

して、昭和60年前後でした。初めて祭りに参

加して、その時の新聞投書に「久米島の祭り

は与那原の祭り以上に迫力がある。熱気があ

ってすごく感動した」という投書がありまし

た。私もその時の祭りの印象が未だに脳裏か

ら離れないのですが、あの時は若者が非常に

熱気があって、活気があって、久米島は元気

だなという思いがしました。

綱引は、ただ綱を引くだけではなくて、綱

作り、旧具志川では各字に綱を割り当てして、

各字で綱を準備して、そして２日間掛かりで

ふれあい公園であの大綱を作ってやりまし

た。それで、その綱を引く前のセレモニーと

いうんですか、あれが迫力がありました。そ

ういった島民全体で、村民全体で綱を作って、

大人から子ども、観光客、島外、島内全ての

人が参加できる、そのような祭りの一環にこ

の綱引があったという思いがして、これをこ

のような迫力ある、盛り上げのある綱引をま

た復活させていただきたいなという思いで、

今日質問しているわけであります。

おそらく今までどおりの、こういうことを

やったからこういうことをしなければいけな

いなと思えば、おそらく今の状況ではできな

いのではないかなと思っております。

財政が厳しいという状況の中で、その当時

は隔年毎にやっていたんですが、今後は４年

に１回、オリンピックの年に１回でもいいじ

ゃないですか。そして規模も、当時より規模

を小さくしてもいいんじゃないですか。予算

がかからないように、また久米島島民全体に

呼びかけをして、各字で綱を作ってやればで

きるんじゃないですか。それがみんなで協働

して、みんなで働く協働の、町長が申す、こ

の島の発展のためにやっていけるのではない

かと思っております。

今、このような提案をしてきましたが、４

年に１回、予算のかからないようなやり方、

旧具志川では、字仲地の米の生産農家に対し

て藁をお願いして、安くで買い取ったことも

ありました。金武町からも買い取りました。

綱がないときには、与那原の綱を安くで買い

取ってやっていたんですが、与那原の綱は、

前後の日程的なものがありまして無理なとこ

ろもあると思いますが、台湾からも綱を購入

したりもしています。そういったことでいろ

んな、どうしたらできるかということを考え

てやっていただきたいなと。

今回の町長の座右の銘で、「人間やる気に

なれば空でも飛べる」。町長のやる気を非常

に感じました。そして職員に対して、島民に

対しても非常にそれはいい訓示だなと思って
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おります。何かやるときに、できないではな

くて、どうしたらできるか考えながら、島の

活性化のために、ぜひ、これを復活させてい

ただけたらなと思います。

再度、町長の思いをお伺いしたいと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

仲村昌慧議員の思いは非常にわかります。

今まで行事というのは、行政におんぶにだっ

こ、そういう時代はもう私としては終わった

と思います。地域住民が盛り上がってくれば、

我々も役場としてバックアップしたいと。で

きればやりたいという思いではあります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

ぜひ無理のないように、４年に１回、オリ

ンピックの年に１回、再来年です。それに向

けて復活できるようにぜひ頑張っていただき

たいと思います。次に移ります。

地域総合型スポーツクラブについてであり

ますが、この事業内容を今質問しましたが、

具体的に分かりやすく説明していただきたい

なと思っております。

これは佐敷町ですが、04年度から佐敷町に

こういうスポーツクラブが設置しておりまし

て、これまで沖縄県では16自治体が設立され

ていると。これは運営の担い手がどこになる

のか。久米島町ではどこになるのか。担い手

は地域のスポーツ指導者が想定されるという

ふうにここにも書いてあるんですが、その答

弁の中での１番、２番、３番が具体的に説明

してほしいということをお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

ただいまのご質問の具体的な内容について

説明します。事業内容の中身ですが、この総

合型スポーツクラブを設立するために必要な

活動という点について５つの項目がありま

す。１点目は、総合型スポーツクラブを設立

するための準備委員会を設置すること。準備

委員会といいますのは、現在、これまで県内

の各市町村でやっている自治体を参考にしま

すと、体育協会、それから教育委員会、それ

からスポーツ関係者、そういった組織団体か

らなる委員を出しまして、そこで準備委員会

を設置するということが１点目です。

２点目に、スポーツ教室の開催、これは現

在もそういったいろんなスポーツ教室を教育

委員会として開催しておりますが、これも一

つの条件になってきます。これまでの教育委

員会とか体協でやってましたスポーツ教室の

とらえ方といいますか、そことはまたちょっ

と目的が違いまして、この総合型スポーツク

ラブを設置する、そういう目的でもって、そ

のスポーツ教室を開催するというところが違

うところであります。

そして３点目に、スポーツの交流大会を開

催する。これはただ単に大会を開催するだけ

ではなくて、島内のいろんな団体、いろんな

クラブとか、そういったクラブ間の交流大会

を開催するということであります。これは、

競技的なものだけではなくて、体力テストと

かチェック等もやりながら、そういうのも位

置づけをして取り組んでいくということであ

ります。そして４点目に、広報活動、これが

一番大きなこれから取り組むべきことになる
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かと思いますが、これはまた地域住民に啓蒙

していくと。総合型スポーツクラブといいま

すのは、一人ひとり会員になるためには、会

員が会費を納めて、その会費の中でその会を

運営していくということが基本です。そのた

めにはお互いが会費を払って、自分たちの好

きなやりたいことをやっていこう、取り組ん

でいこうということですので、そこらへんの

意識を改革していくためにどうしてもこうい

う広報活動が大事になってきます。

それからあと１点目は、そういった広報活

動と合わせまして、地域に対する総合型スポ

ーツクラブのアンケート調査、これはそうい

ったクラブを設立するに際して、地域として

はどういった形でそれを取り組んでほしいの

か、あるいはまたどういった考えがあるのか、

そこらへんの意識調査を行うという、こうい

った５つの項目の内容の柱となっておりま

す。

そして２点目の大きい柱のクラブマネージ

ャーの配置となっておりますが、これは、今、

私たち久米島における、いろんなスポーツを

勧める中で一番大きなネックとなっている課

題でもあります。

これはいろんなスポーツ、専門のスポーツ

がありますが、その中で皆さんそれぞれ個人

個人の活動をやっておりますが、そこを束ね

ていく。そこの中に指導者となっていく、専

門的にサポートしていく、そういったマネー

ジャーが、この久米島にはまだいないという

ところが大きな課題でもあります。この件に

関しましては、これまで２回ほど県の体育協

会と協議をやっておりますが、町で養成でき

るまで県の方から派遣もしながら、こちらで

受講の希望があればまた県の方としてもそう

いう対応をしていきたいということでありま

す。

あと１点目、３．公認スポーツ指導者、こ

れはいろんな競技の講習会等を受けて、その

講習会の中で、認定されれば公認スポーツ指

導者というふうに登録されるんですが、これ

もまだ私たち久米島の中にはそういう公認ス

ポーツの指導者がおりません。登録された指

導者がおりません。ですから、それに向けて

も、この総合型スポーツクラブを設立する場

合には、どうしてもそういった要件が備わっ

ていかないとクラブとしては認めませんとい

うことであります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

この総合型地域スポーツクラブは、成人の

肥満問題や子ども達の体力低下の改善につな

がる。そしてまた健康づくりの他、スポーツ

活動を通じて居場所づくりになると。それか

ら多世代が参加できるクラブの特性を活か

し、世代を超えた交流が地域活性化にもつな

がるということであります。町長は施政方針

の中で先ほど述べましたが、町民が健康で豊

かな生活を送れるように、健康づくりの事業

にも推進していきたいと言っております。

実は久米島の住民健診の結果が、２人のう

ち１人が肥満だという結果が出ているそうで

す。これは全国的な社会問題にもなっている

ということで、新聞でも報道されております。

2008年から住民健診に、今、よく新聞で騒

がれているメタボリック症候群、この健診が

必須になるということになっております。男

性ではお腹のへそ回りが85㎝以上、女性では

90㎝以上がメタボリック症候群で非常に危険
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でありますよということで、今、久米島も非

常にそれが多くて、とにかく生活改善、スポ

ーツを取り組まなければ、それが改善されま

せんよということであります。

新聞にはこのようになっています。「一に

運動、二に食事、しっかり禁煙、最後にどう

しようもなければ薬」ということになってお

りますが、このような健康を守るためにはぜ

ひスポーツ、運動を町としても力を入れてほ

しいなと思っています。

実は12月に久米島で予定としてされている

んですが、実は全国ウォーキング大会が宮古、

八重山、久米島、この３地区をローテーショ

ンで回って、今年度は宮古大会だと聞いてお

りますが、今、受入態勢が不十分で、もしか

したら久米島に予定が変更されるということ

で、まだ決定されていません。予定としては

12月12日に予定されています。その方も町と

しても協力をして、そしてまたご理解もして

いただきたいなと。あまり予算的な支援は要

求しませんので、予算はかからないと思いま

す。

前回、久米島大会が実施されましたが、協

力態勢が不充分な中で50名の参加でした。今

年は全国からその倍の100名は目標としてお

ります。今、町執行部の方も12月12日にそれ

が予定されているということを頭に入れて、

そしてまた参加、ご協力をお願いしたいと思

います。

この地域型総合型スポーツクラブについて

の今後の取り組みの中で、町、体協が主体と

なってやっていくのかどうか。それをお伺い

したいと思います。

それから、教育委員会は、会員の募集や広

報、そして体育施設の提供をサポートすると

なっておりますが、普通、この地域型スポー

ツクラブのネックになっているのが、施設が

不充分であるということで、各市町村は非常

に悩んでおります。しかしながら久米島は非

常に恵まれていると思います。ホタルドーム、

非常にいい施設があるんですが、なかなか今

不充分であります。こういった広報活動もし

ていただきたいなと。

それから、今、指導員の不足もありました。

実は、私も５月から運動支援員としての講座

を今受けておりますが、社会福祉協議会から

依頼を受けて応募しました。非常に参加者が

少ないです。８名しかいなくて、講義の参加

人数も３名か４名という形になって、本当に

それが一番今ネックかなと思っております。

その運動指導員の養成についても、教育委員

会でも考える必要があると思います。それも

含めて教育委員会の考え方をお伺いします。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

第１点目の主体となる団体といいますか、

それは体協ということですが、総合型スポー

ツクラブ本来の目的は、そういった既存の組

織、そういった協力団体があって、実際にそ

れを島全体として束ねて、そこに新たに事務

局を設置して、事務所を設けるということが

前提であります。ですから、そこに行くまで

は当然のことながら、一番大きい組織である

体協等が教育委員会とタイアップしていかな

ければいけないのではないかなと考えており

ます。

そしてそういった施設の件もそうですが、

これはこの総合型スポーツクラブの、地域に

よってどの種目を入れるかというところによ
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って、また施設の整備とか、そこらへんにも

関わってくると思います。これは必ずしもス

ポーツだけではなくして、三線とかそういっ

た別の文化的な活動もそれに取り入れていい

ということがあります。必ずしもスポーツだ

けにこだわるのではなくて、ちょうど今、教

育委員会の方でヤングフェスティバルという

のを毎年開催しておりますが、ああいった形

での位置づけといいますか、これも非常にお

互い久米島としては一つのポイントになって

くるのではないかなと考えております。です

から、今の施設を利用してできるようなそう

いう種目を絞り込んでいくということも、準

備委員会の中でいろいろ検討していくかと思

うんですが、そういうふうな視点で捉えた方

が、お互い予算をあまり掛けないで、お互い

が健康づくりにそういった形で取り組みがで

きるということにつながっていくのではない

かと考えております。

○ 議長 仲地宗市

仲村昌慧議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則55条ただし書き

の規定によって特に発言を許します。

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

ただいま課長から、そのスポーツクラブを

取り扱う種目については、三線等もできると

いうことでありました。今、高齢者の転倒予

防の講座を受けておりますが、そういった転

倒予防運動のサークルみたいなものもここに

取り入れてほしいなと。健康づくりのために

そういうものも考えていただきたいなと思っ

ております。地域の実情に合わせた種目がで

きるということでありますから、久米島の地

域の実情に合わせた種目をぜひ教育委員会で

選定してやっていただきたいなと。

例を言いますと、佐敷町ではテニスや太極

拳、エアロビ、その他、水泳とかバレー、カ

ヌーとかそういったのもやっているというこ

とでありますので、久米島に合わせた種目を

取り入れてほしいなと思います。以上で終わ

ります。

○ 議長 仲地宗市

これで４番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時14分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時24分）

引き続き一般質問を行います。

次16番本永朝辰議員。

（本永朝辰議員登壇）

○ 16番 本永朝辰議員

16番本永です。

枯れ松の調査についてですが、一周線の上

阿嘉一帯の松が広範囲にわたって枯れており

ます。当局として、その枯れ松の調査等をし

たことがあるのか伺いたい。

（本永朝辰議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

16番本永朝辰議員の質問に対してお答えし

ます。

枯れ松の調査についてですが、島内の枯れ

松については、昨年の12月に調査を依頼して

おりますが、風害、塩害、もしくは土壌的な

部分が要因ではないかという回答を得ており

ます。

（平良朝幸町長降壇）
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○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

ただいまの答弁につきましては、調査を依

頼したことがあるということなんですが、そ

の中で、いわゆる風害、潮害、あるいは土壌

との関係があるということなんですが、その

調査依頼をどこにしたのか。

さらに、ここの枯れ松につきましては、３

年くらい前でしょうか、同じような質問が出

ていまして、その時には、対応できる範囲に

つきましては撤去したということなんです

が、今後について、撤去をやるのかどうか。

さらにはその後の植栽についてどういうふう

に考えておりますか、お伺いします。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

お答え致します。去年は枯れ松が非常に目

立っておりまして、松くい虫の発生も心配さ

れておりましたので、県の林業試験場へサン

プルを送りまして調べてもらいました。その

結果が、松くい虫によることではないという

報告でありました。その後、林業試験場の紹

介がありまして、茨城県の農業生物資源研究

所から、これは松に発生する病気等、カビと

かによる病気らしいんですが、そういうもの

についてのサンプリング調査を向こうから依

頼がありましたので、島内の４カ所をこちら

から指定しまして調査してもらいました。

その結果が、病気や虫ではなく、風、塩害、

もしくは土壌的なものが要因ではないかとい

う専門家の意見でありました。

それから、枯れ松等、枯れ木等についても

いろいろ出ておりますが、そういう枯れた樹

木に関しては、今現在、危険を及ぼす所、歩

道の側とか、倒れたら危険だという所から優

先的に撤去をしております。今後は山の中等

はなかなか難しいんですが、できる範囲内で

そういう枯れ松の撤去は順次していきたいと

思っております。

そして、保安林の中でも枯れた部分が結構

ありますので、そのへんの補植についても県

と調整しながら、町でできる分についてはや

っていきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

この枯れ松につきましては、別にその一帯

だけではなくて、他の地域にもあると思うん

ですね。だけども広範囲にわたっているもの

ですから、今、課長の答弁の中で、今度道路

の側とか、そういった面についての植栽も行

っていきたいということでありますので、ぜ

ひ今後ともそこらへんもよく注意されまし

て、植栽等も考えていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

これで16番本永朝辰議員の一般質問を終わ

ります。

次に、11番内間久栄議員。

（内間久栄議員登壇）

○ 11番 内間久栄議員

11番内間久栄でございます。本定例会に３

点ほどご質問いたしたいと思います。

まずはじめに、町の今後の行財政改革につ

いて。

町長は行財政運営の効率化として借金の抑

制、人件費の抑制、勧奨退職の推進などを行

っていくと本定例会平成18年度施政方針で述

べておられます。今後、具体的にどのように



- 31 -

推進していくのか町長の所信についてお伺い

します。

２点目、旧具志川村の土地改良地区の幅広

側溝の改善について。

土地改良地区の幅広側溝の改善を望む農家

の声があります。改善する考えはあるのか、

町長の所信についてお伺いします。

３点目、松くい虫の予防対策について。

町の町木でもあり、県木でもあるリュウキ

ュウマツは、琉球弧特有の松で沖縄県内に広

く生育している。久米島では北原地域の松並

木、ダキンダの松並木または山林に多く松の

木が群生している。これらの松を永く生育さ

せることが久米島地域の活性化に大きく寄与

するものと考えます。

この久米島に生育しているリュウキュウマ

ツを、今後、松くい虫の被害から守るための

予防対策としてどう考えているのか、町長の

所信についてお伺いします。

（内間久栄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

11番内間久栄議員の質問にお答えします。

行財政改革についての１点目、借金の抑制

については、新たな起債を制限することによ

り、次第に公債費を抑制します。

２点目の人件費の抑制については、職員の

定員管理の適正化及び組織機構の簡素化を図

ります。定員管理の適正化の実施方法につい

ては、早期退職優遇制度や役職定年制度の創

設により勧奨退職の促進を図ります。

それから、旧具志川村の土地改良地区の幅

広側溝の改善についてですが、旧具志川村土

地改良区内のほ場に機械の乗り入れのための

幅広側溝がありますが、その後、土地改良区

内の道路を軽微な改良事業で整備しており、

その際、上層路盤を嵩上げしたために道路と

の間が段差が生じております。これをＵ型側

溝に改良しますと大型機械、つまりハーベス

ター等ですが、それの乗り入れができなくな

る可能性があります。一度事業を導入して整

備した地区は再整備できないのが現状です。

今後、どの事業で整備可能か、調整したいと

思います。

松くい虫の予防対策について、現在、久米

島町では松くい虫の発生は見られませんが、

予防対策として条例を制定し、島外からの侵

入防止を図りたいと考えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

町長は借金の抑制について、新たな起債を

制限するということをおっしゃっております

が、どうしても久米島の地域の活性化を図り、

町民の幸せを願うためには、これから事業は

たくさんあるのではないかと思います。合併

したときに約束した建設計画、これもありま

す。こういった諸々の事業をやるためにはど

うしてもやっぱり町債がなければこの事業は

成し遂げられないと思います。もちろん支出

する経費については、地方債以外の収入をも

ってその財源とすることが原則であります

が、やはりこういった財政資金のばらつきを

円滑に行う潤滑油として、どうしても町債と

いうのは必要ではないかと思いますが、今後、

この事業に対応するために、はたして町長が

おっしゃっているこの起債を抑制することが
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できるのか、お聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

内間久栄議員の、事業をやって公債費を抑

制できるのかどうかという質問ですが、いろ

いろやりたい事業はあります。しかしながら、

今、基金を取り崩している現状では、やりた

い事業も費用対効果を考えて取捨選択して絞

ってやるという方向で行かないと、将来支払

いができなくなるという危機に陥るんです。

皆さんもご存じのとおり、新型交付税が導入

されるという新聞報道でありましたが、新型

交付税が導入されますと久米島町の試算は８

億７千万円減になります。そうなるとますま

すそういう事業は抑制せざるを得ないという

状況をご理解下さい。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

大変厳しい財政状況ではありますけど、や

はり合併してまだ５年に入ったばかりであり

ます。町民と約束したことについては、ひと

つ大切なものについては、ぜひ進めていただ

きたいと思います。

次、２点目の人件費の抑制についてなんで

すけど、職員の定員管理の適正化及び組織機

構の簡素化を図るというお答えになっており

ますが、町長は、久米島町の定員は何名が適

正な人員なのか、町の職員としてお考えにな

っているのか、そのへん具体的に数字が分か

れば教えていただきたいと思います。国の市

町村の適正化の人員としては、だいたい1,00

0名に11名の職員が最低限だと思うんですけ

ど、そういうことになっておりますが、その

ことをお考えになって、久米島町はどのくら

いが適正化の職員定数とお考えなのか、お聞

きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいま内間議員からご質問がございまし

たが、本町において何名の職員が適正なのか

というご質問にお答え致します。見方はいろ

いろございます。物差しは幾通りもございま

して、まず、総務省が定めた定員モデルとい

うのがございます。この定員モデルというの

は、現在いる職員数を基に、その町の人口や

産業、そういった幾つかの仕様を勘案して、

現在の職員数から出していきます。そうした

場合、この総務省の定員モデルによる職員の

超過数が、これは一般行政だけで、教育委員

会とか消防は除いて一般行政だけで13名超過

ということになっております。

それからもう一つ、類似団体比較方式とい

うのがございます。これは全国の人口8,000

人以上１万人未満の自治体で、なおかつ産業

構造が本町と似ている市町村、これは約28市

町村が全国でございますが、その平均値を取

った場合、これについても修正値と単純値、

二通りございます。単純値というのは、あく

までも実数の平均ですね。あと、修正値とい

うのは、例えば本町ですと消防が単独で持っ

ていると、空港管理事務所があると、そうい

った他の市町村にない要素がございますの

で、そういったものを加えたもの、これが修

正値ということになります。

その修正値の値で申し上げますと、４月１

日現在で約56人職員数が超過しているという

ことになっております。
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○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

それは地域の町村によっても、定員の数に

ついてはいろいろあろうかと思いますが、ぜ

ひ適正な定員で行政運営をしていただけれ

ば、今後のあらゆる面で、財政面が非常によ

くなるものと確信しておりますので、ひとつ

適正管理については積極的に進めていただき

たいと思います。

それから人件費についてなんですけど…。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時43分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時43分）

○ 11番 内間久栄議員

人件費の件についてもう１回質問したいん

ですけど。

○ 議長 仲地宗市

内間議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりましたが、会議規則第55条ただし書きの

規定によって、特に発言を許します。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

人件費についてなんですけど、これは行財

政資料で、市町村議長会の資料ですが、これ

を見ますと、職員の特別手当について、この

手当がほとんど町村によって変わっておりま

すね。財政の豊かなところは100分の15とか1

6とかいろいろありますけど、しかしそうい

った財政のよくない町村だと思うんですけ

ど、２から５、それから６とか８、また、定

額１万円とか３万円とかもありますね。そう

いうことで、いろいろ町村によってそういっ

た現状で、財政事情の厳しい現状を乗り越え

るために、こういったこともいろいろやって

いるようでありますけど、本町はこのことに

ついてどのようにお考えになっているのかお

聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時45分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時46分）

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

久米島町は、平成18年度から５％でやって

おります。その前までは７％、そして平成16

年前までは10％ということで、現在は５％。

他の市町村、南部の市町村との平均くらい見

ていると思います。

今、100分の何とかというものは、例えば

今、管理職手当が100あったら何十パーセン

トを支給するという決め方もやっているとこ

ろがあります。それがたぶん100分の何とか

という数字になったり、久米島町においては

５％ということで示してあります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

次に進みます。

２点目の旧具志川村の土地改良地区の幅広

側溝の改善についてということで、これは、

土地改良をやった後、軽微な道路の改善によ

って、道が上がった関係上、機械の乗り入れ

が問題になっているということでの農家の不

満だと思うんですけど、この道路を造ったの

は、旧村が造ったわけで、それはやっぱり、

これはいけないということでありますので、

それを改善するのが行政の仕事ではないかと
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思います。今、非常に大型機械、トラクター

とかいろいろありますけど、小さい機械の耕

耘機等もたくさんあって、農家は農業に勤し

んでいるんですけど、そういった、やはりス

ムーズに機械が乗り入れできるためにはどう

してもこの側溝ではダメだということであり

ますので、ぜひこの件についても、何か新し

い事業の導入があれば、今後検討して進めて

いただきたいと思います。これについてはこ

れで終わりたいと思います。

次に、松くい虫の予防対策について、県の

こういったチラシを見ますと、松くい虫は県

内中北部とか伊江島、宮古あたりで発生して

いるということになっております。他に松く

い虫だけではなく、センチュウの被害もある

ようでございますが、私もたまたま中部あた

りを見ていますと、非常に松が赤くなって枯

れているのがよく目に入ります。最近、伊是

名村も松が枯れている話も聞こえており、や

はり久米島にも、いつ松くい虫が侵入するか、

大変心配して、今回この質問に至ったわけで

ございますが、外に出た場合、松があっちこ

っちにあり、非常に松の素晴らしさがうかが

えるわけですが、今回、町としては、今後の

対策として条例を制定して、侵入防止を図り

たいということであります。ぜひこの条例を

制定していただきまして、松くい虫他センチ

ュウ、それの侵入を防止していただきたいと

要望いたしまして、私の質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

これで11番内間久栄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前 11時50分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 １時28分）

午前に引き続き一般質問を行います。

次に、10番上江洲盛元議員。

（上江洲盛元議員登壇）

○ 10番 上江洲盛元議員

日本共産党の上江洲盛元です。３点ほど質

問致します。

まず、町長の平成18年度の施政方針と関連

して、同僚議員の質問にも幾つかお答えがあ

りましたが、重複するならお許し下さい。

まず、「町長はこれまでの歳出を見直し、

新町長のもとに健全な財政運営をしなければ

ならない」としています。

１、これまで無駄な歳出はなかったか。こ

れは過去のことです。

２点目に、出張旅費について、過剰出張は

なかったか。

３点目、出張しなくてもよい内容はなかっ

たか、等々であります。

(2)環境保全・地域美化の推進について、

施政方針の中に次のような文言があります。

「島をきれいにして、島の自然を取り戻すこ

とによって、島を訪れる観光客等のリピータ

ーを増やし、地域の活性化を図っていきます。

そのためには海や河川、海岸等の再生、保安

林等の整備、島全体の美化を推進していきま

す。」と、それについて具体的に例を挙げて

ご説明願いたいと思います。

第２点目として、諸施設の利活用について

であります。まず、１点目に、真泊ターミナ

ルの活用についてであります。このことにつ

いては、平成17年３月定例議会でも取り上げ

ました。その時の答弁は次のとおりでありま

す。「ターミナル立地用地が漁港関連施設用

地であること、施設は、県の補助事業『離島

振興特別事業』により旅客ターミナルとして
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位置づけで建設してあることから（このこと

はおかしいと思いますね）、この目的以外で

使用する場合用途変更等々の手続が必要にな

る。現在県の漁港漁場課及び地域・離島課と

用途変更が可能か調整しています。」等々で

あります。それで質問致します。その後県と

調整した結果はどうなっているのか。

２、その他の施設としてＢ＆Ｇ海洋センタ

ーについて、これについても平成17年３月議

会で取り上げましたが、現在この雨漏りの体

育館はこれからどうしよとしているのか、計

画はあるのかどうか。

２点目に、プールはどうするのか。

３点、テニスコートの活用はどうなってい

るのか、であります。

大枠の３点目、島内計画、中断中の道路の

早期実現について。

(1)県道真謝・下阿嘉間の道路建設はどう

なっているのか。

(2)泊・奥武島間の、要するに奥武１号線

でありますが、道路建設はどうなっているの

か。

(3)銭田・島尻間の道路建設はどうなって

いるのか。

以上、お答え願いたいと思います。

（上江洲盛元議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

10番上江洲盛元議員の質問にお答えしま

す。

まず、無駄な歳出、出張旅費の過剰出費、

出張しなくてもよい内容はなかったかという

ことについてですが、歳出の無駄については、

今のところ町として評価システムを取ってい

ませんので把握してませんが、予算編成時に

物件費等を縮減したこと、予算があるからと

いって全部使い切るなと、機会ある毎に話を

していますので、無駄な支出はないものと考

えております。

２番目の環境保全地域美化の推進について

ですが、ゴミのない島づくりに向けて具体的

な方策として、地域のボランティア団体を育

成し、地域の美化は地域住民で取り組むこと

を推進します。保安林については、枯れた部

分の補植など、本来の機能が回復できるよう

な事業導入を県へ要望します。海岸や河川等

の再生は、既設のコンクリートからより自然

に近い石積み工法などへ変更ができないか検

討し実現を図りたいと思います。

諸施設の利活用についてですが、真泊ター

ミナルの活用について、県と調整したところ、

久米島のためになるような使途であれば変更

可能とのことで、具体的な計画があれば相談

に乗るとの回答です。町としては空き施設の

利活用と施設の統廃合を合わせて検討し、真

泊ターミナルの活用を図ってまいりたいと思

います。

この施設の利活用の２点目については、後

で教育長から答弁いただきたいと思います。

次、島内計画、中断中の道路の早期実現に

ついて。県に問い合わせたところ、県道真謝

・下阿嘉間については、平成18年度に１号橋、

２号橋の上部工、用地の事業認定申請。平成

19年、20年度において１号橋上部工等を随時

施工し、完成予定は平成21年度を予定してい

るそうです。

泊・奥武島間の道路建設についてお答えし

ます。町道奥武島１号線は、現在、１工区本
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体建設のため切り回し道路、Ａ２橋台、仮設

道路の撤去・２工区ボックスカルバート工・

取り付けの擁壁工事を発注しております。平

成18年度残事業費については、上部工の製作

及び据え付け工事を予定しております。事業

完了は平成19年度を予定しております。

銭田・島尻間についても、県へ問い合わせ

たところ、銭田工区については、平成18年度

で舗装工事、植栽工事、交通安全施設等を行

い、平成19年度に供用開始を予定しているそ

うです。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

（喜久里幸雄教育長登壇）

○ 教育長 喜久里幸雄

10番上江洲盛元議員の施設の利活用につい

て、その２の方で、Ｂ＆Ｇ海洋センターにつ

いてお答え致します。

ご質問のとおり、Ｂ＆Ｇ海洋センターの体

育館は雨漏り及び床の腐食等により、平成17

年９月18日より休館いたしております。この

状況を昨年度末にＢ＆Ｇ財団の支援部長にご

来島いただき、現状を報告し、Ｂ＆Ｇ財団か

らの支援事業で修繕できないかどうか、現在

調整中でございます。

また、プールにつきましては、今年度当初

予算で計上できなかった濾過器、濾過ポンプ

及び付帯機器の修繕費用を今議会の補正予算

に計上し、プールオープンに向けて準備を進

めております。

テニスコートの活用につきましては、平成

17年度の実績が127名でした。月平均10名余

りとなっております。

（喜久里幸雄教育長降壇）

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

新しい町体制ができていまして、新しいス

タートになりますが、これまでも見直すとい

うことは非常に大事でありますので、例えば

日帰りできたものが、残って、結局出張旅費

を余計に出費したとか、こんなことがあれば

困るなということ。

それから過去に、県の教育庁が久米島高校

に２人の方、僕が知っている方ですが、これ

は非常に、あまり言っては困ることにもなる

が、名前は言いませんが、一つの封筒を持っ

て久米島高校に来ています。２人でです。封

筒を持って何のために来たかといったら、い

や、ただ送ればいいものを、現在、ある予算

を使い切らないと次の予算が取れないと。こ

の事例があったんです。事実。私のよく知っ

ている友人ですので、そういうこともあった。

ですからここでわざわざ出しているのは、そ

ういうこともあります。だから文書等のこと

も書いてありますけれどもね。

それから地域美化の推進についてのところ

があります。保安林、これは緑化推進の方針

からして、これはボランティアでもいいし、

あるいは町が推進してさせるということは非

常に大事であります。さらによく出てきます。

答弁もあります。コンクリートから自然に近

い石積み、再三、奥武の畳石のコンクリート

の事がずっと出てきていますが、それをやっ

たために畳石が埋もれるということです。

それから、やっぱり海岸をちゃんとするた

めには、イズミガーの海岸が非常に砂浜のよ

うに斜面になってよく創られていまして、あ

あいう造りですと波しぶきも立たないし、あ
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るいは塩害もないだろうと思います。ひとつ

そういうもの一つひとつこれからの事業につ

いてはよく工夫をしていただきたいと、こう

思います。

１番は答弁はいりません。

２番目の真泊ターミナルについてですが、

その利活用について。もったいないですね。

行くたびにです。そこの店のお客さんが、グ

ランドゴルフもやったことがあるようです。

雨降りに。ですから一般に開放していただき

たいなと。今、身体障害者が３、４名木工、

大工ですね、副業を営んでいます。三線を作

っています。三線を作って、また指導者が、

三線をよく弾く島袋完次さんを中心にやって

いますが、そういう使い方もあります。これ

について、この人たちに聞いてみたら、先ほ

どＢ＆Ｇのことについても話しましたけど、

Ｂ＆Ｇの昔の教育委員会の施設ですね、向こ

うは現在使っているところより広いので、そ

の話をしました。この係の平良さんは、「よ

うやくこの真泊ターミナルの空き室を探しま

したよ」と私に言っていましたが、「いや、

あっちにもありますよ」というと、そうです

がこちらはバスが不便だと。バスが真泊に来

ない、停留所も遠い所にあって、身障者の方

には非常に不便だと。イーフならいいなとい

うことがありましたが、何か声が掛かってき

ていましたらお答え下さい。前の教育委員会

がいたところです。Ｂ＆Ｇに入って左の長い

部屋ですね。

それから、私、たまたま早起きしてドライ

ブすることがありますが、真謝のご婦人の方

が、よく早起きしてジョギングしていますね。

ところが雨降りになったらやっぱり歩けない

ので、そこを開放すると、車で乗っていって、

真泊ターミナルの話ですが、これを使用する

こともできるであろうと。そういう活用の仕

方もあるのではないかなと。何か、あんな広

いところで民謡なんかもイベントを持っても

いいのではないかなとか、いろいろアイデア

を出していただいて、町民みんなの広場にし

ていただきたいなということであります。

それから、最近、仲里小学校に２、３行っ

たりしていますが、水泳するために大岳小学

校のプールに行きますね。もう何と言ったら

いいのか。わざわざ仲小から大岳小のプール

へ、これも見ております。だからプールも、

各学校はだいたい今期は水泳については終わ

っていると思いますが、これから夏に向けて

やっぱりプールをオープンしていただきたい

なと、こういうことです。

あのテニスコート、最近やっているのはあ

まり見られませんですね。10年、あるいは５、

６年前まではだいたい同じメンバーがよくお

使いになっていましたが、平成17年度の実績

で127名は来ているそうですが、テニスの愛

好者が呼び掛けて、もっと使用させたらどう

だろうかということであります。再びそれに

ついてお答え願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

真泊ターミナルの活用について、町長の答

弁のとおりでありますが、現在、いろんな方

から、使わせてくれという相談があります。

そこを何に使うのかというふうなものを決め

て活用していきたいなというふうに考えてお

ります。保育所跡地とか他の施設においても、

いろんな補助金等の資金が投じられています

ので、そういう意味では転用の許可を受けて
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やらないと、また後で補助金の返還とかとい

うのも出てきますので、そういうものをクリ

アしてやっていきたいなというふうに考えて

おります。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

ただいまのＢ＆Ｇ海洋センターの利用につ

いて、先ほどあれは会議室を利用させてくれ

ということについて、これは正式な教育委員

会への打診はありませんでしたが、個人的に

そういう相談を受けました。その中で、今回、

17年度にアスベストが出まして、そこの除去

がされるまで、教育委員会としてもこれの貸

出はできないということを返事をしました。

来月に除去の工事発注を予定しております

が、それが終わった後、そこの活用方法につ

いては、検討していきたいと考えております。

そして２点目のテニスコートの活用につき

まして、現在、見てみますと、団体としての

利用はありません。従来、これまでやってお

りました方々が、４名ほどですが、その方々

が週に２回とか、そういったかたちで練習し

ているというのが現状でありまして、それを

もっともっとたくさんの人に利用してもらう

ためには、テニスコートの面の舗装をやり替

えしないと、そこらへんの対応が厳しいのか

なというふうに考えています。

先ほど、プールの件につきましては、これ

は本議会の補正予算の方にも計上してありま

すが、それが完了しないとそれはできないと

いうことで、今、プールの清掃等は終わりま

して、後はこの補正が可決されましたら、そ

れを発注して、早めにプール改修して、一般

にも供用したいというふうに考えておりま

す。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

ひとつ、腹を決めたからには、早急に取り

組んでいただきたい。これは真泊ターミナル

です。すぐに計画に移っていただきたいと思

います。

それから、Ｂ＆Ｇ財団のことが答弁に書か

れていますが、財団がやってくれるんですか。

今、調整中と書いてありますが、せっかく久

米島に来て、調査して帰られたそうですが、

このへんの見込みといいますか、どのように

考えていますか。財団がやってくれるのかど

うなのか。今、もちろんアスベストの問題が

あるんですが、それを取り外していって、雨

漏りがひどいですね。これをちゃんと修繕す

れば、そこもやっぱり素晴らしい、一般の方

に開放して、あるいは場合によっては雨降り

のキャッチボールあたりもそこでできるよう

な雰囲気になるとなおいいなと思うんです

が、財団との関わりはどうなっていますか。

もう一度お答え願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

先ほどのＢ＆Ｇ財団から支援部長、これは

去った２月20日に岸川部長が見えまして、施

設を見ております。その中で、Ｂ＆Ｇ財団か

らの補助を受けて改修するためには、条件と

しては、そこに指導員を配置し、人員的に対

応しなければ補助のメニューが受けられませ

んということが条件であります。ですから、

現在のところは久米島町には指導員がおりま

せんので、今のような状況ではＢ＆Ｇ財団か



- 39 -

らの補助を受けての補修はできないものと考

えております。

ですから、そこに指導員を配置して、補助

を受けてやる方法と、それが人的に対応が無

理であるんでしたら、別の方法といいますか、

町の単独でやる方法と、この二つに一つしか

ないと考えております。

ですから、いずれにしましても、当面はそ

この施設を利用しなければいけないのではな

いかなというふうに考えておりますが、そう

いう方向に向けての具体的な話し合いはまだ

やっておりません。

○ 議長 仲地宗市

上江洲議員の本件に関する質疑は既に３回

となりましたが、会議規則55条ただし書きの

規定によって特に発言を許します。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

あの建物は修繕するのに莫大な金がかかる

と思いますが、結局はＢ＆Ｇの援助は受けら

れないという話ですか。受けられないという

と、これは町として使いたければ相当の修繕

費が入ってきますね。しかし宝の持ち腐れで

もったいない。とてももったいない。そうい

うことも含めて、今後どうするのか。もう一

度お答え願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

先ほども申し上げましたが、この施設のこ

れからの活用につきましては、どうしても町

の財政状況も関わってきますので、そこらへ

ん財政当局、あるいは町長部局とそこをよく

相談し、その状況を見ながら有効活用を図っ

ていきたいなと考えております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

課長のお答えに補足します。原則的にＢ＆

Ｇ財団から補助を受けた施設については、向

こうの要求どおり、条件どおり、例えばイン

ストラクターを置く、あるいはちゃんと管理

してある施設、それを使わなければ全部取り

壊して、プールも、もちろん体育館も全て壊

して返納しなさいという条件です。町として

は壊すのか、これをＢ＆Ｇの補助を受けてや

るのかについては、Ｂ＆Ｇに出向いて、向こ

うの意向を聞いた上で判断しなければならな

い事項だと思っています。これについては、

Ｂ＆Ｇに行って、町としても壊すのか、ある

いは使うのかというのは判断したいと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

次、最後、県道と奥武島１号線の質問です。

私がこれをどうして質問したかといいます

と、途中で止まってまたやり出して、また止

まって、という繰り返しですね。今、県道２

つと町道を例えて挙げましたが、これは町長、

３分の１くらいは県へしょっちゅう行ってく

れませんか。ある市町村の首長は、答えがは

っきりするまで地元に帰らないという話もあ

ります。これは県には実は財源があるようで、

何回も何回も請願し相手に誠意を示すことに

よって理解され、解決の道が開けるというこ

とだと思います。

少し小さい話ですが、黒石森城の公園、あ

の屋根を作った時に、当時の課長がこう言っ

ていました。何度も何度もお願いしたら、じ
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ゃあ余所に持って行くお金をあなた方にあげ

ようかというふうにして、あれを作ったとい

う、当時の課長が言っていましたね。ですか

ら世の中、僕も教育界にいてよく、校長たち

の動きを掴んでいますが、よーく教育委員会

にしょっちゅう足を運んでいるのは、よくお

金を持ってきましたね。ですから、これは何

て言いますか、それの説得力、誠意を持って

説得する。今、久米島の業者の皆さん、仕事

がなくて大変困っています。その人達の生活

を考えた場合には、モアイも出せないという

立場で、そういう意味からしてどんどん仕事

を持ってきてほしいと思います。その他、ス

トップしているのは、仲中の前あたりも、あ

るいは続く道路も全部細切れにやられてい

て、これは町長、ひとつ担当課長と一緒に、

何度も何度も県に足を運んで、ねばり強く説

得していただきたいと、こういうふうに思い

ますが、いかがですか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

上江洲議員から指摘がありましたとおり、

確かにこれまで県の事業であるからというふ

うに、あまりタッチしてなかった部分もござ

います。私も就任してから南部土木事務所に

は３回ほど行きました。その中でこの事業は

わかったんですが、これから時間が許す限り、

そして極力、その事業に関連する部署は町長

として回っていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

今の県道の件なんですが、予算がなくてと

いうことではないんです。前々からこの件に

ついては、答弁の中で申し上げておりますが、

地権者の同意が得られないというのが大きな

原因です。ですから、今回、平成18年度にお

いて、橋脚２から５、それから６から８と、

１号橋、２号橋の上部工をやります。あと、

事業認定、要するに反対地主、あるいは同意

の得られない方、それから未買収ですね、地

権者、相続者が不明とか、そういうものにつ

いて、今、県の方で事業認定の申請をやって

いる途中でございます。それが終わればスム

ーズに工事に入ると伺っております。

○ 議長 仲地宗市

これで10番上江洲盛元議員の一般質問を終

わります。

休憩します。（午後 ２時01分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ２時02分）

次に、８番幸地良雄議員。

（幸地良雄議員登壇）

○ ８番 幸地良雄議員

８番幸地でございます。行政改革推進につ

いて、１点ほど質問致します。

平成18年施政方針の中で行政改革推進とい

うことをうたっておりますので、その中で質

問致します。

本町において、これまでの事業の産物とし

て120億円の借金をつくったということが強

調されています。公債費の中には、どうして

も実施しなければならなかった必要不可欠な

事業がたくさん含まれていると思います。そ

こで120億円の中身について詳しく知る必要

があると思いますので、次の４点について質

問致します。

１点、主にどういった事業によるものなの

か。また何年度から増え始めたのか。
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２点目に、ピークは何年頃になるか。

３点目に、120億円の内交付税振り替えは

いくらになるか。

４点目に、借金の抑制とあるが、どういっ

た方法で抑制していくのか、お伺い致します。

（幸地良雄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

８番幸地良雄議員の質問に対してお答えし

ます。

１番について、主に学校の教室や体育館、

クリーンセンター及び最終処分場、自然文化

センター、久米島総合運動公園、カンジンダ

ム負担金等であります。また、起債残高が増

え始めたのは平成元年から毎年増えています

が、急激に増えたのは平成14年度からであり

ます。

２番目、ピーク時は平成17年度末になりま

す。

３番目、平成17年度普通交付税で需要額に

算入された額は6億1千891万5千円で、全元利

償還額の49.15％になりますので、120億円の

うち約59億9千800万円が需要額に算入される

ものと考えられます。

４番目、税収に見合った起債発行額にする

ということであります。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

起債額が増え始めたのは平成元年度からと

のことだが、確かにその頃は交付税もまだ増

え続けている時期で、補助事業も多かった。

事業を展開するのも容易であったと思う。そ

の時期に計画し実施したからこそ、今、答弁

にある学校の教室や体育館、クリーンセンタ

ー、最終処分場、自然文化センター、久米島

総合運動公園、その他バーデハウスとかドー

ム、久米島球場とかあると思います。事業の

産物は120億円の借金だけではないんじゃな

いですか。これらの事業を実施するには、や

はり起債高、120億円の10倍は投資されたは

ずだと。そしてそれだけの経済効果も生み出

したのではないかと思います。

そこで再度町長に質問するが、１点目に、

これまで実施された事業について、施設、ど

う評価するか。そして経済効果をどう評価し

ているか。

２点目に、起債高のピークは、17年度とな

っているようで、急激に増えたのは平成14年

度となっている。それは合併後の事業計画で

実施された起債なのか。おそらく合併前に両

村が別々に計画されたもので新たな起債計画

に基づくものではないんじゃないかと思いま

す。

３点目に、120億円の借金のうち、交付税

で需要額に算入される額は5億9千800万円、

約50％になります。平成17年度にも公債費の

6億1千891万5千円が交付税で算入されること

になっている。これについても約50％にあた

ります。120億円の借金のうち、半分はほと

んど交付税で振り返られることになる。今、

一般の町民には120億円の借金は全て町民の

税金で負担すると思っているんじゃないです

か。そういう印象を与えているのではないか

と思います。これをどう一般町民に説明する

か、お答え願いたいと思います。

４点目に、借金の抑制は税収に見合った起
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債発行額にすると答えているが、言葉の意味

はわかるが、具体的にどういったことなのか。

税収が増えたら起債は落とすのか、あるいは

またその増えた分、事業計画している中で足

りない部分増えさせるのか、その意味がよく

わかりませんので、説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに、幸地議員がおっしゃったとおり、

見てみますと、必要な施設ばかりだともいえ

ます。これはその当時計画した時に、将来の

支払額についてまで本当に考えてやっている

ことかといいますと、私はそうではないと思

います。現に基金を毎年２億円あまり取り崩

しているということは、財政に負担を掛けて

いるという現れなんです。それでこの事業も、

もっと段階を追って取捨選択して支払いでき

るくらいの事業を取るべきではなかったのか

ということであります。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

これまでやっている事業は、合併前から両

村が新町建設計画の中に盛り込んだものを継

続事業というかたちでやってきたことで急激

に増えたということになっております。

それから、税収に見合った起債発行という

ことは、今、久米島町の税収は６億円弱なん

ですよね。実際に今発行しているのが約10億

円近くということですので、町の税収という

のは６億円ですので、収入に見合うような起

債を発行していかなくてはいけないのではな

いかということであります。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

１番目の、事業の将来を見越して借金を後

生に残さないようにとするのが事業執行者は

やるべきではないかということであります

が、確かに平成元年度あたりというのは、さ

っきもお話しましたが、交付税は十分増え続

けている時代だと思います。公共事業も多か

ったと。やはり今、先行投資ということでや

っておけば、将来はしなくてもすむと。いわ

ゆるその当時から交付税は減っていくよと、

補助事業も減っていくのではないかという予

測はされていました。それだったからこそ、

あの時は事業をやったのではないかなという

ことで、私は評価していいと思いますけど、

再度答弁をお願いしたいんだが、やはり国で

いう国民年金とか厚生年金の運用で地方に必

要でない保養施設を作って、今頃になって捨

て値で売っているわけですね。ああいったも

のとは違うと思うんですよ。我々地域におい

ては、やはり自分で計画して、自分で選択し

てやるものですから、やはり地域に必要なも

のとして作ったはずです。評価もそういうふ

うに変わってくると思います。そして、交付

税の50％の振り替え、今、需要額に算入され

るということについては、まだ答弁しており

ません。

そして、今、最後の起債の抑制について、

税収に見合った起債をするということが、今、

説明してわかったんですけど、税収が減った

ら減ったなりの起債をするということが健全

な財政運営だということでありますよね。そ

れが漠然として、何が見合ったものなのかと

いうことが理解してなかったんだが、その２

点、もう一度お願いします。
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先ほど、幸地議員がおっしゃった、今造っ

ておけば長い間使えるとか、そういう部分は

確かにあります。しかしながら、町としては

これからは、支払いできる起債額を発行する

ということでご理解いただきたいと思いま

す。これは先ほど言いました、交付税の振り

替えについても、将来どうなるかわからない

ということ。そして新しい交付税制度になっ

た場合に、町はますます苦しくなるというこ

と。それで町が財政再建団体に陥った場合に、

もう住民サービスどころではないということ

をぜひご理解いただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

交付税の算入について、49.15％というこ

とです。これについては、これまでの制度の

中の部分でそういう算入ですが、今後の事業

については、その制度が見直しされてきます

ので、交付税の振り替えもおそらくなくなっ

てくるのではないかなというふうに考えてお

ります。そういうのも含めまして、起債を独

自で発行し、返済できるくらいにする必要が

あります。これまでは交付税も地方の財源保

障等が加算されてきた中でいろいろな事業も

やってきたんですが、これからは交付税制度

が見直されてくる状況ですので、町の財政の

あり方ももっとシビアに考えていかないとい

けないという状況だと思います。

○ 議長 仲地宗市

幸地議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりましたが、会議規則55条ただし書きの規

定によって特に発言を許します。

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

これから後というのはよくわかります。こ

れまでに施政方針に書かれたその文面におい

て、やはりこれらの事業の産物で120億円を

生み出したと、事業の評価というのは何もさ

れていない。ということで私は聞いているわ

けです。これまでの交付税、起債に交付税が

振り込まれるということは、今まで１回も説

明されたことはないんじゃないですか。だか

らあえて私はそれを聞いたわけです。

○ 議長 仲地宗市

これで８番幸地良雄議員の一般質問を終わ

ります。

次に、15番仲原健議員。

（仲原健議員登壇）

○ 15番 仲原健議員

15番仲原健です。２点質問致します。

町長はこれまで当選してから新聞等で観光

業にのみ焦点が集まり、農業や漁業といった

第一次産業への効果的施策がなかった。基幹

産業である第一次産業の基盤づくり、後継者

づくり、付加価値を高めた施策を推進すると

いっているが、その具体策を伺いたい。

また、地域特性を生かした観光とはどうい

うものか、合わせて伺います。

次、町長は選挙期間中から町の借金は県平

均の３倍近くあり、借金の抑制については施

政方針でもうたっている。借金を減らす具体

策を伺いたい。

今後、発生するであろう公共工事の地元負

担分の充当は起債しないで可能なのか、伺い

ます。

（仲原健議員降壇）
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○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

（平良朝幸町長登壇）

○ 町長 平良朝幸

15番仲原健議員の質問にお答えします。

産業振興について。農業でいえば、本格的

に農業に取り組みたいという方や後継者に対

して、基盤整備や規模拡大についてサポート

することであり、付加価値というのは、生産

した農産物のブランド化や農産物を加工した

商品の開発、農業そのものを観光に結びつけ

るということなどです。

地域特性を生かした観光といいますのは、

久米島の地域特性を生かした観光とは、周囲

48㎞の小さな島はいくら観光資源があって

も、従来の周遊型観光では限界があります。

現在「島の学校」で行っているプログラムを

中心に一次産業、二次産業とリンクした体験

・滞在型の観光を考えております。

次、120億円超の町の借金について。借金

の抑制については、先ほど答弁したとおり、

税収に見合った起債を発行するということで

あります。

今後の公共工事についても取捨選択し、必

要な額は記載しなければ事業はできないと考

えております。

（平良朝幸町長降壇）

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

まず、産業振興についてなんですが、一次

産業というのは、やはり久米島にとっては大

事な産業であり、多くの住民が携わっている

産業であります。その一次産業、主に農業と

なると、さとうきびは以前に比べてだいぶ減

っております。その反面、花とか果菜類とか

は逆に伸びていると思うんですが、全体的な

生産高というのは、農業はそんなに、これか

ら相当伸びる可能性があるのかどうか。それ

に反して、観光というのは、平良町長はあま

り重要視されてないような感がありますが、

県のこの前発表された、これは23日の新聞で

すが、「観光収入、過去最多、個人消費やや

回復」となっておりまして、主に一人の観光

客で消費する金額はだいたい7万2千円、もう

少し前は７万ちょっとだったんですが、今回

の場合には7万2千円と増えているんですよ。

これは平均して、宿泊が3.7日、久米島にす

るとどれくらいの宿泊になるか、１泊とか２

泊とかになると思うんですが、観光協会に問

い合わせて見たら、入域客数はだいたい掴ん

でいるんだけど、観光収入についてははっき

りしない。そういうことがありまして、観光

産業というのは沖縄県では非常に重要な産業

の一つなんですよ。平良町長は農業、そして

漁業の一次産業、これも非常に基本的な大事

な産業ではありますが、観光業をおろそかに

したら僕はよくないのではないかなと思いま

すが、そこらへんも含めて、もうちょっと具

体的に観光業と他の二次産業でもいいし、今、

この中では一次産業の産物を確保するとか、

そういう付加価値を付けるというようなこと

もうたっております。以前には特産品の開発

について奨励をしたこともありますが、一.

五次産業で、一次産業の産物を二次産業の製

造業、例えば農協の女性部、そして漁協の女

性部とか含めまして特産品づくりを奨励する

と。これは前の町長の時にも僕は申し上げま

したが、ここらへんも具体的にできるかどう

か、これは外貨を稼ぐためにはぜひそこらへ
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んは必要だと思うんですよ。久米島は条件が

良くて、村おこしとかが非常に難しいと専門

家は話しているんですが、豊かであると。昔

から「自給自足できる島」というふうに久米

島はいわれているんですが、やはり沖縄の他

の離島町村に比べると豊かであると。他はハ

ングリー精神が強くて、特に特産品づくりの

面には強いですが、久米島が劣ると。そうい

うことで、この問題を取り上げたら、「観光

業にのみ焦点が集まり」というところが僕は

非常に引っかかるんです。そこらへんのとこ

ろ、町長、もうちょっと一次産業、そして三

次産業、観光業あたりの関連について、もう

ちょっと具体的にお願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

「観光業のみに焦点が集まり」というのは、

たぶん私の選挙運動の時の言葉だと思うんで

すが、これはつまり観光業に対して金を掛け

たわりにはあまり効果がなかったということ

であります。一次産業の、先ほど言いました

付加価値の観光と結び付ける件につきまして

は、例えば具体的に話しますと、先ほど、体

験・滞在型と言いましたが、さとうきびの植

え付けから収穫、黒糖を作るまで全てを体験

させる。あるいは一部一部を体験させる、そ

れを製品にする。それを観光にするという部

分で理解いただきたいと思います。

つまり、あと一例を挙げますと、ヤギを飼

って、ヤギを飼育して、ヤギの乳を搾って、

そのミルクを売って、チーズを作って、それ

が体験の観光として結びつかないかというこ

とであります。もちろんこれは、できるかど

うかじゃなくて、今からやろうとしていると

いうことであります。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

ぜひそういう付加価値を付けた観光産業、

そして農業についても進めてほしいんです

が、これ、去年の産業祭りの資料を見たんで

すが、いろんなデータが年次毎に載っていま

す。特にさとうきびを見ると、昭和60年から

61年がピークで12万トン余りあって、それ以

降ずっと下がってきています。他の産業は伸

びたりもしているんです。そういうことで、

これはさとうきびについては、相当多くの住

民がやっているので、ぜひそこも合わせて進

めてほしいんですが、二次産業、三次産業に

ついても、島全体の活性化を図るにはぜひ必

要ですので、さっきの町長の答弁にもありま

したが、ぜひ進めてほしいなと思います。

商工観光課として、その観光についても新

たな施策というのはないですか。観光協会か

ら取り寄せたら、15年から減っているんです

よ、入域客が。15年に10万人ちょっと、16年

に９万５千人、17年に９万４千人と。観光協

会も法人化して力を入れているわりには、足

踏み状態かなという気がするんですが、そこ

らへんの施策はどうなっているんでしょう

か。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

確かに15年には10万人越したんですが、16

年、17年に若干落ちてはおります。その原因

としましては、16年に台風の影響でかなり欠

航便が多かった分と、16年は高速船が運航停

止になったという部分で若干の落ち込みはあ
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ろうかというふうに思っております。今後、

先ほど町長がおっしゃったように、体験・滞

在型の観光への移行、最近は物見遊山的な観

光というのはなかなか定着しないことがござ

います。体験型の観光に移行しているもので

すから、「島の学校」を強化すれば、今後か

なりの伸びが出るのではないかなというふう

に思っております。

今、伊江島でホームステイを盛んにやって

いるんですが、これも民家あたり、農家あた

りに体験させながらホームステイをさせてい

るんですが、昨年は4,000名くらい、今年は

倍いけるということであります。久米島にお

いては、ほとんどが観光事業者だけが観光に

関わっているというのが実態です。やはり島

全体として、農家にしても漁家にしても、い

ろいろな形の中で、その観光というテーマを

考えていかないといけないと思います。観光

というのは総合的な産業といわれております

ので、一、二次産業も含めて三次産業の観光

産業でくくられるわけですから、その観光事

業者のみだけではなくて、やはり島の一人ひ

とりが観光という観念でもってやらないと、

今後、観光というのは伸びていかないんじゃ

ないかというふうに考えております。

ということで、今後、我々の方向性として

も、観光事業だけじゃなくて、島全体が観光

地であると。島全体がおもてなしをするとい

うかたちで観光を進めていきたいと考えてお

ります。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

ぜひ観光産業についても、少し変わったメ

ニューを入れて、多くの人が入るような施策

を講じてほしいと思います。

先ほど経費の掛かるとか、いろいろな一次

産業にも原価が掛かるというふうな話があり

ましたが、観光産業というのは、宿泊施設は

大きな箱物を作ったりしますが、一般の人か

ら見ると、そんなに、今さっき課長がおっし

ゃった総合産業というふうなことになると、

一般の人からは経費、原価はそんなに掛かっ

てない産業なんですよ。これは答弁はいりま

せん。次に移るものですから。そういうこと

で、ぜひそのような方向で進めてほしいと思

います。次に移ります。

120億円超の町の借金についてなんですが、

これは前にも２人の同僚議員から質問があり

ましたので、こっちは簡単にいきます。

この抑制についてなんですが、今までの答

弁からすると、逆にいえば対応費をできるだ

け少なくする。税収に見合った新たな起債を

制限するとか、そういったこともあることか

ら勘案しますと、大きな公共工事はこれから

あまり見込めないということになりますよ

ね。どうしても工事をするとなると、地元対

応費というのは必要であるわけですから、仕

事の税収だけが非常に厳しいところがあるの

ではないかなと思いますが。大きな工事が入

ると、それに対応する起債をしなければいけ

ないわけですから、結局また借金するという

ことですよね。

先ほど、今までの分については、約50％近

くは交付税で振り替えられるというようなこ

となんですが、もうちょっと逆の立場から、

選挙期間中も前町長がすると仕事はなくな

る、平良町長になると仕事が多くなるという

ふうな、そういった宣伝もあったわけですが、

そこらへんのことについて、仕事が増えるの
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かどうか、町長からひとつ答弁を願いたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

前町長の時には仕事が少ない、私が立った

ら仕事が多くなるという話は初めて聞きまし

たが、起債については、取捨選択するという

ことは、本当に必要な部分を優先的にやると

いうことです。そしてどうしても町としては

補助率の高いものからやっていくという考え

であります。企画財政でも将来の出費を見込

んで起債をするという方向に変えたいと思い

ます。だから将来のことを考えずに闇雲に事

業をするということは終わりということで

す。

○ 議長 仲地宗市

15番仲原健議員。

○ 15番 仲原健議員

私が言っているのは、闇雲に仕事をしなさ

いということじゃないですから。起債、今ま

での借金を抑制する、減らすということは、

起債をできるだけ控えるというようなことで

すよね。ということは、僕は先ほども申し上

げましたけど、逆の立場にすると、あまり大

きな公共工事はできなくなるということにつ

ながらないですか。取捨選択して、とりあえ

ず今急ぐべきものからするというようなこと

なんですが、やはりその公共工事は自己財源

だけでするわけにもいかないわけでしょう。

対応費について幾らかの分は起債をしなけれ

ばいけないと思うんですけど、そこらへんの

関わりについて、お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

大きな事業でも、町に絶対に必要だという

部分はやります。これについては。ただ、町

として単独事業、補助事業のない部分につい

ては、減らしましょうということでご理解い

ただきたいと思います。これは自分たちの入

ってくる収入に見合った部分を起債しない

と、将来、町としても成り立っていかないと

いうことをぜひ議員の皆さんもご理解いただ

きたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

これで15番仲原健議員の一般質問を終わり

ます。

以上で一般質問は終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（午後 ２時36分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、11番内間久栄議員、12番

大田哲也議員を指名します。

日程第２ 専決処分の承認について

○ 議長 仲地宗市

日程第２、承認第４号、専決処分の承認に

ついて（久米島町税条例の一部を改正する条

例）を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。承認第４号、専決処

分の承認についてをご説明申し上げます。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し、議会の承認を

求めます。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でございますが、地方税法等の一

部を改正する法律、地方税法施行令等の一部

を改正する政令及び地方税法施行規則等の一

部を改正する省令は、平成18年３月31日にそ

れぞれ公布され、同年４月１日より施行とな

りました。それに伴い、久米島町税条例も一

部改正が必要となり、議会を招集する暇がな

かったため、専決処分し、今回の報告となり

ました。

なお、改正内容等につきましては、担当課

長によりご説明申し上げますので、ご承認下

さいますよう、よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

比嘉・収納課長。

○ 税務課長兼収納課長 比嘉

平成18年度の地方税法改正につきまして

は、現下の経済社会情勢を踏まえつつ、経済

社会の達成化の実現をするための、あるべき

税制の構築に向けた改革の一環として行わ

れ、久米島町税条例も同様改正となりました。

久米島町税条例の一部を改正する条例につ

いてご説明申し上げます。

平成17年度に生活保護法における生活扶助

基準額が引き下げられたことを踏まえ、均等

割の非課税基準額の見直しの改正が行われま

した。また、災害地における将来的な国民の

自助努力により、個人資産の保全を促進し、

国民負担の軽減を図るとの観点から、地震保

険料控除が創設されました。なお、平成20年

度からの適用となります。

これまで国が徴収し管理している所得税、

市町村が徴収し管理する住民税、所得税と住

民税の税率を平成19年度から調整することで

税源移譲となります。

個人住民税所得割の税率は、これまで段階

的に３％、８％、12％ということでしたが、

改正後は一律６％の比例税率とし、個々の納

税義務者の負担が変わらぬよう、所得税と個
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人住民税に配慮した措置となっています。こ

の措置は、平成19年度分の個人住民税から適

用となります。これが税源移譲の内容でござ

います。

また、住民税の定率減税、現在7.5％ござ

いますが、これも同様廃止となります。

固定資産税につきましては、平成18年度、

３年ごとに行われる評価換えが行われまし

た。平成６年度からの評価換えから導入され

た地価公示価格の７割を目途とした評価、い

わゆる７割評価を継続し、土地評価の均衡化、

適正化を引き続き推進することとされていま

す。

また、軽自動車税は制限税率を引き下げる

こととしています。地方分権の推進と課税自

主権の強化等の観点から、制限税率を現在の

1.2倍から1.5倍に引き上げることとしており

ます。前回の改正は昭和51年度となっており

ますが、久米島町では制限税率は採用してお

りません。

たばこ税は国の極めて厳しい財政状況に鑑

み、公債発行を極力圧縮するとの観点から、

国及び地方のたばこ税の税率を引き上げるこ

ととし、1000本につき、これまで2,977円か

ら3,298円の321円の税率改正。旧３級品の紙

巻きたばこの税率は1,412円から1,565円の15

2円の税率構成となっております。引き上げ

実施時期は７月１日となっておりますが、小

売り販売業者が３万本以上所持していれば課

税される仕組みとなっております。

なお、税条例の改正は地方税法、所得税法

等の改正に伴うものですので、詳細の条文の

追加、削除、字句の改正等の説明につきまし

ては割愛させて下さい。

以上、ご審議お願い致します。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

この税法改正によって所得税は軽減され、

町民税は引き上げるということになるんです

が、所得税の場合は国税として強制的に納め

られていますが、町民税の場合は今徴収率が

80％、これが施行されることによって町民税

の徴収率がグッと下がるんじゃないかなと思

います。そのへんの対処はどうなっているか。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・収納課長兼税務課長。

○ 税務課長兼収納課長 比嘉

ご説明申し上げます。平成17年度、これは

平成18年度５月末の徴収率実績見込みなんで

すが、個人市町村民税、いわゆる住民税なん

ですが、現時点では現年度、過年度併せて85

％の徴収率となっております。今、議員の方

からご指摘がございましたように、これがい

わゆる国税、これまで所得税として扱われて

きました税ですが、住民税ということで市町

村自らが徴収することになりますが、これま

で以上の徴収強化に努めていきたいと考えて

います。

○ ５番 宮田勇議員

納める税額は変わらないと思います。所得

税は低くなって、住民税は上がって、前とだ

いたい同じぐらいになると思うんだが、国税

の場合は強制的に徴収しているじゃないです

か。町民税は差し押さえとかそういった執行

もやっていないので徴収率が下がっている

が、それと同時にまた収納課が無くなるとい

うのも聞いています。それで徴収率が上がり
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ますか。今、定数は間に合っていますか、税

務課は。それによって定数が減って、徴収率

アップにちょっといろいろ悩んでいるという

ことを内部では聞こえるんだが。そのへんど

うですか。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・収納課長兼税務課長。

○ 税務課長兼収納課長 比嘉

確かに徴収率につきましては、これまで県

平均の85％をだいぶ下回っておりまして、今

回で77.7％ということで、たいへん厳しい状

況になっております。住民税につきましては、

ご指摘のとおり、国税から住民税に変わった

ということで、徴収率が懸念されますけれど

も、現在、県の県税徴収課の皆さんとタイア

ップして、今後、県町民税の高額滞納者につ

きましては、県税事務所が事務を引き受ける

ということで、今、県税の方とも調整してお

りますので、そのへんの職員の体制も厳しい

状況ですが、頑張っていきたいと思います。

ただ、これまで国保税、町税ということで

それぞれ収納課としては携わってきたわけな

んですが、それぞれ課税説明、それも住民の

意識そのものが低いような感じが致しますの

で、このへんの税の意識、そして久米島町に

おける財政的な内容等もご説明しながら、ま

た課税をしっかり住民の皆さんに把握してい

ただき、納得、理解をいただきながら徴収率

アップに向けていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから、承認第４号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、承認第４号、専決

処分の承認について（久米島町税条例の一部

を改正する条例）については、原案のとおり

可決されました。

日程第３ 専決処分の承認について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、承認第１号、専決処分の承認に

ついて。久米島町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

承認第１号、専決処分の承認についてご説

明申し上げます。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し、議会の承認を

求めます。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由としましては、地方税法等の一部

を改正する法律施行に伴い、久米島町国民健

康保険税条例の一部を改正するため、地方自

治法第179条第１項の規定により、議会を招

集する暇がないため、別紙のとおり専決処分
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し、今回の報告となりました。

なお、条文変更については新旧対照表を添

付してありますので、ご参照下さい。ご承認

よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 10時14分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時14分）

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、承認第１号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手多数）

○ 議長 仲地宗市

挙手多数です。従って、承認第１号、専決

処分の承認について（久米島町国民健康保険

条例の一部を改正する条例）については、原

案のとおり可決されました。

日程第４ 専決処分の承認について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、承認第２号、専決処分の承認に

ついて（平成18年度久米島町一般会計補正予

算（第１号））を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

承認第２号、専決処分の承認についてをご

説明申し上げます。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条３項の

規定によりこれを報告し、議会の承認を求め

ます。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でございますが、補正第１号は平

成17年度久米島町老人保健特別会計を決算し

たところ、歳入不足となったため、一般会計

から老人保健特別会計に繰り出す必要がある

ためであります。

別添資料の予算書等が添付しておりますの

で、ご覧になってご承認下さいますよう、よ

ろしくお願いします。

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、承認第２号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、承認第２号、専決

処分の承認について（平成18年度久米島町一
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般会計補正予算（第１号））については、原

案のとおり可決されました。

日程第５ 専決処分の承認について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、承認第３号、専決処分の承認に

ついて（平成18年度久米島町老人保健特別会

計補正予算（第１号））を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

承認第３号、専決処分の承認についてをご

説明申し上げます。

地方自治法第179条１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し議会の承認を求

めます。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

主な理由について申し上げます。平成18年

度久米島町老人保健特別会計補正予算（第１

号）は、歳入歳出の総額をそれぞれ3千288万

4千円増額し、歳入歳出予算の総額を9億3千3

47万5千円と定めるものでございます。

それでは、予算書の中での概要を申し上げ

ます。

歳入におきましては主なものを説明致しま

す。第１款の支払基金交付金を補正前の額4

億8千59万5千円に774万4千円増額し、計4億8

千833万9千円。

２ページ目になりまして、第１款の国庫支

出金を補正前の額2億7千999万4千円に1千542

万1千円を増額し、計2億9千541万5千円。第

３款の県支出金を補正前の額6千999万4千円

に271万7千円を増額し、計7千271万1千円。

同じく２ページ目の、第４款の繰入金を補

正前の額7千万円に700万2千円を増額し、計7

千700万2千円と致します。これは平成17年度

の実績報告に伴う追加交付が主な要因です。

一方、歳出におきましては、第３款の繰上

充用金を補正前の額１千円に3千288万4千円

を増額し、計3千288万5千円と致します。こ

れは平成17年度老人保健特別会計が歳入不足

により、翌年度の繰入を繰り上げて充てたも

のであります。

以上が平成18年度久米島町老人保健特別会

計補正予算（第１号）の概要となっておりま

す。ご承認下さいますよう、よろしくお願い

致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回の専決第４号、理由を見ますと、17年

度久米島町老人保健特別会計予算に歳入不足

が生じ、繰上充用金を補正する必要があると

いうことで提案理由となっておりますけれ

ど、補正金額、3千288万4千円、歳入で当然

入るべき額だと思うんですけど、職員はどう

してこの大きな額を見落としたのか、そのこ

とについてご説明お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

ただいまの件ですが、どうしても老人医療

関係の実績報告が５月になります。というこ

とで、５月に実績報告しますので、18年度の
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整理期間には歳入は入ってこないんです。そ

ういうことで、18年度の歳入になりますので、

収入の不足が生じてきて、今回繰上で。繰上

充用金はまた17年度に決算上で補填したこと

になります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

これまでこういったことがあったのかどう

か説明いただけますか。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

旧仲里村時代に繰上充用で処理したことが

ありますが、合併して後はございません。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、承認第３号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、承認第３号、専決

処分の承認について（平成18年度久米島町老

人保健特別会計補正予算（第１号））につい

ては、原案のとおり可決されました。

日程第６ 平成18年度久米島町一般会計補

正予算（第２号）について

○ 議長 仲地宗市

日程第６、議案第32号、平成18年度久米島

町一般会計補正予算（第２号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第32号、平成18年度久米島町一般会計

補正予算（第２号）。

平成18年度久米島町一般会計補正予算（第

２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出）

第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出そ

れぞれ1億2千971万2千円を追加し、歳入歳出

の総額を歳入歳出それぞれ70億1千352万2千

円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の追加は「第２表地方債補

正」による。

平成18年度６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

主な概要について申し上げますと、補正予

算（第２号）は、歳入歳出の補正額1億2千97

1万2千円を追加し、歳入歳出予算総額70億1

千352万2千円となります。歳出補正の主なも

のとして、１点目は、当初の骨格予算におい

て町長の政策予算分として留保及び減額して

いた各種団体補助金及び産業振興補助金等に

ついて、4千690万3千円を予算計上しました。

その中で生産団体については、事業費補助に

切り替えて計上しております。
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予算書の19ページになりますが、２点目は、

株式会社オーランドへ週計緑化管理委託費18

3万6千円、バーデハウス久米島の設備修繕費

及び運営補助金として、20ページ目にありま

すが、1千600万円を計上してあります。

３点目には、新規事業として、地域エネル

ギービジョン策定事業費846万3千円、眼科検

診事業271万円等を計上してあります。

４点目には、15ページをお開き下さい。法

律改正により、児童手当として1千784万円を

増額してあります。

次、５点目、17ページにありますが、事業

費の変更等により、地域資源リサイクル基盤

整備事業費、堆肥センター建設事業費、1千4

04万6千円増額。集落地域整備事業費兼城地

区2千814万1千円を増額。プロ野球対応費と

して、ピッチングゲージ及びバッティングゲ

ージ等のテント設置、撤去及びバッティング

ゲージ撤去費、333万5千円追加し、その他は

予算の組み替えなどとなっております。

歳出の補正額、1億2千971万2千円になりま

す。上記歳出の財源として、収入役と課長１

名の人件費1千804万9千円減額による対応。

新町長の政策予算対応として留保していた交

付税7千200万円を増額。新規事業や事業費の

変更に伴って国庫支出金1千6万9千円、県支

出金3千271万5千円、諸収入1千47万3千円、

町債380万円、それぞれ増額し対応しました。

以上が議案第32号、平成18年度一般会計補

正予算（第２号）の概要でございます。ご審

議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

歳出の16ページ、保健衛生費の賃金が臨時

職員賃金ということで244万7千円追加されて

おりますが、当初は107万2千円計上されてお

りました。今回その追加の理由は、臨時職員

の増員であるのか、その他の理由であるのか

その点と、同じページの塵芥処理の中の賃金、

不法投棄ごみ撤去作業賃金ということで、こ

れも333万5千円、当初で111万5千円計上され

ております。去年もこの不法投棄については

422万2千円、この撤去作業に賃金がかかって

おりますが、今回の撤去作業について、どこ

どこで、場所等と作業人夫は何名ぐらいの分

で計上されているのかお願いします。

それから、18ページ、これも林業振興費の

中の賃金、これはその他の賃金ということで

659万1千円計上されております。当初予算を

見ますと、当初の中でも公園管理費と森林巡

視員ということで219万8千円計上されており

ました。今回その659万1千円というのはどう

いうふうな賃金であるのか、その３点説明お

願いします。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

保健衛生総務費の賃金の件でございます

が、眼科検診が17年度いっぱいで終わる予定

でしたが、引き続き18年度も行っています。

そういうことで、２人を役場で採用しまして、

その負担については、全額、日本緑内障学会

から負担するということで補正をしてありま

す。

○ 議長 仲地宗市

田端智環境保全課長。
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○ 環境保全課長 田端智

16ページの賃金についてお答え致します。

これと18ページの林業振興費の賃金、この両

方につきましては、政策枠として当初保留さ

れていた分の復活ということであります。

不法投棄の作業について、場所につきまし

ては、大原の鉱山跡、そこが一番大きな投棄

現場でありました。不法投棄作業費というこ

とで賃金２名分計上してありますが、両方人

手不足ですので、林業振興費の草刈り作業員

と一緒になって、不法投棄の現場にもみんな

で行くと。草刈りも手分けしてみんなでやる

というかたちです。予算の計上はこういうか

たちになっておりますが、作業の中身として

は両方協力し合ってやっている状況でありま

す。

○ 議長 仲地宗市

17番國吉弘志議員。

○ 17番 國吉弘志議員

保健衛生費の中の賃金ですが、今年いっぱ

いも継続してやるということですか。何月ま

での緑内障学会からの検診は。そして、これ

まで眼科検診された方が何名ぐらいなのか、

それをお聞きします。

それから、不法投棄ゴミ撤去作業ですが、

今課長の答弁の中で、森林巡回等々も含めて

一緒にということで、職員の方で対応してい

ると。２名追加して。特にこの不法撤去ゴミ

については、今回は大原の前のゴミ集積場跡

の撤去だと思いますけど、いろんな所に不法

投棄が多くて、これはお互い町民のモラルの

問題ではあるんですが、ゴミを不法投棄させ

ないためにも行政の方ももっともっと地域住

民の方に指導してもらいたいと思います。こ

れは去年も400万円余り出ているし、今年も4

00万円と。毎年400万円近くのお金が、無駄

な金というとちょっと語弊ですが、それだけ

の金が出ているわけです。今の厳しい財政の

中でそういう不法投棄に金をかけるというこ

とは、これからの財政の中でたいへん無駄な

金だろうと思っています。そういうことで、

今後、この不法投棄を含めて、ゴミ関係の問

題について、町長としてどういう考えである

のかお聞きし、私の質問を終わります。

○ 議長 仲地宗市

神里勇健康づくり課長。

○ 健康づくり課長 神里勇

眼科検診の件ですが、契約は平成17年の４

月から19年の３月31日までの２カ年契約で町

と日本緑内障学会と結んでいますが、実質９

月までということでの賃金を計上してありま

す。検診について、６月15日現在で、対象者

数が4,677名、受診者数が3,768名、81.2％と

なっております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに國吉議員がおっしゃるとおり、残念

ながら久米島町民のゴミに対するモラルが非

常に低いというのが町としても問題となって

おります。これについては、町としても広報

とかいろいろな集会などの場で、ゴミに対す

る意識を向上させるという分野で私どもも努

力したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

８番幸地良雄議員。

○ ８番 幸地良雄議員

町長の政策予算の割り振りについて町長に

聞きます。交付税が7千200万円、３月の定例

議会では政策予算を６月に補正するというこ
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とで、今回この補正予算で4千万円余りが政

策予算に取り組まれているということです。

残りが事業に回ったということでございまし

て、その中で、老人福祉事業について、その

中の老人クラブ育成補助、昨年は1千500万円

近くありましたけれど、今度は40万円、31％

しか組まれておりません。

そこで、今、町が出されている久米島町高

齢者保険福祉計画の中で、高齢者の生きがい

活動、いわゆる健康づくりを併せて推進する

ということでやって、その中に事業計画もち

ゃんと載っています。これだけ健康づくりの

事業を推進しています。今回の政策の中での

各団体の運営補助じゃなくて、事業に補助す

るんだということをいっておりますが、実際

これだけの事業をされていますけれどなんら

補正されていません。既に割り振りされてい

るわけですが、今後、もしそういった歳入が

あれば補正する考えはあるのかどうか町長に

お聞きします。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

当初で政策予算の留保していた各団体の運

営補助金につきまして、当初シーリングで減

額して計上していた分がありました。今回の

補正で十分中身を検討できない部分がありま

したので、精査して補正に上げるべきであれ

ばそれは検討していきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

団体の補助については、私の方も就任して

から十分把握していない部分がありました。

それについてはまた後の補正予算において対

応できるものは対応したいと、そういうふう

に思っております。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

３点ほど聞きたいと思います。先程の16ペ

ージの賃金で不法投棄ゴミ撤去作業賃金とい

うことで、これは毎年300万から400万円の臨

時賃金ということになっているんですが、こ

の賃金というのは職員がやれば省けますよ

ね。そういうのも行革推進室の方で大いにチ

ェックする金額だと思うんですよ。そういう

のをやらないで、他のもっとやりやすいのか

らやっていると。なんで自分達ももっと痛み

分けをしないかということなんですよ。職員

がやればそれだけ浮くんですから。４カ年で

やると単純計算で1千万円余り浮くわけです

よね。本来ならこういうのからやるべきだと

思うんですが、こういうのを今まで全然なさ

れていないと。

それと、17ページ、堆肥センターの件です

が、完熟堆肥をつくるという設備であるとい

うことなんですが、いろんな牛糞とかそうい

うのを入れて堆肥をつくるということなんで

すが、そうなった場合、雑草の種とかそうい

うのが完全に発芽しないように、そこまで完

熟した堆肥をつくれるのかどうか。

20ページの負担金補助金ということでバー

デハウス久米島の運営補助金ということで1

千500万円になっているんですが、昨日の資

料では、経営再建対策補助金ということで1

千万円になっているんですが、これとの関係

はどのようになっているのか、それをお聞き

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市
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神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

堆肥センターの件でお答え致します。雑草

の種も一応発芽しないような方法で完熟堆肥

をつくるということで計画しております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先程の不法投棄の賃金の件ですが、確かに

職員がやればその分は浮きます。おっしゃっ

たとおりでございます。町も機構改革に向け

て取り組んでおりますので、ここらへんも改

革していきたいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

バーデハウスの運営補助の件ですが、昨日

ご説明しました資料の中に、健康づくり推進

事業補助金と経営再建対策補助金の合計の1

千500万円。これは名称が違うだけで中身が

いっしょでございます。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

堆肥センターの件ですが、70度ぐらいまで

上げて完熟させないと発芽する可能性がある

らしいんです。それは本当に大丈夫なのか、

業者とはっきりした約束できますか。といい

ますのは、農家は今農協からいろんな完熟堆

肥を買って畑に入れているんですが、今まで

にない雑草が生えているんです。そのために

除草剤の金額が膨大な金額になっているわけ

なんです。従来なかった雑草が生えてきてい

ると。今後そういう堆肥センターから完熟し

た堆肥を買って入れた場合に、今までの状態

になると、今度は堆肥を買う人いなくなるん

です。そこのところは徹底してやってもらい

たいと思います。

それと、昨日バーデハウスの件の計画収支

計算書と、去年もまた活性化計画というのを

見たんですが、資料を見る度に全部数字が違

ってきています。実績と計画では違うところ

も確かにあると思うんですが、余りにも違い

すぎると。果たしてこれで町民の財産を投入

して、健全な経営が今後やっていけるかどう

か、非常に疑問に思うわけなんです。去年も

健康づくり推進事業補助金ということで１千

万円、今度はまた名称を変えて、経営再建対

策費補助金、来年はまた何という補助金をつ

かうのですか。これは大変なことです。そこ

のところをどのように考えているかお聞きし

たいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

昨日も申し上げたんですけれども、今回新

たな組織体制でもって運営していくという中

で、昨年まで出した数字に関しましては、ま

だオーランドという会社とのすり合わせがな

かったという部分で数字的なバランスが取れ

てないということもありました。今回は会社、

町、そして新役員体制の中できちんと弾いて、

これであればいけるだろうという分で出して

ある数字でございますので、かなり実効値に

近いと思いますのでご理解いただきたいと思

います。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

次は町長に伺います。昨日の説明では、代
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表取締社長に就任するということなんです

が、これは今後を考えた場合に重大な責任が

あると思うんです。といいますのは、私は前

町長にも確認したんですが、普通の会社であ

れば赤字を出せば責任問題になるわけなんで

す。それを前の町長は全責任を持ちますとい

うことで答弁しています。そうであれば、引

き受けた以上はそういう面も覚悟していると

思うんですが、それについて今後どのように

考えているのかお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに上里議員がおっしゃるとおりでござ

います。ただ、オーランドを旧体制のままで

置いておくと潰れてしまうという非常に危機

感がありましたので、私としても前取締役を

総退陣させて、新しくゼロから出発しようと

いうことであります。前役員の責任問題もい

ろいろ話題にはなりましたが、ただ、我々は

オーランドをこの先、住民のための施設とし

て維持していかなくちゃならないという責任

がございます。前役員に対してもその面を理

解してもらって、そしてその責任問題とか何

とかという前に、私としては総退陣をしても

らうということが先でしたので、その責任問

題については、とにかく現在のところは考え

ておりません。ただ、これから先オーランド

をどう活用していけるか。それが私の現在の

大きな問題でございます。

○ 議長 仲地宗市

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

24ページの文化財保護費のところで、賃金、

委託料、工事請負費、今マイナスになってい

ますが、この具志川城趾、宇江城城趾の整備

はもうなくなったのか、今年はないが来年か

らまたあるのかどうか。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

具志川城趾の方は、これまで国が80％、県

が10％、町が10％、そういうことで事業を行

ってきております。その中で県の方が10％か

ら６％になります。それで４％減った分それ

は町の方で４％を負担するということで、具

志川城趾の方は、県のマイナスになった分は

町が負担してやるということになります。

そして、宇江城の場合には、県がこれまで

の50％、町が50％、これが当初の予定でした

けれども、これも県が40％になりましたので、

その10％はまた町が負担して事業を行うとい

うことでの予算措置になっております。

○ 議長 仲地宗市

１番山城宗太郎議員。

○ １番 山城宗太郎議員

予算は減額になっているが、今年も続けて

ずっとやるということですか。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

事業そのものは継続して取り組んでいきた

いと考えております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

歳出の総務費について、農林水産業費につ

いてお聞きしたいと思います。新しい事業と

して財政費の中で新エネルギービジョンとい

うことで846万7千円計上されています。特に
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委託料で589万1千円となっておりますが、町

はどういったエネルギービジョンを考えて今

回この補正になったのか、その中身について

お尋ねします。

次に、農林水産業費の畜産業費、畜産農家

は現在114戸、これは17年度の共進会の資料

からみた場合の数字ですが、今回家畜導入事

業として168万円、更に繁殖雌牛の共済掛金9

32万円、合計1千100万円が補正されています。

これも単独事業だと思うんですが、この中身、

みんな町が共済掛け金を負担するのか、町は

その何パーセントを負担するのか、それの中

身についてご説明お願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

新エネルギービジョンについて説明致しま

す。平成16年から省エネルギービジョン、17

年度は重点箇所の省エネルギービジョンを２

カ年やってきました。今年度は、新エネルギ

ーということで太陽光発電や風力などの新エ

ネルギーについて、久米島においては風力が

いいのか、あるいは太陽光発電がいいのか、

調査、研究していくという事業であります。

これはＮＥＤＯからの事業で100％補助であ

ります。それを基にして新規事業を導入して

いくということになります。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

農林水産課長が今空席になっていますの

で、代わって私で答弁したいと思います。

17ページの畜産業費の説明なんですが、家

畜導入事業の168万円の内訳なんですが、こ

れは過去の実績等からいいますと、１頭当た

り4万2千円、これの40頭を予定して168万円

としております。この予算の範囲内で頭数を

決定しますので、40頭分で積算を出しており

ます。

そして、繁殖雌牛の共済掛金932万円なん

ですが、これはおよそ2千900頭を今予定して

います。全体の2千900頭ですね。それの60％

を補助するというかたちで、後の４割につい

ては自己負担というかたちで予定しておりま

す。932万円の内訳は以上となります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

エネルギービジョンとして太陽のエネルギ

ーを活用ということでの説明でございます

が、このエネルギーはどこの箇所に設置して、

それを使うかということですね。今のバーデ

ハウス、そこのエネルギーに使用するための

計画なのか。そのへんはどうですか。

○ 議長 仲地宗市

山城保雄企画財政課長。

○ 企画財政課長 山城保雄

お答えします。まだどこにということは決

定はされておりません。考え方としては、バ

ーデハウスのエネルギーも一部としては考え

ていますけれども、カンジンダムの揚水の発

電とか、あるいは他の事業を導入するときに、

このエネルギービジョンをつくっておかない

と、新エネルギーの施設は導入できないとい

うことにもなっていますので、まずビジョン

を作成するということが前段階にありますの

で、新エネルギービジョン策定事業を導入し

たということであります。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。
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○ 11番 内間久栄議員

次に畜産業費のことについてお聞きしたい

んですが、説明を聞きますと、雌牛の共済掛

金を町が60％、家畜使用者が40％、この補助

率は今の厳しい財政の中で妥当な数字なのか

疑問に感じるんですが。普通は国の補助でも

悪いので50・50ということで、いいので80％

というかたちで町の行財政を運営しているわ

けですけれど、そのことについて妥当とお考

えなのかお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいまの補助について妥当かどうかとい

うことですが、これは当初100％の補助の経

緯があります。100％から80、70、今回60と

いうかたちで段階的に落としてきています。

一気に減額すると農家の方も、畜産はいま町

としても奨励している以上は一気に例えば半

額ぐらいに落とすとかということでは農家と

しても非常に厳しいことがありまして、段階

的に見直しをしようということで、これは行

革の中でも審議されてきております。

これが全て無駄になっているかということ

ではなく、これは獣医の診療報酬として、町

の獣医がいたときはその診療報酬分を町の雑

入として受けておりました。それが要するに

給与に振り向けられるようなかたちになって

おりました。今回は共済連合会からの派遣獣

医が来ておりますので、これもいま共済連合

会には町が２分の１、残りを共済連合会が負

担するということで、年間500万円の負担を

出しておりますが、そういうこと等、一部は

給与に振り向けられるということで解釈され

た方がよろしいかと思います。決して無駄に

はなっておりません。

○ 議長 仲地宗市

他に。

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

歳出23ページ、教育費の中学校費ですが、

その中で18節備品購入費で400万円。これは

具志川中学校の改築に伴う備品購入費だと思

うんですが、その備品の中身についてお聞き

します。

それと、最後のページの保健体育施設費の

需用費が344万3千円の修繕料とあるんですけ

れども、その修繕する体育施設ですね、それ

はどこなのかお聞きします。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育課長。

○ 教育長 喜久里幸雄

当初は工事費の中に組まれまして、備品と

して18年度、17年度も取っておりませんでし

た。校舎ができますとそれに付帯する据え付

け備品とか、机、腰掛け等、こういった中に

教室本来の子どもたちの教育をできるための

備品のかたちになっています。今細かいのは

何々が必要ということはまだコンサルとも、

学校とも調整をしておりません。とりあえず

その特別教室、職員室、図書室、普通教室と

1,300㎡、1,400㎡近くの校舎の中に入る備品

というかたちでとってあります。細かいのは

また補正で組み替えするか、あるいはまた増

額するか、いろいろ備品名を掲げて学校とも

調整しながらやっていきたいと考えておりま

す。とりあえず金額としては400万円という

かたちで計上しております。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。
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○ 社会教育課長 吉元幸信

25ページの修繕料ですが、これはＢＧのプ

ールの濾過器の修繕ということで計上してあ

ります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点お聞きします。ＢＧのプールの関係、

これからまず関連しますのでお願いします。

昨日の一般質問の中でＢＧのプールの関係の

やり取りがありました。これまでの間も教育

施設として整備をすべきだという問題提起を

してきました。特に旧仲里の学校にはプール

のある学校は１校もございません。こういう

事情も踏まえて、当初800万円の修理費がか

かるという話もいろいろあったんですが、今

回補正でそこの修理をするということで、子

どもたちはこれから夏休みに向けてたいへん

いいことだなと思っているんですけれども、

具体的にいつ頃までに終わるのか、そこをは

っきりさせてほしいと思っています。地域も

含めて夏休みのいろんな計画等が出てきます

ので、そこらへんは時期をはっきりさせて下

さい。

次に、サトウキビ共済、これは掛金の補助

をして加入率を高めるということでやってい

る、その行政の努力というのは評価するんで

すが、今、加入している農家から聞こえる不

満は、島仲共済の具体的な運営、そこらへん

の中身の部分が全く見えないという声がある

んです。確か合併前、一時期理事が久米島か

ら出ていない時もあったと思うんですが、確

か今、前町長が理事だったかという気もする

んですが、そこらへん島仲共済の中身の部分、

ここ何年か台風でかなりの被害を受けてきて

いる。例えば５年分とか３年分の収穫量から

給付の算定をした時に、台風被害が連続した

時に、何年間の部分というのは落ちていきま

す。連続してやると。

会員のみんなのそういう声を代表して理事

会の中で問題提起をしていく、あるいはもの

を言っていくという部分があまりにもないの

かなという気がするんですね。今後、町長が

理事としてそのまま関わると思うんですが、

そこらへんの対応を今後どうするのか考え方

があれば説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時12分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時12分）

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

平田議員の質問にありましたＢＧのプール

の件ですが、ＢＧのプールについては一応修

理費を計上して、残念ながら今年の夏は間に

合いません。これはなぜかと言いますと、今

年はＢＧの体育館のアスベストを除去するの

に２カ月余りかかりますので、それで予算は

計上して今年度末の３月に一応修理は発注し

ようと考えております。

島仲共済については、私の方で詳しく把握

しておりませんので、助役の方から説明させ

たいと思います。

○ 議長 仲地宗市

大田治雄助役。

○ 助役 大田治雄

ただいま議員からご指摘あったとおり、理

事には町長が務めます。そして、担当課長が

その評価委員になりますが、今回の評価会が

７月３日に予定されております。今回の評価
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会には私が参加することになっております

が、これを昨年もありましたとおり、各地区

の実績等を踏まえてそこで判定されてきま

す。当然この過去の実績で今おっしゃるよう

なかたちで算定されてきますが、因みに久米

島の加入率が今非常に低いのが現状で、昨年

の実績で46.1％となっております。更に、皆

さんが恩恵を受けるためには、この加入率を

高めてやればもっと個々の農家が災害に遭っ

た場合にでも、それで補填されるということ

になりますので、今後においても加入率を高

めるということで行政としても努力していき

たいと思います。

ちゃんとしたかたちでものを言いなさいと

いうことでありますが、それは当然我々とし

ても今後そういうかたちで、島の少しでも有

利になるようなかたちで発言していきたいと

思います。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

ＢＧのプールの件はわかりました。アスベ

ストの関係も聞いていますので、周辺のいろ

んな安全の問題等が出てくるので、そういう

判断をしていると思いますので、そこは答弁

はよろしいです。

島仲共済の関係ですが、これはさっきの部

分も関連すると思うんですが、町長は機構改

革の部分も提起しているので、いろんなかた

ちで外郭との絡みがあった時に、関連する、

例えばＪＡさん、あるいは久米糖さん、そし

て土地改良を含めて、あるいは各種団体、各

々の組織が縦割りで動いているので、もっと

横の連携をしながら何らかの方策を講じて、

そういう農家生産者の声、あるいはＪＡから

みた面、久米糖さんから見た面とか、そうい

うものを事前に情報交換をしながら理事会に

は参加をしていく、そういうシステムを作り

上げていくのが今必要なのかなという気がし

てならないんですね。その部分が逆に言えば、

住民の行政に対する信頼感というのも高めて

いくんじゃないかという気がするんですね。

ぜひそこらへんは機構改革の中でも工夫をし

ていただきたい。

先程も不法投棄の住民のモラルの低さとか

そういうのもありましたけれども、そういう

部分も含めていろんなかたちで高めていくに

は、住民との膝を交えた対話をしながら、そ

ういうのも反映していく。機構改革の中でも、

ぜひ活かしていただきたいなという気がしま

す。そこらへんはどうでしょう。最後にお願

いします。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

ご存じのとおり島仲共済については町が負

担している部分もありまして、これは災害が

起こった場合に何とか収入を確保するという

目的ですので、それから町民との連携をとり

ながら、町民に理解できるように、町として

もいろいろな啓蒙活動、そういうところで努

力していきたいと思います。確かに町として

も努力不足の部分はあったと思います。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

具志川中学校の校舎改築についてお伺いし

ます。23ページになるんですが、23ページの

14節のプレハブ使用料の600万円の増になっ

たのと、工事請負費の１千万円減になった理
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由、まず１点をお聞きしたいと思います。

それから、来年19年の４月１日を目標に比

屋定中学校と具志川中学校の統合が今進んで

いるところでありますが、その工事の完成予

定はいつなのか。聞くところによると、今だ

いぶ工事が遅れているという話を聞きます

が、工事が遅れているのかどうか。どのくら

いの遅れがあるのか。もし遅れているとすれ

ばどういう理由で遅れているのかについてお

伺いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育総務課長。

○ 学校教育課長 平良進

具志川中学の校舎建築につきましては17年

度からの２カ年事業になっております。それ

ぞれの明繰にもございましたように、当初は

取り壊し、プレハブ、本体工事と一括で事業

は県に申請して補助金も決定されています。

その中にプレハブと取り壊しは別件契約の扱

いをせざるを得なくて、この工事の中からプ

レハブの工事費、それから取り壊しの工事費

ということで契約を結んでおります。プレハ

ブの場合は3千700万円の工事請負契約になっ

ております。

それから、取り壊しは1千200万円余りと。

これは校舎建築事業費の中の事業費の中に入

っております。それを契約ごとに事業を組み

替えしているということになります。

それと、工事の遅れ、進捗状況につきまし

ては、取り壊しの契約までは今順調にいって

います。ただ、問題はこれからの施工の問題

で、まだ遅れる、遅れないというのははっき

りしておりません。これからが工程表に則っ

た事業を進めていきます。今の段階で遅れる

ということは判断しておりません。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

工事が早く発注できないと、その工期も決

まらない。遅れるということもまだはっきり、

当然遅れも出ないと思うんですが、来年の４

月に統合されますね。出来るだけ早く完成し

て、新しいかたちでの統合を迎えてほしいな

というのが保護者の願いであります。

工事の発注を早くしなければ当然遅れま

す。教育委員会としてはいつ頃発注して、い

つまでに完成をさせたいという考えがあるの

かお聞きして、私の質問を終わりたいと思い

ます。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育総務部長。

○ 学校教育課長 平良進

具志川中学校につきましては比屋定との統

廃合もありまして、仲村議員の指摘のとおり、

教育委員会としても早めに工事を終わらせま

して、環境整備をして、子どもたちが統廃合

に伴って教育できる条件を整えていきたいと

考えております。

工事の発注につきましては、方法は面積が

大きい関係上、ＪＶ方式で二工区に分けます。

それで、指名委員会が今日か明日に予定され

ております。指名委員会が終わりましたら、

工事金額の関係上、10日から２週間ぐらい入

札参加の積算基礎をおかないといけませんの

で、だいたい７月の中旬頃には発注できる予

定であります。計画も７月の上旬から中旬ま

でに発注すれば、３月前半には十分間に合う

という工程表の中で計画をしておりまして、

今のところ遅くても７月いっぱいには発注す

る予定をしております。



- 67 -

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

歳出の方２点程。１点は、商工費の３項、

観光費、もう１点は、教育費の文化財保護、

これは宇江城、商工費はヤジヤーガマ開発基

本調査、ページにして19ページです。それか

らやっていきたいと思いますが、本予算では

出てこなかった予算が、調査費といって233

万6千円ということであります。これについ

て説明をお願いして、それから質問に移りた

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。その前に、このヤジヤーガ

マは調査費だけで233万6千円ではございませ

ん。修景緑化管理委託料と含めて233万円で

ございまして、実質ヤジヤーガマの調査に係

る分に関しては50万円程度でございます。こ

の件については、まだまだヤジヤーガマ入口

近辺の周景の問題が解決されておらず、なか

なか町が先んじてその地権者に対しての交渉

が難しいという部分もございまして、とりあ

えず、まず地権者をはっきりさせようという

分の調査と、環境調査を含めて、とりあえず、

この50万円で実施したいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

私も再三一般質問で取り上げてきたんです

が、ヤジヤーガマというのは観光資源として

も一級品ですね。一つには遺跡だということ、

あるいは地質学的な面からの学習資料、それ

にコウモリなんかも棲んでいますし、平和学

習、こういう諸々の点から非常に大事な所で

すが、この間10年ぐらいになりますが、どう

もそこを管理運営している方がいらっしゃい

まして、そことの関係が十分でない。具志川

村時代からこれまで町時代に至って、まだ相

手との話し合いが十分もたれてないのは残念

であります。

今回も実は久米島高校平和学習を向こうで

もやりました。南部の壕での生活体験も含め

て平和学習ということでやっていますが、26

名連れていきましたが、先生他２人の引率で

すね。入場料となると１人800円ですから、

この管理経営者に電話を入れまして、なんと

か勉強のためだから入れてくれと言いまし

た。しばらく考えておりましたけれども、じ

ゃあ電気代ぐらいは１千円出してくれという

から、いや懐中電灯をみんな持ってますよと

言いましたら、点灯するからそうしてくれと

いうので、１千円を出してみんな入れてもら

いました。ここいら非常に心苦しいところが

あるので、どういう体験学習をしているか、

南部戦跡では。中に入っていって電気を全部

消すんです。真っ暗で要するにどういう生活

をしていたのか、そういう体験をさせるとい

うことがあります。

そこだけじゃなくて、イーフの米軍上陸の

地点から、あるいは小港坂。あるいは宇根の

喜久村家のソテツの裏側の防空壕とか、そう

いうところを回ってあるくわけですが、こう

いう平和学習の中の一つの位置づけとして組

んでいます。

それから、観光客との関係ですが、いつも

言いますのは、裏口に私は連れて行きますが、

やっぱり皆さんも生活はかかっています。現

在そこを経営している皆さんね。それと十分
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話し合って、早期に、これは解決していただ

きたいと思います。幸いにして、調査費が入

っていますから、いつも長々となるんですが、

本予算に入っていないものが入っていて、た

いへんこの面からは嬉しいんですけれど、ひ

とつよろしくお願いします。

それから、先程、宇江城城趾のことが１番

議員からもありました。マイナスマイナスで

実はびっくりしたんですが、いろいろ答弁を

聞いておりまして、県からの10％のものを４

％しか県から下りない。その代わり町から出

すというお話でした。先程答弁ありましたの

でいいとして、なお、国指定との関係、今現

在どうなっているか、そちらをご答弁お願い

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

ヤジヤーガマに関しては合併以前からいろ

んなかたちの中で問題提起されて、どうにか

してそれを解決しようということで動いては

きました。我々は全く何もしていないわけで

はなくて、その地権者がはっきりしないこと

には町は動けないというのが実情でございま

す。地権者については相続が絡んでいまして、

その相続人の一人が南米にいらっしゃるとい

うことで、とりあえず連絡を取ろうとしてい

るんですが、親戚とか向こうの領事館あたり

に問い合わせしても連絡が取れないというこ

とがございます。それではどうするかという

ことで最近も話し合いもちましたが、最終的

には法的手続きをとってどうにかできないか

とか。いわゆる本人確認をしなくてもそれが

出来るような方法があるということで今弁護

士とも相談しまして、年内に何らかのかたち

で結論が出せるように進めていきます。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

宇江城の整備に関しましては、先程概要を

申し上げましたが、国指定に向けての取組状

況は、国指定に向けての町として対応すべき

条件、そこらへんは３月の議会の場でもお話

申し上げましたが、それに向けて、まずは第

１点目に人的な対応をするという点と、合併

以前までに整備された事業の報告書の作成、

これにつきましては当初予算で計上致しまし

て、今作成に向けて取り組んでおります。そ

ういったことで、そういう条件はクリアしつ

つあります。

そして、今年18年度から19年度にかけまし

て、そういったかたちで、人的な対応の中で

具志川城趾を担当している担当者と一緒に両

方の工事の状況も見ながら、そして勉強させ

ながら、対応できるように取り組んでおりま

す。

具志川城趾の方も昨日から調査に入ってお

ります。そこらへんの対応を今年から来年に

かけてきちっと取り組んでいけば、20年度の

国指定に向けて国との事前協議ができるもの

ということで、今作業を取り組んでいる状況

であります。

○ 議長 仲地宗市

次、７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

城跡の整備について伺いますが、私は仕事

柄殆ど毎日宇江城城に観光団を案内しており

ますが、遅々として工事が進んでいませんが、

この原因と、今年はどのぐらいまでやる予定

かお願いします。
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○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

城跡の整備と申しますと、石積みをした部

分がその整備だけではないんですね。ですか

ら、石積みをするまでの試掘をしてみて、こ

れがどういう状況だったのかというところを

実際に掘ってみて、それを整備指導委員会と

いうのがございますが、大学の先生方とか学

識経験者の方々に、その状況を実際に現場を

見ていただいて、その中で検討していただい

て、そこから城のこの部分の石積みはこうい

ったかたちであるべきだろうというふうな検

討を踏まえて、委託をしまして、それから工

事を発注していくということになります。

18年度につきましては、第三の郭、これま

での鉄塔跡の広場の北側の方、そこを来月あ

たり工事を発注して、また試し堀りして、そ

この元々の遺構がどうだったのかというとこ

ろの確認と、それと、南側の城門といわれる

正門ですね、そこのところの調査を今年度は

取り組んでいきたいと考えております。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

課長からございましたが、やはり遺構調査

をして、そして今分からない部分がかなりあ

りますから、一の郭の城門がどういうかたち

であったか写真を収集したり、アメリカにお

願いして、航空写真がないかどうかとか、調

査協力していただいたり、予算の問題もあっ

て、元の形に出来るだけ戻していくという意

味から、急速に進められると感じの事業でな

いということもご理解いただきたいと思いま

す。

○ 議長 仲地宗市

７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

発掘作業は全部終わったのかどうか。今、

教育長が言っていた城門とか、石のきれいな

階段なんか米軍が壊す前の写真が米国本土に

あったか、この件お願いします。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

写真はございません。ハブヒル展もやりま

したが、全景を撮影した写真は出てきており

ますが、その城門部分がどうであったか、歴

史上非常に美しい城門があったという記録は

ありますが、やはり壊されて、しかしそこに

元の資材は散らばっております。そういうも

のの中から歴史の専門家たちが考察をして、

いろいろこうだったんじゃないか、ああであ

ったんじゃないかということで考え方をまと

めていって、事業を進めていくと、そういう

状況です。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

19ページの観光費、奥武島周景緑化管理委

託料の説明をお願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

奥武島の中にはタートルアイランド条例の

中で指定されている施設ですが、ウミガメ館

の周辺の芝生、グランドゴルフ場、イベント

広場等々がございますが、その分の修景緑化

事業が昨年入っていましたが、その緑化の維

持管理の費用でございます。それは株式会社
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オーランドの方に一括管理というかたちの中

でお願いはする予定でございます。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

このグランド周辺のモクマオ林の中、防潮

林の中は下草は刈られて結構きれいになって

いますけど、あれとは別の予算ですか。あれ

はどこがやっていますか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

予算は全く別でございます。保安林は保安

林の中での整備になろうかと思うんですが。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時39分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時40分）

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

町が整備した事業の範囲内での分に関して

は、この緑化管理委託料の中で管理をしてい

きます。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

これはいい事業ですのでね、これからも継

続して、全体を公園化として整備していただ

きたいと思いますが、これは継続してやって

いただけますか。歩道整備、遊歩道整備です。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時41分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時43分）

田端智環境保全課長。

○ 環境保全課長 田端智

現在、修景緑化事業が終わって、この先に

つきましては今のところ計画はございませ

ん。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これで討論を終わります。

これから議案第32号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第32号、平成

18年度久米島町一般会計補正予算（第２号）

については、原案のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時44分）

○ 議長 仲地宗市

午前に引き続き会議を開きます。

（午後 １時27分）

日程第７ 平成18年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第１号）に

ついて

○ 議長 仲地宗市

日程第７、議案第33号、平成18年度久米島

町下水道事業特別会計補正予算（第１号）に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。
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大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第33号、平成18年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第１号）について申し

上げます。

平成18年度久米島町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出の総額を歳入歳出それぞ

れ2億7千255万6千円と定める。

２ 歳入歳出の款項の区分及び当該区分ご

との金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は「第１表歳入歳出予算補正」による。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

主な概要になりますが、予算書の４ページ

をお開きになって下さい。

３目下水道建設費においては、平成17年度

の実施設計委託で海洋深層水地区字宇根地内

の実施設計を完了しております。平成18年度

当初予算編成時には、平成18年度、19年度の

工事を概算したところ、平成18年度の実施設

計は必要ないとして、予算編成しましたが、

平成18年度下水道実施ヒヤリングにおいて、

18年度工事の工手変更により、19年度予定の

字宇根の一部の工事が可能になり、次年度以

降の設計委託を行うため、15節工事請負費か

ら793万8千円を、13節委託料に組み替える補

正であります。

以上が平成18年度水道事業補正予算（第１

号）の概要でございます。ご審議よろしくお

願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第33号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第33号、平成

18年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第８ 平成18年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について

○ 議長 仲地宗市

日程第８、報告第２号、平成18年度沖縄県

町村土地開発公社事業報告についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第２号、平成18年度沖縄県町村土地開

発公社事業報告について。

地方自治法第243条の３第２項の規定によ

り、平成18年度沖縄県町村土地開発公社事業
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計画を報告します。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

資料の４ページをお開きになって下さい。

表の中間側に平成６年久米島多目的公園埋立

地。この事業と、次ページ６ページの中間側

に、久米島平成13年宅地造成事業用地。そし

て下側の久米島平成９年美崎地区背後地造成

地、以上が本町に関わる事業となります。ご

審議よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

報告第２号、平成18年度久米島町土地開発

公社事業報告については、これで終わります。

日程第９ 平成17年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書につい

て

○ 議長 仲地宗市

日程第９、報告第３号、平成17年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越計算書についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第３号、平成17年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書報告について。

地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より、下記のとおり平成17年度久米島町一般

会計繰越明許費繰越計算書を報告します。

平成17年度久米島町一般会計繰越明許費繰

越計算書。以下、表の通りであります。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

以上のとおりでありますが、ご審議よろし

くお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回、平成17年度の久米島町一般会計繰越

明許費繰越計算書ということで報告されてい

ますけど、この報告された8億5千476万8千円

の金額ですが、今日６月29日現在、どのくら

い執行されたか、そのへんご存じでしたら、

パーセントでもいいんですが説明いただけま

すか。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。

○ 建設課長 神里稔

私の方で建設関係のを説明したいと思いま

す。まず、１ページにございます建設関係で

６款の農林水産業費、事業名を申し上げて説

明します。地域資源リサイクル基盤整備、こ

れは２期工事、繰り越して今継続中でござい

ます。

それから、宇江城地区公民館建設事業、こ

れは１期工事完了しております。

それから、総合運動公園、これも楽天のキ

ャンプ期間中は中止しておりましたので、継

続してこれも完了しております。
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それから、島の学校、これは２工区になり

ますけど、これは８月中を完了予定にしてお

ります。

それから、奥武島１号線につきましては、

繰り越しの分、現在工事中でございます。７

月31日の完了を予定しております。

それから、仲泊８号線については、継続中

でございます。

それから、久米島町道海洋深層水整備事業

ですね、これについても完了しております。

それから、11款、農林水産施設災害復旧費、

これも完了しております。

○ 議長 仲地宗市

吉元幸信社会教育課長。

○ 社会教育課長 吉元幸信

10款の教育の保健体育費のアスベスト除去

対策事業、これはＢＧの体育館の器具庫と倉

庫のアスベスト除去になりますが、７月に入

って保健所、そういった環境関係に申請書を

出しまして、２週間で許可が下りますと、ま

た事業の着工を申請して、それから工事の発

注になりますので、７月の中旬頃に発注を予

定しております。

期間につきましては、今のところ65日程度

を見込んでおります。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育課長。

○ 学校教育課長 平良進

同じく10款の中学校費、具志川中学校の校

舎改築事業につきましては、これは17年度事

業で、３月の定例議会の最終補正ぎりぎりま

で県との事業の調整の問題が出まして、支払

は17年度中の支払はございません。これは全

部18年に入りまして、設計の委託の前払い、

それからプレハブリースの前払い、現在その

前払い分は支払済みであります。

あとは工事本体につきましては、これから

契約を締結次第、前払い、それから出来高と

いうかたちの支払になっていきます。

○ 議長 仲地宗市

宮里剛福祉課長。

○ 福祉課長 宮里剛

３款１目の社会福祉費、これは久米島地域

福祉計画策定委託費ですが、完了しておりま

す。２目の障害者福祉費、そして４目の老人

福祉費については、来月引き渡しの予定であ

ります。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

これから少し苦言を呈してみたいなと思っ

ていますが、北川先生のこの本を引用しなが

ら、役場職員が変われば久米島町が変わる信

念の下に、地方役場のオーナーは町民である

と。そして、職員が皆が役割を分析し、きち

んと把握して任務に当たるということをして

いただいて変わっていただきたいということ

を申し上げて、ちょっと苦言してみたいなと。

今回、その当事者になって初めていろんな

ことを気づきました。仲泊８号線についてで

あります。これは約10年前の工事から、もう

10年なりますでしょうか、継続して行われて

きました。当時、最初は起点の変更になった

説明が全くございませんでした。「これは起

点はそこまでですよね」と言って、「はいそ

うです」と。その後変更になった説明が何も

なく、こちらで質問して初めて変更になりま

したと。そして、その工事の工期はいつまで

ですかと聞きましたら、17年度で完了予定で

すと。既にこの工事はスムーズにいけばもう
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終わっている工事であります。それがいろん

な事情がありまして、これをまた質問したら、

18年度。工事工期が19年度という答弁もして

おりました。おそらく19年になるかなと僕は

予測しています。

というのは、これまでずっとそのように、

これを引用していきますが、職員は自分達が

正しいと思っている。自分達が正しいと思っ

ている職員からすると、北川先生は、「私の

言動はパフォーマンスにうつり反感を抱いた

かもしれません」私も反感を持たれる覚悟で

これから質問します。

本音を出し合って、議論を十分重ねて、そ

れで島の発展のためにやっていくということ

から本音で話したいと思います。反感を持た

ないでいただきたいと思いますが、真摯に受

けとめていただきたいなと思っております。

２カ年前からずっとこれを言い続けてきま

した。少なくとも１年、半年前までには地権

者やその事業者に対して説明をして下さいよ

と言い続けてきました。この工事が繰り越し

になって今年11月から着工したいと。そして、

やっと話し合いに第１回目にきたのが５月の

中旬でした。あの時私はいつから始まります

かと聞きましたら、11月から。私たちは反対

はしませんよと。とにかくこっちの問題点を

聞いて早く話を進めてやっていきましょうと

いうことで、どんどん加速して話を進めてい

きましょうとしましたが、またその後話はこ

ないです。責任を転嫁してほしくないと思っ

ています。誰の責任ということでやってほし

くないと思っています。できないんだったら

どうしてできないのか。

北川先生は、このようなことを言っていま

す。できない理屈を言うなと。できない理屈

ではなくて、できるためにどのようにするの

か。できるためには何が必要なのか。そして、

分からない相手が悪いのではなく、分からせ

ないあなたが悪いですと、北川先生ははっき

り言っています。説明の努力不足を自省し、

改善策を探るべきであると、こういうことも

言っています。オーナーは町民、住民だと言

っています。役場職員の職員の皆さんも、私

たちもそうですけれど、謙虚に低姿勢になっ

て職員は対応してほしいなと思っています。

この件について、町長、そしてまた担当課

の今建設課の問題でありますので、その点に

ついて答弁をお願いしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

事業の詳しい内容については後で建設課長

から説明があると思いますけれども、私は確

かにおっしゃるとおり役場の職員は住民がオ

ーナーであると認識しなさいということで、

自分の仕事、立場を把握して、分析してちゃ

んとやりなさいということは言いました。

これは仲村議員から指摘があったとおり、

今までの職員の対応については、本当にやる

ように住民に接しているかというと、そうで

はありませんでした。おっしゃるとおりです。

それについては事あるごとに職員に対しては

私の方で意識改革の上からも、そういうこと

はずっと言い続けたいと思っております。ま

ずこれが出来なければ住民サービスという目

的さえぼやけてしまうということに成りかね

ないということで、職員の意識改革を努力し

てやってまいりたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

神里稔建設課長。
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○ 建設課長 神里稔

仲泊８号線の件ですが、経過を申し上げま

すと、去年の５月に指名審査委員会やりまし

て、そして、８月ぐらいに発注する、補償の

算定の問題なんですけれど、やるということ

でやったんですが、単価入れ替えということ

で、それが延びて、やっと入ったのが９月か

10月。成果品が上がってきたのが今年年明け

の１月。それで、今度、県の方と調整しまし

たら、年度が変わるから、要するに去年から

繰越しして18年になるから、用地の見直し単

価とかそういうのが出てきて、もういっぺん

調整しないといかないですよということで、

単価入れ替えの問題とかがあって、今回の５

月の中旬の話し合いになってきたということ

であります。

これにつきましては、前々から職員にもず

っと私の方も仲村議員から以前にお話があり

ましたので、早目にしてくれと、自分の立場

に立って、もし自分が引っ越し、あるいは立

ち退きになったら本当にできるのかと。そう

いう立場に立って物事を進めてくれというこ

とでずっとこれまで話してきたんですが、そ

ういうことが伝わってなくて、私の指導不足

という感じになって申し訳ないんですが、今

後はこれにつきましては県とも調整して、用

地の補償費の問題で調整しておりますので、

近々またお伺いして交渉に行くということで

予定しております。

○ 議長 仲地宗市

仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

苦言を申し上げましたが、誠意をもってこ

れからの用地交渉で非常に困難するのが、相

手の感情を壊して用地交渉が進まなくなると

いうのがありますので、誠意をもって低姿勢

で臨んでほしいなと思います。

それから、我々議員としても、住民からい

ろんな苦情が私たち議員を通じて役場に苦情

を言います。その時に、役場職員は、誰々が

こういうことを言いよったということを、自

分達の責任を人に転嫁して、誰が言ったとい

うことをその人の名前まで挙げてしまって、

非常に感情的にトラブルを起こしていること

が今まで何件かあったということも聞いてい

ます。実際に私もありました。

そしてまた、この用地交渉で、いろんな問

題点を出して、それを解決していこうと相談

したんだけれども、いや反対するんだったら

反対してもいいよというような、このような

対応の仕方もこれまでありました。実際にあ

りました。そのような、本当、住民側だよと

いうことを頭に入れてやっていただきたい。

ぜひ変わっていただきたいということでお願

いをしまして、苦言を呈して終わります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ございませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

報告第３号、平成17年度久米島一般会計繰

越明許費繰越計算書については、これで終わ

ります。

日程第10 地方自治法第180条の規定によ

る町長の専決処分の報告につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第10、報告第４号、地方自治法第180

条の規定による町長の専決処分の報告につい
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てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

報告第４号、地方自治法第180条の規定に

よる専決処分の報告について。

地方自治法180条第１項の規定により、議

会において指定された事項について、次のと

おり専決処分したので、同条第２項の規定に

より報告します。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

１．町長の専決事項の指定第１項による専決

処分。

久米島野球場管理棟新築工事の契約金額の

増額について。当初請負額2億7千898万5千円。

改定契約397万50円。変更協議額2億8千295万

5千50円となって、別添の添付資料を備えて

おりますので、ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

報告第４号、地方自治法第180条の規定に

よる町長の専決処分については、これで終わ

ります。

日程第11 久米島紬伝統工芸産業振興施

設条例の一部を改正する条例

について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、議案第27号、久米島紬伝統工芸

産業振興施設条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第27号、久米島紬伝統工芸産業振興施

設条例の一部を改正する条例。

上記の議案を提出する。

平成18年６月28日提出

久米町長 平良朝幸

久米島紬伝統工芸産業振興施設条例の一部

を改正する条例。

久米島紬伝統工芸産業振興施設条例の一部

を次のように改正する。

第２条の表中、括弧枠の中で、「久米島紬

ゆいまーる館、久米島伝統工芸センター」を

「久米島紬真謝ゆいまーる館」住所が久米島

町字真謝1874番地の１。２段目の、「久米島

紬比嘉ゆいまーる館」久米島町字比嘉97番地

の７。枠の３段、「久米島紬宇江城ゆいまー

る館」久米島町字宇江城66番地に改める。

附則、この条例は、平成18年７月１日から

施行する。

理由、条例の制定に、又は改廃するには、

地方自治法第96条第１項第１号の規定によ

り、議会の議決を必要とする。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番平田勉議員。
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○ ９番 平田勉議員

指定管理者制度との関連で確認したいと思

います。この条例を改正することによって、

自動的に指定管理者、この新しくできた宇江

城のゆいまーる館が紬事業協同組合の指定管

理の施設ということになるのかどうか。これ

はいつからの管理のスタートになるのかを含

めて説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行政改革推進室長。

○ 町民課長兼行政改革推進室長 仲村渠一男

ただいまのご質問にお答え致します。地方

自治法244条の２第６項の規定によりまして、

この指定管理者の指定を受ける議決事項につ

きましては３点ございます。まず１点目が、

指定管理者に管理を行わせようとする公の施

設の名称。２点目が、指定管理者となる団体

の名称。３点目が、指定の期間ということに

なっていますので、この新しくできた宇江城

ゆいまーる館、これも施設の名称ということ

になりますので、この部分は改めて指定管理

者の指定の議案を出して議決を受ける必要が

あると考えております。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

実は、４月の上旬に私は建設課と商工観光

課に電話を入れました。これは今から指定管

理の議決を受けるんですね。ということは、

確か４月15日に紬事業組合か、施工主がやっ

たか分かりませんが、地域だけでお披露目と

いうかたちで竣工落成式みたいなかたちの催

しをしているんです。

今の答弁からすると、その時点で、私はこ

れ建設課にも確認しました。建設課も分から

ないという話でしたね。それは実際に商工観

光課でしょうということで商工観光課にも電

話を入れました。これ４月の13日です。両方

とも主催してないと。訳分からないです。行

政が建物をつくって、こういう条例で管理す

る。今の答弁ではこれから指定管理の議決を

受けないといけないでしょうという、そうい

う説明ですね。

となると、４月の15日のあの催し物はいっ

たいどこが企画をし、どこが主管となってや

ったのか。不思議な話ですね。ちょっと訳分

からないんですけど。そこらへんの経緯、経

過等わかれば、どこが関連する課なのかを含

めて。そこらへんの計画等を説明してもらえ

ませんか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

本来ですと、３月議会で、施設の設置条例

をして、指定管理者に向けて作業を進めるべ

きだったんですが、３月議会の中ではその設

置条例は制定がされなかったという事です。

町としては施設を遊休化させるわけにはいか

ないということで、とりあえず指定管理者に

指定するまでの間は、紬協同組合に直接管理

をお願いしているところでございます。委託

契約については、契約日が４月15日からと。

契約期間は指定管理者を受けるまでの間とい

うことで委託契約を結んでおります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

これは遡っての契約にしようと思えばそれ

もできるか分かりませんが、13日に私が建設

課に聞いた時には、建設課の検査した日です
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かね、それを含めて、その時点で受け渡しが

終わっているのかどうか。引き渡しも完了し

ていたのかどうかちょっと疑問なんですね。

このへんの部分が、実は、役場に電話のたら

い回しをされたんです。今の答弁では４月15

日付けで管理委託の契約をしていると。いず

れにせよ、物をつくった、町の建設課、商工

観光課もわからない。その時点でそういうイ

ベントがなされる。どうみても不思議なんで

す。やるんであれば町主催でやるべきなんで

す。地元の皆さんにお披露目をして、そこで

やるというのであれば。物を発注した建設課

も分かりません。運用し管理していく商工観

光課もその企画は主管じゃない。こういうこ

とがあっていいのかどうか。そこらへん今後

ぜひ気をつけてほしいと思います。

けじめをつけるべきところはきちっとつけ

ておかないと、指定管理をする部分、あるい

は委託管理をする部分が、建物そのものも自

分達のものだという勘違いをしてもらうと困

るという気がするんです。その指定管理とか

何とかの契約は３カ年で契約更改というかた

ちでしたね。条例で確認した部分からすれば。

そのへんを含めて、そこを管理運営していく

という部分と建物は自分のものじゃないんで

す。そのへん今後気をつけてほしいと思いま

す。そういう要望をして、今後の考え方があ

れば答弁お願いして質問終わります。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

前の時にも各課のどこが計画して実施する

のか、管理するのかということが、うまく連

携がとれてないよというご指摘がありまし

た。その件につきましても、そういうことも

あったと思います。その時も地域に早く利用

させたいということが主な目的だったんでは

ないかなということで理解はしております。

今後については、ぜひそういう庁内の事業の

各課連携を十分とって、支障がないように努

めていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第27号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第27号、久米

島紬伝統工芸産業振興施設条例の一部を改正

する条例については、原案のとおり可決され

ました。

日程第12 久米島町学校設置条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第12、議案第28号、久米島町学校設置

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第28号、久米島町立学校設置条例の一
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部を改正する条例。上記議案を提出する。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町立学校設置条例の一部を改正する

条例。

久米島町立学校設置条例の一部を次のよう

に改正する。

別表第２を次のように改める。

別表第２、「第３条関係」、枠内でありま

すが、１段目。久米島町立統合中学校、仮称

であります。位置が久米島町字西銘1324番地。

２段目が、久米島町立仲里中学校。住所、久

米島町字比嘉2856番地。３段目、久米島町町

立久米島中学校。久米島町字儀間５番地。

附則、この条例は平成19年４月１日から施

行する。

提案理由、久米島町立中学校を現行の４校

から統合により３校へすることに関し、本条

例を改正する必要があるので、地方自治法第

96条第１項第１号の規定に基づき、議会の議

決を求めます。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。新旧対照表は別添でありますので、よろ

しくご審議下さい。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第28号は、久米島町立学校設置条例の

一部を改正する条例。主に改正は中学校の名

称及び位置なんですが、今回、久米島町立統

合中学校ということで、仮称と入っているん

ですが、これは名前が決まってから改正して

もいいんじゃないかと思うんですが、どうし

て今、この条例を名前もはっきりしないで改

正する必要があるのか、それは何か理由があ

りますか、説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

ただいまのご質問にお答え申し上げます。

これまでの経過を少し申し上げますと、３月

13日に比屋定中学校で平成19年４月１日付け

で比屋定中学校と具志川中学校の統合の準備

委員会を設置する協定書が交わされておりま

す。そして、議員の皆さん方ご承知のとおり、

３月14日本会議終了後、約１時間半、議員の

皆さん方に、議会として統合を推進する議決

をお願い致しますということで、お話し合い

をしていただきました。

そして、４月12日、定例教育委員会で全会

一致で先程の件が可決されております。前の

３月14日の統合を推進する議決の時も十分町

民の代表としての議会の意思表示が欲しいと

いうことを強くお願い致しましたが、やはり

これから強力に推進していく場合に、ぜひ議

会の議決が必要でございます。校名も含めて

校歌いろいろ検討してまいりますが、その場

合には、やはり町の最高の議決機関である議

会がはっきりとした方向を確認していただき

たいと。そういう意味で提案しております。

これはまた、校名が決まり次第、その時点

でまた校名変更について新たな提案があるか

というふうに考えております。

○ 議長 仲地宗市

７番崎村稔議員。

○ ７番 崎村稔議員

統合された場合、一番懸念されるのは子供
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たちの通学状態だと思いますが、この件に対

してはスクールバスを用意するのか、それと

も路線バスを強化するのか。それとも、父兄

に負担を強いるのか、その点お願いします。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育総務課長。

○ 学校教育課長 平良進

統廃合をした場合の特に比屋定校区の生徒

の皆さんになると思いますが、この通学路線

のスクールバス、あるいは町営路線バスにす

るのかということにつきましては、先程、教

育長からお話があったように、比屋定中学校

におきまして、具志川中学校の役員の皆さん

お揃いになりまして、準備委員会を立ち上げ

てあります。来月から第１回の集まりをもつ

予定をしています。その中で各専門分野ごと

に審議をして、提案することになっておりま

す。特に通学につきましては、町の財政の関

連も出てきますので、その審議委員会だけの

問題ではなく、町の財政、あるいは教育委員

会も絡めて、その問題は話することになって

おります。また方法についてはどういった方

法にするのか、まだ決定はされておりません。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

今の話は比屋定中学校が具志川中学校に生

徒は来るというお話なんですが、例えば中学

区域の件が出てくるかと思います。上阿嘉、

下阿嘉の場合は仲里中学校が近いんじゃない

かなというお話も巷ではあります。そういう

場合にはどうしたほうがいいですかというこ

とをお聞きします。

○ 議長 仲地宗市

平良進学校総務課長。

○ 学校教育課長 平良進

統廃合については議員の皆さんもよくご存

じだと思いますが、この校区変更につきまし

ては、本来校名も決まって、４月１日実施す

る前に校区変更の規約、規則も、また改正に

なってきます。特に言われています阿嘉地区、

上阿嘉、下阿嘉ですね、この区域につきまし

ては統廃合の中でも何回か話し合いもなされ

ております。この通学不便に経済的負担、子

どもたちの保護者の意思を尊重しまして、距

離的な問題もありまして、特別に通学変更申

請が出ました場合は、これは緩和してあげる

ということで、その話も今まで説明の中でや

ってきております。特別な条件を満たす場合

には、教育長の判断でこれは対応できます。

○ 議長 仲地宗市

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

先程の内間議員からの質問、ちょっと回答

がはっきりしなかったんですが、統合に向け

て今作業が進んでいますが、最終的な決定と

いうのは議会の決議事項ですよね。最終決定

して、校名が決まってこれが条例化されるべ

きじゃないか、どうして今の時期かというこ

と。それについて僕ははっきり答弁聞いてな

くて、議会の決議が得られて初めて、こうい

った条例が提案されるべきかなと私も思って

いましたので、再度答弁願いたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良進教育総務課長。

○ 学校教育課長 平良進

校名の問題につきましては、なぜ今回、町

立統合中学校（仮称）で提案したかというこ

とにつきましては、県と那覇教育事務所との

関連もございます。県の場合は６月から各小
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中学校をまわって、来年の人事異動の件で所

長、総務課長以下４名で聞き取り調査をして、

人事の中身に取り組むのが９月から入ってき

ます。所長の話では、９月から人事の中身に

入っていくということで、そういった絡みも

ありまして、本当に久米島町は中学校を統廃

合するのかという、これは議決事項をもって

添付書類として申請を上げます。それに伴っ

て、県、那覇教育事務所は職員の人事配置の

問題に取り組み致します。

それと、先程、教育長からお話がありまし

たように、準備委員会の中で校名が決まった

時点で、その近い定例議会の中で、この設置

条例をまた再度提案します。２段階のかたち

の条例提案を今とっている状況にあります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから議案第28号を採決します。

この採決は、地方自治法第244条第２項の

規定によって、出席議員の３分の２以上の者

の同意を必要とします。出席議員は16人であ

り、その３分の２は11人です。

本案に賛成の方は挙手願います。

（挙手多数）

ただいまの挙手は３分の２以上です。従っ

て、議案第28号、久米島町立学校設置条例の

一部を改正する条例については、原案のとお

り可決されました。

日程第13 奥武島タートルアイランド施

設条例の一部を改正する条例

について

○ 議長 仲地宗市

日程第13、議案第29号、奥武島タートルア

イランド施設条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第29号、奥武島タートルアイランド施

設条例の一部を改正する条例。上記議案を提

出する。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

奥武島タートルアイランド施設条例の一部

を改正する条例。

奥武島タートルアイランド施設条例を次の

ように改正する。

第３条第２項を削る。

第７条を次のように改める。（入館料の納

付及び不還付）。第７条、既に納めた入館料

は還付しない。但し、次の各号のいずれかに

該当するときは、その全部又は一部を還付す

ることができる。

（１）利用者の責務に期することができない

事由により、施設を利用することができなく

なったとき。

（２）前号に掲げるものの他、町長が必要と

認めたとき。

別表（１）奥武島タートルアイランド施設

使用料を次のように改める。

（１）奥武島タートルアイランド施設利用料、

枠内、施設名、ウミガメ館入館料。
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大人、金額300円。小中校生、金額200円。

附則、この条例は平成18年７月１日から施

行する。

提案理由、奥武島タートルアイランド施設

の円滑な運営管理を図るため、本条例を改正

する必要があるので、議会の議決を求める。

これがこの条例改正案を提出する理由であり

ます。

新旧対照表は別添で準備しておりますの

で、ご覧下さい。ご審議よろしくお願いしま

す。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

１点だけお願いします。新旧対照表の部分、

一番最後のページですね。これは現行はうら

しま館、月額19万5千円で賃貸ですね。一時

期、曰く付きで、去年の一般質問でも問題提

起をしたんですが、１年間閉まっていた営業

権の譲渡の関連、このへんも議論をした部分

です。次の議案の中で、バーデハウスとの関

連のものがまた出てくるんですけれども、そ

うなったときに現在月額19万5千円の賃貸と

いうかたちになっている部分が、この条例の

改定でバーデハウスの部分に、うらしま館を

組み入れたときの、レストランの使用料の部

分、次の条例の部分ではそれは入っていませ

んから、当然その分の賃貸はなくなりますと。

財政厳しい中で19万5千円かける12カ月分の

収入の減になりますよね。それを含めて、そ

こらへんはどういう関連になりますか。バー

デとの絡みで全部やったときには、当然、賃

貸の部分は０になって、そこを利用してバー

デハウスの皆さんがやる。収入そのものは株

式会社オーランドが自らの収益として、そこ

の部分をやっていくのか、というかたちにな

るのかですね。

となると先程の一般会計の補正でもありま

したけれども、2千500万円の運営補助金みた

いなものをやる。これでいけば、かけ12カ月

分でいえばかなりの額ですね、200万円の金

でやる。それは、かたちを変えた補助という

捉え方をされてもおかしくないという恰好に

なりますね。

どうもそこらへんが、すっきりしないです

ね。もうちょっとすっきりするように、理解

しやすいように細かく説明してもらえません

か。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。奥武島に関してはいろんな

条例で括られている施設がございまして、個

別で管理をしているんですが、合理的な管理

をどうするかということになると、やはり一

括管理させたほうがいいだろうということも

一つの理由にございます。

タートルアイランド条例の中では、うらし

ま館の使用料19万5千円というのがあります

が、過去の賃貸してる方からもいろんな事情

聴取し勘案して、低減措置をして最終的には

６万円ぐらいまで落としています。その後オ

ーランドが昨年度１年間借りてるんですが、

6万7千500円の使用料は取っています。

そうした中で、ご存じのとおりオーランド

が経営が厳しいという中で、この施設も含め

てオーランドの管理の中で収益事業としてや
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っていただき、町からの委託費を少なくする

という考えがあります。今年もキャンプ場の

管理、そしてイベント広場等々の管理費とし

て助成をしているんですが、その管理費も含

めて町からの出費を少なくするように、レス

トランを健全運営していく中で収益を上げて

もらい、町からの管理費を少なくするという

ことも含めてのことです。うらしま館の施設

は、海洋深層水関連の施設の施設統合という

ことになります。

○ 議長 仲地宗市

９番平田勉議員。

○ ９番 平田勉議員

体制も変わったのであれなんですけれど

も、１年間やって営業権の売買みたいなです

ね、違法と言われても仕方がないような、こ

ういうことが行われていた。しかも2千万円

ぐらいですか。そういう動きがあった。それ

の売買みたいなものは、将来的にもこういう

条例改定で、そこは家賃もなしで収益を全部

そこにいくような、というかたちでの一つの

流れの中で、タイムスケジュールの中でのそ

ういう営業権の売買みたいな行為が行われて

いたというふうに受けとめられても仕方のな

いような感じがするんですね。穿った見方を

すればそういった感じになる。

その不透明な部分を住民はバーデとか、あ

るいはその業者に対する不信感として住民の

中にそれが積もっていったと。そういうふう

に理解してもいいんじゃないかという気がす

るんです。こういうものが見えていて、ああ

いう行為がなされていたという見方をしよう

と思えばできないこともないんですね。今後、

クリーンな行政、透明性、公平で公正な行政

という部分からすれば、こういう懸念をもた

れないような行政運営、そういうものをぜひ

心がけてほしいなという気がします。質問終

わります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第29号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第29号、奥武

島タートルアイランド施設条例の一部を改正

する条例については、原案のとおり可決され

ました。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時34分）

○ 議長 仲地宗市

これまでに引き続き会議を開きます。

（午後 ２時47分）

日程第14 奥武島キャンプ施設条例につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第14、議案第30号、奥武島キャンプ施

設条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第30号、奥武島キャンプ施設条例。上
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記議案を提出する。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

奥武島キャンプ施設条例

奥武島キャンプ場条例の全部を改正する。

第１条は設置についてであります。

第２条、施設の名称及び位置について、下

の括弧のとおり示しております。

第３条、指定管理者による管理についてで

あります。

第４条、指定管理者が行う業務についてを

示しております。

次のページお願いします。

第５条、開場時間及び利用時間についてを

示しております。

第６条、休場日についてを示しております。

第７条、閑散期についてを示しております。

第８条、利用の許可についてを示しており

ます。

第９条、行為の禁止等についてを示してお

ります。

次ページをお開き下さい。

第10条、利用の制限についてであります。

第11条、退去命令についてを示しておりま

す。

第12条、利用権の譲渡等の禁止についてを

示しております。

第13条、原状回復の義務についてを示して

おります。

次のページお願いします。

第14条、利用料金についてを示しておりま

す。

第15条、利用料金の収入について示してお

ります。

第16条、利用料金の減免について示してお

ります。

第17条、利用料金の不還付についてであり

ます。

第18条、損害賠償の義務についてでありま

す。

第19条、委任について示しております。

附則、この条例は平成18年７月１日から施

行する。

別表が14条関係、キャンプ施設利用料、括

弧枠内に示しております。その他備考をキャ

ンプ場、センターハウス、多目的広場ごとに

示しております。

細かい点については、別表の新旧対照表に

も示しておりますので、ご覧になって下さい。

提案理由、奥武島キャンプ場並びに周辺関

連施設の円滑な運営管理を図るため、本条例

を改正する必要があるので、議会の議決を求

めます。これがこの条例改正案を提出する理

由であります。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

あの素晴らしい設置条例をつくってあるん

ですが、年間の使用者は何名なのか。

それと、円滑な管理運営を図るために条例

改正するということなんですが、先程からの

条例を見ていると、全部一般財源持ち出しの

施設ばかりなんですよね。そういう面の今後

の運営といいますか、そういうのは本当にど

のように本腰を入れていくのか、それを町長

と担当課にお聞きしたいと思います。
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○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

利用者につきましては、手元に資料がない

のでお答えできませんが、管理に関しまして、

先程も申し上げたんですが、やはり合理的な

管理をするためには施設の統合という部分で

行っていけば、現在よりは町からの管理とし

ては安く上がるんじゃないかということで、

今回、施設統合ということになっております。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

施設の運営につきましては、確かに素晴ら

しい施設でありながら知られてないというの

が非常に問題でした。町としてもホームペー

ジ、あるいは様々な部分で工夫を凝らして、

この施設を利活用するよう努力致します。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

確かにみんなが見ても素晴らしい施設だ

と。だけど、行っても全然使われた形跡がな

いと。本当に維持管理費に食われて、何のた

めに造ったか全然目的意識とは外れたような

運営がなされていると。今後は新しい町長が

代わって、そういう面も改善していくという

ことですので、見守っていきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

ただいま同僚議員からありましたが施設の

宣伝、使い方ですが、この夏、この休みに相

当使われています。あるいは島内の中学生の

キャンプも使われているし、本土からのお客

さん、家族連れですが、宮古・八重山も行っ

たそうですが、こちらが一番いいと言ってい

ます。なぜかというと、広っぱじゃなくて、

自分達の範囲内で、プライベートの部分で、

隣に気をしないでできると。そういうお客さ

んもいますし、だからこれはバーデハウスと

ともに全国的にいかに宣伝して、そこでキャ

ンプを推進するか、あるいは島内の皆さん、

若い皆さんもそうです。どこそこ行ってキャ

ンプするんですけれども、やっぱり一つの遊

び場として、これは行政手腕の一つとしてや

っていただきたいなと思います。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

先程も申しましたとおり知名度が低いで

す。正直な話。それで、全国にこのキャンプ

場が知れ渡るためにはどうするかということ

は役場としても努力したいと思います。それ

から、スポーツ交流とか、様々な研修、ある

いは久米島でのいろいろな旅行、グループと

か、そういう方たちを歓待するのも、そうい

う場所を利用したりして、利用効率を高めた

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

第３条ですが、指定管理者による管理につ

いて、その他の団体であって、町長が指定す

るもの、（以下「指定管理者」という。）と

いうことで管理者の規定がありますが、そこ

の管理者を指定した場合、そのへんの清掃業

務ですね、これについてはこっちに規定され

ていないんですが、そのへんの環境整備、清
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掃業務についてはどのようなかたちで行うの

かご説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

基本的な管理内容に関しては、基本協定書

というのがございまして、基本協定書の中で

管理内容というのは示されております。そし

て、年度毎においても年度協定書を毎年交わ

していくことになります。この中で新たに生

じた管理費に関する分に関しては、あらため

て契約をしております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

基本的な管理者がそのへんまでみるという

ことでございますけど、町民からもしそこは

立派に清掃されていないということの声があ

れば、町長はその管理者を変更することがで

きるのかどうか。そのへんはどうなりますか。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ２時59分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午後 ３時00分）

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

これはちゃんと守らせます。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

そこはちゃんと観光客もたくさん来るよう

であります。バーデハウス等も好評を得てお

りますので、きちっとそのへんの環境整備に

ついては管理者はきれいにしていただいて、

久米島のイメージをよくすることが久米島の

活性化へつながると思いますので、そのへん

は守っていただきたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

今の町長の答弁で利用率向上をうたってい

ましたけれど、そのためには、いまキャンプ

場はあるのにバーベキューをイーフビーチの

方でやっていますね、シャワー室の休憩所の

方で。結構あります。キャンプ場はバーベキ

ューセットも結構準備されて、設備も整って

おりますので、ビーチでやるのを禁止して、

キャンプ場でやるようなことはできないです

か。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。基本的には海岸でそういう

ことをやるということに関して禁止は難しい

と思います。やってる方々に対して協力依頼

の方法でお願いすることしかないと思いま

す。海岸部分に関しては町管理じゃない部分

があったりします。国有地の部分を町がどこ

まで権限をもって禁止することができるかと

いうこと等もありますので、いろんな部分か

ら含めて、利用者に対して協力依頼というか

たちしかとれないんじゃないかと思います。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

休憩所の施設、町の施設内でやっているこ

となんですけどね。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午後 ３時03分）

○ 議長 仲地宗市
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再開します。（午後 ３時05分）

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。この施設に関しては、町の

施設ですが、管理条例がなくて規制は難しい

んですが、現状としてかなり利用者は多いと

いう状況が見受けられます。そのへんは、果

たしてそれが影響があるのかどうかも含めて

調査をしまして、管理する必要があるのであ

れば、管理条例を設置して管理していきたい

と思います。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

目的は休憩所という目的ですよね。そこで

バーベキューされたら、お客さんは休憩に来

れないんです。シャワーも利用しずらくなり

ます。そういう面もありますので、ぜひこれ

は厳しく規制してほしいと思っております。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

多目的広場の件についてお伺いします。29

号でもグランドゴルフ場とあるんですが、30

号では多目的広場の中にパークゴルフとあり

ます。トイレのところの芝生のところの意味

なのかですね。もしそこでしたら、前回我々

グランドゴルフをやったんですが、ずっと奥

の方は芝生が相当伸びていて、ボールが転が

らなかった。そういうことがあって、そこの

管理について、芝生をちゃんと整理できるの

かどうかというのをお聞きします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

基本的にイベント広場とパークゴルフ場と

いう区分がどういうかたちで区切られている

かというのはちょっと難しい部分がありま

す。イベント広場を含めてパークゴルフ場と

して使ってもいいような感じですし、グラン

ドゴルフ場として使ってもいいような状況に

あります。ただ、この分に関しては利用料金

の設定のためにある程度区分けということに

しています。パークゴルフ場というのは今お

っしゃったようにトイレの周辺の広場の部分

を指しておりまして、管理に関しても現状を

確認していないんですが、芝が伸びて、パー

クゴルフができない状況であれば、その管理

を早めにさせたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

３番宮里洋一議員。

○ ３番 宮里洋一議員

最近は見ていないんですが、前に議員がや

ったときには、ずっとボールが転がらない、

ボールがどこに行ったかわからないほどの芝

生が伸びていたので、そこの管理について今

後ちゃんとお客さんが来たらできる状態に、

管理者は町長になるかと思うんですが、そこ

のところをしっかりやらないと、向こうは芝

生が伸びきって、何もならなかったよという

話になってしまうとちょっと困りますので、

そこの管理はちゃんとするようにお願いした

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市
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討論なしと認めます。

これから、議案第30号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第30号、奥武

島キャンプ施設条例については、原案のとお

り可決されました。

日程第15 海洋深層水温浴施設条例につ

いて

○ 議長 仲地宗市

日程第15、議案第31号、海洋深層水温浴施

設条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第31号、海洋深層水温浴施設条例。上

記議案を提出する。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

海洋深層水温浴施設条例。

海洋深層水温浴バーデハウス久米島条例の

全部を改正する。

第１条は設置であります。

第２条、名称及び位置を示しております。

枠内がバーデハウス久米島、うらしま館の名

称であります。

第３条、指定管理者による管理を示してお

ります。

第４条、指定管理者が行う業務を示してお

ります。

次ページをお開き下さい。

第５条、開館時間を示しております。

第６条、休館日を示しております。

第７条、利用の許可を示しております。

第８条、利用の制限を示しております。

次ページをお開き下さい。

第９条、利用権の譲渡等の禁止を示してお

ります。

第10条、利用料金を示しております。

第11条、利用料金の収入について示してお

ります。

第12条、利用料金の減免について示してお

ります。

第13条、利用料金の不還付についてを示し

ております。

第14条、損害賠償の義務についてを示して

おります。

第15条、委任について示しております。

附則、この条例は平成18年７月１日から施

行する。

別表が10条関係は下の表のとおりでありま

す。

提案理由、海洋深層水温浴バーデハウス久

米島の円滑な運営管理を図るため、本条例を

改正する必要があるので、議会の議決を求め

ます。これがこの条例改正案を提出する理由

であります。

別添で新旧対照表を添付しておりますの

で、ご覧になって下さい。ご審議よろしくお

願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員
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このバーデハウスの件ですが、前から疑問

に思っているのは、もし施設のいろんなモー

ターとか施設が壊れた場合は、無条件で行政

の方が全部お金を出して修理とか取り替えと

かやっているんですが、そういう面のオーラ

ンドとの条件的なことは条例で決められない

のか。今の状態になると、第三セクター方式

の感じで、行政におんぶに抱っこなんです。

それが果たしてうまくいくかどうか非常に疑

問です。故障すれば行政が直してくれるんだ

から、一番楽です。そういう面の条例はどう

なるのか、それをお聞きしたいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

お答えします。修理関係に関してなんです

が、オーランドとの協定書の中で、30万円以

内は会社で補修すると。それ以上になると町

が補修をするというような協定書を結んでお

りますが、そこで問題なのは、町の施設とし

ての部分なのか、いわゆる会社の備品なのか

どうかというのを含めて、細かい調整がまだ

されてないので、これは早めに取り決めをし

て、町がやるべき部分、金額は別にして、会

社がやる部分を明確にさせる作業を今急いで

おります。

○ 議長 仲地宗市

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

なぜこれを質問したかというのは、宜野座

村で、あそこは海水を使った温浴施設が久米

島町より先にできました。あそこの方でもの

すごい被害が出ているらしいんです、その設

備に関しての。大変なお金がかかったと。も

うそろそろ久米島町も取り替え時期にきてい

るんじゃないかと。そうなった場合は、二重

三重の持ち出しになる可能性があるわけなん

です。町長はそこまで覚悟しているかどうか

わからないけれど。これは潮水ですからいつ

壊れるかわからないです。昨日も何か機械が

壊れたということで放送していたらしいじゃ

ないですか。そういうことで、そういう面の

細かい整備も条例で設置する必要があるんじ

ゃないかと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

海洋深層水温浴施設条例、今回全部改正と

いうことでございますが、この条例の10条に

ついてお聞きしたいと思います。利用料金で

す。２項では、「利用料金は、別表に掲げる

枠の範囲内において、管理者があらかじめ町

長の承認を得て定めるものとする」というこ

とで規定されています。これは多分利用料金

はバーデ棟が３千円、トリートメント棟が１

メニューにつき２万円ということになってい

ますけれど、多分一般が主に利用するのはバ

ーデープール棟だと思うんですが、これにつ

いての料金についての規則とか規定とかは定

めてやる必要があるんじゃないかと。これは

管理者であると思いますが、一般的に非常に

利用もしやすいと思いますが、こういった公

平公正で運営する場合は、やっぱり住民があ

る程度こうなっているんだなということで分

かってはじめて利用もしやすいと思うんです

が、そのへんはどういうお考えなのかお聞き

したいと思います。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。
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○ 商工観光課長 盛本實

この表で定められている金額というのは、

あくまでも上限の金額です。これは会社の方

針だと思うんですけれども、その範囲内で運

用して、例えばＰＲのためにサービスデーを

やったりすると金額の変動が出ます。そうい

う面に関しては町長と相談して、上限の範囲

内であれば如何様にでも設定はできるという

ことです。

例えば、いま島民価格で会員に入ると１千

円で終日入れるということもございまして、

この金額に関しては上限を定めていると。そ

の範囲内で町長と相談して決定できるという

ことになっております。

○ 議長 仲地宗市

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

町長の承認を得て定めるということであり

ますが、ちゃんと書面でやって承認をやるの

か、ただ口頭でやるのか、そのへんはどうな

りますか。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

これは書面によって相互確認の上実施をす

るということになります。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

非常に心配事があります。うらしま館の件

ですが、現在も経営しているんですが、昼飯

だけの時間ですね、ある時に何名か夕方行き

ましたら、昼だけですよと言われました。お

客さんの現状を把握していますか。だいたい

バーデハウスで入浴して、それからそこで飯

を食べることが僕もたまにあるんですが、昼

食はバーデハウス内で気持ちよく食べられま

す。畳の間ですね。そうすると、向こうもう

らしま館で昼食しかやらないので客の入りが

少ないだろうと思います。あるいは観光客を

ひとつのコースの中に入れて、うらしま館を

案内すると非常にいいと思います。まだそこ

までは至っていないと思いますが、そこをど

う今後運営、経営していくのか。これ大きな

問題だと思いますが、改めてちゃんとした方

針をつくってやっていただきたいなと思いま

すが、その考えはお持ちでしょうか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

うらしま館についてはオーランドが経営す

るということになっておりますけれども、確

かにおっしゃるとおり、現在いろいろ苦情も

あります。時間に行ったときに空いてなかっ

たとかいう苦情がありますが、これからバー

デハウスを今からどうするかという部分で、

第１回目の取締役会を開きましたが、その中

でうらしま館の問題は出ましたが、メニュー

の設定とか、今から細かいことは決めていっ

て、営業時間、そういう部分も今から煮詰め

るという状況でございます。

○ 議長 仲地宗市

10番上江洲盛元議員。

○ 10番 上江洲盛元議員

現状もそうですが、これまでもそうでした

ね。ある方に委託してやっていたんですが、

あれからずっと閉められていて、そして、オ

ーランドといっしょにやりましょうというこ

とになったんですが、これはよっぽどじゃな

いと、あの店にお客さんをいかに呼ぶかとい
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うちゃんとした方針をやらないと、これは現

状を見た場合は気になります非常に。しっか

りと取締役会議でもやっていただいて、赤字

の出る温床にならないかなと心配なんです。

それひとつ取り組んでいただきたいと要望致

します。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

条例12条ですが、バーデ棟の利用者が次の

各号のいずれかに該当するときは、料金を減

額し、又は免除するということを掲げており

ます。そして１は、身体障害手帳の交付を受

けた者。２は前号に掲げる場合の他、町長が

特に必要があると認めた者とありますが、身

体障害手帳の交付を受けた方は多数いらっし

ゃると思うんですが、これには１級から５級

まで、いずれも同じような取り扱いになるの

か。そして、その減額という表現をしていま

すが、それは規則で定めるのか。どの程度減

額していくのか、説明お願いします。

○ 議長 仲地宗市

盛本實商工観光課長。

○ 商工観光課長 盛本實

特に身障者について級の区別はしておりま

せん。ただ、どうしても介護が必要な方もい

らっしゃる場合、例えば補助として家族が入

ったりする場合、その家族も減免のかたちで

やります。級によっては割引の区別はしてお

りません。規則については、社内規定の中で

それはさせるようにしております。

○ 議長 仲地宗市

２番翁長英夫議員。

○ ２番 翁長英夫議員

いろいろとそういった文言の中には引っか

かる点もあると思いますが、そのへんは分か

りやすく明記してほしいと思います。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑ございませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第31号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第31号、海洋

深層水温浴施設条例については、原案のとお

り可決されました。

日程第16 沖縄県町村交通災害共済組合

規約の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第16、議案第26号、沖縄県町村交通災

害共済組合規約の変更についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

議案第36号、沖縄県町村交通災害共済組合

規約の変更についてご説明申し上げます。

地方自治法第286条第１項の規定により、

別紙のとおり沖縄県町村交通災害共済組合規

約を変更することについて、同法第290条の

規定に基づき、議会の議決を求めます。
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平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由でございます。市町村の廃置分合

により、沖縄県町村交通災害共済組合を組織

する町村の数が減少したことに伴い、議会議

員の定数を減にするため、沖縄県町村交通災

害共済組合規約を変更するには、地方自治法

第290条の規定により、議会の議決を必要と

する。これがこの議案を提出する理由であり

ます。

別紙のとおり添付書類を新旧対照を添えて

おりますので、ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「進行」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第26号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第26号、沖縄

県交通災害町村組合規約の変更については、

原案のとおり可決されました。

○ 議長 仲地宗市

本日はこれで散会します。

お疲れさまでした。

（午後 ３時30分）
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午前 10時10分 開議）

○ 議長 仲地宗市

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。

会議に入る前に少々時間が遅れましたこと

をお詫び申し上げます。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 仲地宗市

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番真栄平勝政議員、15

番仲原健議員を指名します。

日程第２ 議決内容の一部変更について

（堆肥化処理施設建築工事請

負契約）

○ 議長 仲地宗市

日程第２、議案第34号、議決内容の一部変

更について（堆肥化処理施設建築工事請負契

約）を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第34

号をご説明申し上げます。

議決内容の一部変更について。

平成18年第２回久米島町議会定例会で、議

案第22号をもって議決された堆肥化処理施設

建築工事（１期工事）請負契約に係る議決内

容の一部を次のように変更する。

請負金額1億3千282万5千円を、請負金額1

億3千863万4千650円に変更するものでありま

す。

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由なんですが、堆肥化処理施設建築

工事（１期工事）について、工事内容を一部

変更する必要がある。これがこの議案を提出

する理由であります。

なお、この増額変更内容については、外構

工事のコンクリート舗装一式の追加による変

更であります。別添資料で平面図、改定契約

書を備えてありますので、ご審議よろしくお

願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第34号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第34号、議決

内容の一部変更について（堆肥化処理施設建

築工事請負契約）は、原案のとおり可決され

ました。
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日程第３ 沖縄県市町村総合事務組合規

約の変更について

○ 議長 仲地宗市

日程第３、議案第35号、沖縄県市町村総合

事務組合規約の変更についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

それでは、議案第35号についてご説明申し

上げます。

沖縄県市町村総合事務組合規約の変更につ

いて。

地方自治法第286条第１項の規定により、

次のとおり沖縄県市町村総合事務組合規約を

変更することについて。

同法第290条の規定に基づき議会の議決を

求めます。

平成18年６月30日提出

久米島町長 平良朝幸

沖縄県市町村総合事務組合規約の一部を改

正する規約。

沖縄県市町村総合事務組合規約の一部を次

のように改正する。

別表第１中、「那覇市南風原町ごみ処理施

設事務組合」を「那覇市南風原町環境施設組

合」に改める。

別表第２第３条第２号に関する事務の項

中、「那覇市南風原町ごみ処理施設事務組合」

を「那覇市南風原町環境施設組合」に改める。

附則、この規約は沖縄県知事の許可のあっ

た日から施行する。

提案理由、沖縄県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の名称が変更されたこと

に伴い、沖縄県市町村総合事務組合規約を変

更するには、地方自治法第290条の規定によ

り、議会の議決を必要とする。

これがこの議案を提出する理由であります。

別添で新旧対照表を備えておりますので、

ご参照下さい。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第35号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第35号、沖縄

県市町村総合事務組合規約の変更について

は、原案のとおり可決されました。

日程第４ 久米島町部門設置条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 仲地宗市

日程第４、議案第36号、久米島町部門設置

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄



- 99 -

それでは、議案第36号についてご説明申し

上げます。

久米島町部門設置条例の一部を改正する条

例。

上記議案を提出する。

平成18年６月30日提出

久米島町長 平良朝幸

久米島町部門設置条例の一部を改正する条

例。

久米島町部門設置条例の一部を次のように

改正する。

第２条中、税務部門を次のように改める。

税務部門、(1)町税に関すること。(2)基準財

政収入額に関すること。(3)地方譲与税交付

金に関すること。

附則、この条例は平成18年７月１日から施

行する。

提案理由、事務事業運営の簡素かつ効率化

を図るため、組織機構の一部を改正する必要

があり、地方自治法第158条第１項の規定に

基づき、この条例を改正する。これがこの条

例案を提出する理由である。

新旧対照表を備えておりますので、ご参照

下さい。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

議案第36号、久米島町部門設置条例の一部

を改正する条例。改正の内容を見ますと、現

行と改正案の比較をされているのがあります

が、現行の２番、国民健康保険税（介護保険

料を含む）の徴収に関すること。これが今回

なくなっておりますが、この部門については

どこの方にもっていったのか、ご説明お願い

します。

○ 議長 仲地宗市

仲村渠一男町民課長兼行革推進室長。

○ 町民課長兼行革推進室長 仲村渠一男

ただいまの質問にお答えします。国民健康

保険税の徴収につきましては、健康づくり課

に移るかたちになります。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、議案第36号を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、議案第36号、久米

島町部門別設置条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第５ 監査委員の選任について

○ 議長 仲地宗市

日程第５、同意第２号、監査委員の選任に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄
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同意第２号についてご説明申し上げます。

監査委員の選任について。

下記の者を久米島町監査委員に選任したい

から、地方自治法第196条第１項の規定によ

り、議会の同意を求める。

記

住 所 沖縄県島尻郡久米島町字比屋定

125番地の２

氏 名 仲里長秀

生年月日 昭和７年10月26日生

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由、監査委員の選任について、地方

自治法196条第１項の規定により、議会の同

意を得る必要がある。これがこの議案を提出

する理由であります。

次ページに略歴を添付しておりますので、

よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

５番宮田勇議員。

○ ５番 宮田勇議員

本案に賛成します。

提案されている仲里長秀氏においては、仲

里村時代長年勤務され、その中、出納室長、

税務課長、福祉課長、水道課長、また新たに

出納室長と、出納室業務を約７年ぐらい経験

しておりますので、監査委員として適任者だ

と思っております。そういった意味で賛成し

ます。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから、同意第２号を採決します。

本案に同意することに賛成の方は挙手願い

ます。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、同意第２号、監査

委員の選任については、同意することに決定

しました。

日程第６ 固定資産評価審査委員会の委

員の選任について

○ 議長 仲地宗市

日程第６、同意第３号、固定資産評価審査

委員会の委員の選任についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

同意第３号についてご説明申し上げます。

久米島町固定資産評価審査委員会委員の選

任について。

下記の者を久米島町固定資産評価審査委員

会委員に選任したいので、議会の同意を求め

ます。

住 所 久米島町字宇江城750番地

氏 名 平良政敏

生年月日 昭和４年11月11日生

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸
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提出理由、久米島町固定資産評価審査委員

会委員の平良政敏氏が平成18年６月30日付け

で任期満了となるので、再び同氏を選任する

ため、地方税法第423条第３項の規定により

議会の同意を得る必要がある。これがこの議

案を提出する理由であります。

別紙で、略歴書を添付しておりますので、

ご参照下さい。よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

４番仲村昌慧議員。

○ ４番 仲村昌慧議員

この職歴からみると、固定資産の評価審査

委員の任期は不定になっていますね。任期は

何年なのか。旧仲里の時のものを見ると、就

任からの、そしてまた、４年の就任、９年の

就任となっていますね。そしてまた、平成14

年４月に就任し、２カ月でまた満了している

と。それから、14年の７月に就任し、15年の

６月１年加わっている。この事情というのは

どういう事情で、そうなっているのかお伺い

したい。任期とそういった事情をお伺いした

いと思います。

○ 議長 仲地宗市

比嘉・税務課長。

○ 税務課長兼収納課長 比嘉・

お答え申し上げます。合併当初につきまし

ては、３名の固定資産評価委員を選任いたし

まして、その時はお一人が１年、２人目につ

きましては２年、３人目の方については３年

ということで、ひととおり任期を全うされま

して、今回は３年、これからは３年というこ

との任期ということになっております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、同意第３号を採決します。

本案に、同意することに賛成の方は挙手願

います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、同意第３号、固定

資産評価審査委員会の委員の選任について

は、同意することに可決しました。

日程第７ 教育委員会委員の任命につい

て

○ 議長 仲地宗市

日程第７、同意第４号、教育委員会委員の

任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

休憩します。（午前 10時32分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時33分）

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

同意第４号についてご説明申し上げます。

教育委員会委員の任命について。

下記の者を教育委員会の委員に任命したい

から、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第１項の規定により、議会の同意

を求めます。
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記

住 所 久米島町字嘉手刈77番地

氏 名 比嘉・

生年月日 昭和31年４月10日生

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由、教育委員の高江洲ヤス氏が平成

18年７月９日付けで任期満了に伴い、その後

任を任命するため、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第１項の規定により

議会の同意を得る必要がある。これがこの議

案を提出する理由であります。

別紙に略歴書を添付しておりますので、ご

参照下さい。よろしくご審議下さい。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

○ 議長 仲地宗市

同意第４号、教育委員会の任命については、

本人も同席しておりますので、退場してもら

って、皆さんのご意見を聞きたいと思います。

（比嘉・退場）

○ 議長 仲地宗市

これから質疑を行います。

11番内間久栄議員。

○ 11番 内間久栄議員

今回の教育委員の任命についてですが、比

嘉・氏は国際大学卒業以来、略歴を見るとず

っと行政畑で25カ年間務めているようになっ

ております。今回、教育委員になった場合、

一旦辞めて教育委員として、もし今日任命さ

れた場合に就くのか。それとも、出向という

かたちになるのか、また、終わったら元の職

場に復帰できるのかどうか、そのへん説明願

います。

○ 議長 仲地宗市

平田光一総務課長。

○ 総務課長 平田光一

これまでの教育委員の任期が18年の７月９

日までですので、７月10日付けをもって教育

委員に就任するということになります。９日

付けをもって退職をして、教育委員に就任と

いうことになります。

○ 議長 仲地宗市

13番真栄平勝政議員。

○ 13番 真栄平勝政議員

今回の新聞で、教育委員の設置義務本年度

中の撤廃という答申が出ています。タイムス

の16日の新聞なんですけれども、2006年度中

に教育委員会の設置義務を撤廃するととも

に、公立の小中学校の職員人事権を県から市

町村へ移譲するという答申が盛り込まれてお

ります。それが採択されますと、教育委員の

職責というのは今まで以上に厳しいものにな

ってくると思います。その職責に耐えうる精

神力、実行力を伴った人事じゃないといけな

いと思いますけど、それについて町長どう思

いますか。

○ 議長 仲地宗市

平良朝幸町長。

○ 町長 平良朝幸

確かに答申では設置義務を撤廃して、公立

の小中学校の教職員の人事権も市町村に移譲

するという答申が盛り込まれております。そ

うなると、ますます市町村の教育委員会に対

する仕事の量が膨大なことになってくると。

その中で、私が選んだ理由といいますのは、

今からの教育委員は財政も知っている方じゃ

ないと将来やっていけないという判断で、今

回、比嘉・氏を推薦いたしました。
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ご存じのとおり、教育委員会の設置義務を

撤廃するとあるんですが、あとは市町村に設

置するかしないかを委ねるということで、そ

の代わり、公立小中学校の教職員の人事権も

移譲すると。非常に仕事量が多くなっていく

という状況にはなりますので、これからも教

育委員会の必要性は大事になってきます。

そういうことで、教育委員会もこれからも

そのままずっと続けていく、設置する必要が

あると私は考えております。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

５番宮田勇委員。

○ ５番 宮田勇議員

今、教育委員の同意を提案されております

が、教育委員の中での互選で教育委員長が決

まりますが、教育長はまた新たに臨時会をも

って承認をするんですか。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

町長が議会の同意を得て教育委員を任命し

ます。そして、最初の教育委員の会議で委員

長、そして委員長職務代理者を選定します。

その次に、また委員の中から教育長を選任し

てまいります。しかしながら、他の市町村の

例からしますと、町長が議会の承認を得て任

命した時点で、職務のハードさ、力量、そう

いうものからして、どの方が教育長になると

いうのは社会の通例でございます。

○ 議長 仲地宗市

５番宮田勇委員。

○ ５番 宮田勇議員

だから、教育長は特別職なので、新たに臨

時議会をもって町長が提案することになるん

ですか。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

教育長の任命権者は、久米島町教育委員会

でございます。ですから、町長は委員を選び、

その委員の５名の互選で教育長を選んで、教

育委員会の名称で辞令を交付します。

○ 議長 仲地宗市

５番宮田勇委員。

○ ５番 宮田勇議員

教育委員長、教育長もみんな委員の中の互

選だということですね。町長が新たに本会議

に提案して同意を得るということじゃなく

て。

○ 議長 仲地宗市

喜久里幸雄教育長。

○ 教育長 喜久里幸雄

互選ではございますが、他の市町村の通例

からして、例えば、先だって那覇市の教育長

が前那覇教育事務所長の桃原致上さんが選ば

れました。議会に上程される前から、町長が

ある程度人選をした状態からマスコミには挙

がっております。ですから、形の上では互選

ということであっても、もう既にそこまでに

準備されてくるものでありますから、フリー

でそこで選任という意味合いはございませ

ん。ですから、再度議会での承認ということ

は必要ないということです。

○ 議長 仲地宗市

他に質疑はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから、討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。
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○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

６番上里総功議員。

○ ６番 上里総功議員

今まで教育委員は教員を退職された方々が

教育委員に選ばれるというのが慣例でありま

した。今回、若い教育委員が任命されること

は素晴らしいことであります。さて、教育委

員たるものは、人格が高潔で、教育、学術及

び文化に関し識見を有することが要求されて

おります。比嘉・氏は、人格が高潔であり、

同氏は役場に就職以来、今日まで優秀な行政

マンとして職員からも信頼され、高く評価さ

れております。

また、地域においては、地域活動やＰＴＡ

活動の役員として活躍されております。地域

としては、比嘉・氏が教育委員に任命される

ことが素晴らしいことであり、よって、この

案に賛成であります。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから、同意第４号を採決します。

本案について、同意することに賛成の方は

挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、同意第４号、教育

委員会委員の任命については、同意すること

に決定しました。

休憩します。（午前 10時47分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 10時48分）

日程第８ 教育委員会委員の任命につい

て

○ 議長 仲地宗市

日程第８、同意第５号、教育委員会委員の

任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄助役。

（大田治雄助役登壇）

○ 助役 大田治雄

同意第５号についてご説明申し上げます。

教育委員の任命について。

下記の者を教育委員会の委員に任命したい

から、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第１項の規定により、議会の同意

を求めます。

記

住 所 久米島町字大原370番地

氏 名 普久原朝光

生年月日 昭和32年１月12日生

平成18年６月28日提出

久米島町長 平良朝幸

提案理由、教育委員の喜久里幸雄氏が平成

18年７月９日付けで任期満了に伴い、その後

任を任命するため、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第１項の規定により

議会の同意を得る必要がある。これがこの議

案を提出する理由であります。

２枚目別紙の方に略歴書を添付しておりま

すので、よろしくお願い致します。

（大田治雄助役降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

（「進行」の声あり）

○ 議長 仲地宗市
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ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

質疑なしと認めます。

これから、討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許します。

○ 議長 仲地宗市

次に、原案に賛成者の発言を許します。

16番本永朝辰議員。

○ 16番 本永朝辰議員

本案について賛成の討論を致します。提案

されております普久原朝光氏においては、農

業に専念する傍ら、また、地域のイベント等、

そして、学校関係においてもＰＴＡの副会長

等々も歴任しまして、児童生徒の健全育成に

も積極的に参加するなど、地域の方々からも

たいへん信頼されております。

彼の持ち前のパワーでもって、きっと教育

行政にも活躍するものと確信するものであり

ます。よって、私は本案に賛成するものであ

ります。

○ 議長 仲地宗市

他に討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

これで討論を終わります。

これから、同意第５号を採決します。

本案に、同意することに賛成の方は挙手願

います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、同意第５号、教育

委員会委員の任命については、同意すること

に決定しました。

休憩します。（午前 10時52分）

○ 議長 仲地宗市

引き続き会議を開きます。(午前 11時25分)

日程第９ 久米島町選挙管理委員及び補

充員の選挙について

○ 議長 仲地宗市

日程第９、選挙第１号、久米島町選挙管理

委員及び補充員の選挙についてを議題としま

す。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第118

条２項の規定により、指名推薦にしたいと思

います。

これにご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、選挙の方法

は指名推薦で行うことに決まりました。

指名の方法は、議長が指名することにした

いと思います。

これにご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、議長が指名

することに決定しました。

お諮りします。

選挙管理員に川上博久さん、内間清有さん、

伊良皆松一さん、山城京子さん、以上の方を

指名致します。

お諮りします。

ただいま指名した４名の方を選挙管理委員

の当選人と定めることにご異議ありません

か。

（多数の「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。従って、ただいま指

名しまし川上博久さん、内間清有さん、伊良

皆松一さん、山城京子さん、以上の方が選挙
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管理委員に当選されました。

次に、選挙管理委員補充員には、次の方を

指名致します。

第１順位、玉城義人さん。第２順位、比嘉

あやこさん。第３順位、新城教明さん。第４

順位、山里晴美さん。以上の方を指名致しま

す。

お諮りします。ただいま指名しました４名

の方を選挙管理委員補充員の当選人と定める

ことにご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、ただいま指

名しました、第１順位、玉城義人さん。第２

順位、比嘉あやこさん。第３順位、新城教明

さん。第４順位、山里晴美さん。以上の方が

選挙管理補充員に当選されました。

休憩します。（午前 11時28分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時29分）

日程第10 南部広域市町村圏事務組合議

会議員の選挙について

○ 議長 仲地宗市

日程第10、選挙第２号、南部広域市町村圏

事務組合議会議員の選挙を行います。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第118

条第２項の規定により、指名推薦にしたいと

思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、選挙の方法

は指名推薦で行うことに決定しました。

指名の方法については、議長が指名するこ

とにしたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 仲地宗市

異議なしと認めます。従って、議長が指名

することに決定しました。

南部広域市町村圏事務組合議会議員に、平

田勉議員を指名します。

お諮りします。

ただいま議長が指名した平田勉議員を南部

市町村圏事務組合議員に当選人と定めること

にご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。従って、ただいま指

名しました平田勉議員が南部広域市町村圏事

務組合議会議員に当選されました。

ただいま、南部広域市町村圏事務組合議会

議員に当選されました平田勉議員が議場にお

られますので、会議規則第33条第２項の規定

によって告知を致します。

日程第11 医師・看護師等の増員を求め

る意見書について

○ 議長 仲地宗市

日程第11、発議第４号、医師・看護師等の

増員を求める意見書についてを議題としま

す。

本案の提案理由の説明を求めます。

11番内間久栄議員。

（内間久栄議員登壇）

○ 11番 内間久栄議員

発議第４号

久米島町議会議長仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 内間久栄
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賛成者 久米島町議会議員 仲原健

医師・看護師等の増員を求める意見書

上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由、医師・看護師等の過酷な労働実

態を改善し、安全・安心の医療と看護を実現

するため、本案を提出する。

医師・看護師等の増員を求める意見書

医療事故をなくし、安全・安心でゆきとど

いた医療・看護を実現するためには、医療従

事者がゆとりと誇りを持って働き続けられる

職場づくりが不可欠である。

しかし、医療現場の実態はかつてなく過酷

になっており、医師や看護師等の不足が深刻

化している。看護師は仕事に追い回されて疲

れ果て、「十分な看護ができている」との回

答は１割にも届かず、４分の３が仕事をやめ

たいと思っているほどである。

欠員をただちに補充するとともに、大幅増

員を実現することが切実に求められている。

看護職員については、少なくとも「夜間は患

者10人に対し１人以上、日勤帯は４人に対し

て１人以上」の配置にすることが必要である。

過酷な労働実態を改善するため、夜勤日数

の上限規制などの法整備が必要である。「安

心・安全のコスト保障が必要」であり、診療

報酬などによる財政的な裏付けが求められて

いる。

よって、政府におかれては看護職員等の確

保対策等、医療現場の改善を図られるよう下

記事項について要請する。

記

１、医師・看護師など医療従事者を大幅に増

員すること。

２、看護職員の配置基準を「夜間は患者10人

に対し１人以上、日勤は患者４人に対し

て１人以上」とするなど、抜本的に改善

すること。

３、夜勤日数を月８日以内に規制するなど「看

護職員確保法」等を改正すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成18年６月30日 沖縄県久米島町議会

宛先、内閣総理大臣 厚生労働大臣

財務大臣

以上であります。

（内間久栄議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、質疑を省略したいと思い

ますが、ご異議ありませんか。

○ 議長 仲地宗市

休憩します。（午前 11時35分）

○ 議長 仲地宗市

再開します。（午前 11時37分）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、質疑を省略したいと思い

ますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認め、質疑を省略致します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第４号、医師・看護師等の

増員を求める意見書についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）
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○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って、医師・看護師等の

増員を求める意見書については、原案のとお

り可決されました。

日程第12 「出資の受入れ、預り金及び

金利等の取締に関する法律」

及び「貸金業の規制等に関す

る法律」の改正を求める意見

書について

○ 議長 仲地宗市

日程第12、発議第５号、「出資の受入れ、

預り金及び金利等の取締に関する法律」及び

「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求

める意見書についてを議題とします。

本案の提案理由の説明を求めます。

15番仲原健議員。

（仲原健議員登壇）

○ 15番 仲原健議員

発議第５号 平成18年６月30日

久米島町議会議長仲地宗市殿

提出者 久米島町議会議員 仲原健

賛成者 久米島町議会議員 翁長英夫

「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締

に関する法律」及び「貸金業の規制等に関す

る法律」の改正を求める意見書。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14

条の規定により提出します。

提案理由、消費者金融や信販会社など複数

の業者から返済能力を超えた借入をして苦し

んでいる多重債務者が後を絶たず、深刻な社

会問題となっている。多重債務者問題の原因

の一つに、貸金業者の高金利による過剰融資

が上げられる。よって、出資法及び貸金規制

法を改正し、一日でも早く借り受け者の不安

を解消するための本案を提出する。

「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締

に関する法律」及び「貸金業の規制等に関す

る法律」の改正を求める意見書

全国の破産申立件数は、平成14年度以来20

万件台という高水準にあり、多重債務を抱え

た潜在的破産予備軍は200万人にも及ぶとい

われる。

また、警視庁の統計によれば、平成15年度

の経済的理由による自殺者は8,897人にもの

ぼり、さらにこの多重債務問題が、ホームレ

ス、離婚、配偶者間暴力、児童虐待、犯罪等

を引き起こす要因になっており、深刻な社会

問題である。

多重債務者を生み出す大きな要因の一つ

「高金利」があげられる。

現在、我が国の公定歩合は年0.10％、銀行

の貸出約定平均金利は年２％以下という超低

金利状況であるにもかかわらず、年29.2％と

いう「出資の受入れ、預り金及び金利等の取

締りに関する法律」の上限金利は異常なまで

に高金利であり、少なくとも、利息制限法の

制限金利まで早急に引き下げることが必要で

ある。

一方、貸金規制法43条は、債務者が利息制

限法の制限を超える利息を「任意に」支払っ

た場合に、貸金業者が法定の契約書面及び受

取書面を適切に交付していた場合に限り、こ

れを有効な利息の支払いと「みなす」と規定

している。

しかし、みなし弁済が認められるための用

件の適用には厳格に解釈するため、現実には

この用件を満たした営業を行っている貸金業

者は皆無に等しく、債務整理訴訟においては

利息制限法を適用して処理することが実務の
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常識でさえある。

また、利息制限法は経済的に弱い立場に置

かれた人々を暴利取得から保護することをそ

の立法趣旨とする強行法規であり、その例外

として暴利取得を認めるような貸金規制法43

条は、その立法趣旨に反し、さらに「資金需

要者の利益保護を図る」という貸金規制法自

体の目的規定とも相容れないものであるとい

える。

同様に出資法附則に定める日賦貸金業者

（日掛け金融）については、その存在を認め

る必要性はないこと、また、電話担保金融の

社会的・経済的需要は極めて低いこと等か

ら、両者の年54.75％という特例金利も直ち

に廃止すべきである。

よって、久米島町議会は、国及び政府に対

し、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取

締りに関する法律」及び「貸金業の規制等に

関する法律」を下記のとおり改正することを

強く要請する。

記

１ 出資法第５条の上限金利を、利息制限法

第１条の制限金利まで引き下げること。

２ 貸金業規制法第43条のいわゆる「みなし

弁済」規定を撤廃すること。

３ 出資法における、日賦貸金業者及び電話

担保金融に対する特例金利を廃止するこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。

平成18年６月30日 沖縄県久米島町議会

提出先 衆議院議長 参議院議長 内閣総

理大臣 総務大臣 法務大臣 金融担当大臣

（仲原健議員降壇）

○ 議長 仲地宗市

これで、提案理由の説明を終わります。

本案については、質疑を省略したいと思い

ますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認め、質疑を省略したいと思い

ます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 仲地宗市

討論なしと認めます。

これから、発議第５号、「出資の受入れ、

預り金及び金利等の取締に関する法律」及び

「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求

める意見書についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（挙手全員）

○ 議長 仲地宗市

全員挙手です。従って「出資の受入れ、預

り金及び金利等の取締に関する法律」及び「貸

金業の規制等に関する法律」の改正を求める

意見書については、原案のとおり可決されま

した。

○ 議長 仲地宗市

平成18年第４回久米島町議会に提案されま

した議案は全て終了しました。

６月28日から６月30日までの３日間に渡り

ました本定例会は、全議員、そして執行部の

ご協力により無事終了することができました

ことを感謝申し上げます。

これで平成18年第４回久米島町議会定例会

を閉会します。

ご苦労様でした。

（午前 11時45分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。
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